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			魔欠落者の収納魔法～フェンリルが住み着きました～②

			富士とまと

			イラストレーション／ｓｉｍｅ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・百足屋ユウコ＋豊田知嘉（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第一章　村からの旅立ち

			第二章　ガルパ王国

			第三章　夢の国へ

			第四章　赤と青

			エピローグ

		

	
		
			　

			第一章　村からの旅立ち

			　

			『ヌシ、まだ森の中だ』

			「うん。でも、ほら、鐘の音が聞こえるでしょ？　近くに迎えが来ているはずだから、ここまででいいの。乗せてくれてありがとう」

			　村を出て、ガルパ王国へ旅立って、ほんの半刻。

			　私やルークが歩けば二日はかかる道のりを、ブルーはわずか半刻で駆け抜けた。

			『本当に、大丈夫なのか？　森のはずれとはいえモンスターは出るぞ』

			「大丈夫だよ。出ても弱いモンスターばかりだと思うし、それに……。モンスターが出てくれないと、お腹が空くでしょう？　えっと、ブルーにお腹いっぱいになってほしいから」

			　にこっと笑うと、ゆらりとブルーのしっぽが揺れた。

			『わ、我は……。ヌシの身がし…ぱ…』

			　小さな声で何かつぶやいていたけれど、よく聞こえない。声を拾おうと、耳をブルーに向けると、突然音量が上がった。

			『ヌシ、街まで送る。我の食事は、今は必要ない』

			「本当に、ここで大丈夫だよ」

			　チラリとルークを見ると、困ったような顔をしていた。

			　街にブルーが近づくと、モンスターが街に逃げてくるかもとファーズさんが言っていた。

			　ブルーは気を抑える訓練をしているけれど、まだ難しいみたいだから。

			　街からある程度距離があるけれど、低級モンスターしか出ないような比較的安全な場所からは、騎士たちと一緒に森を抜けることにしたのだ。

			　合図となるのは鐘の音だ。鐘の音が聞こえる場所に来たら、ブルーを収納して、こちらも鐘を叩く。その音で、騎士たちが迎えに来てくれることになっている。

			　それから、ブルーを収納するのにはもう一つ理由がある。ブルーと私の関係を、なるべく知られないようにするためだ。私は、少し大きな収納魔法持ちということで通すほうが良い。

			　ブルーは強いモンスターとはいえ、私を殺せば一緒に殺せるわけだから……。ブルーを守るためにも、私の収納にブルーがいることはあまり知られないほうがいいだろう。

			　だから、騎士たちと落ち合う前にブルーを収納しないといけない。

			『では、騎士たちが来るまで我はここにいよう』

			　ブルーが私の身を心配してくれるのはすごくうれしい。でも……。

			「あ、来たみたいだよ！」

			　ルークの言葉に耳を澄ませば、ガサガサと音が聞こえた。

			『確かに、人間が近くにいるようだな』

			「ブルー、ありがとう」

			　ぺこりと頭を下げる。それから、急いで【収納】と呪文を唱えた。

			　木々に隠れて、まだ向こうからはブルーの姿が見えてないよね？

			「それにしてもレイナは何の用でエイルを呼んだんだろう？」

			「さぁ？　でもルークを送ってこられたからちょうどよかったね。あ、そうだ【取出】」

			　合図に鳴らすようにと持ってきた鐘を取り出す。鐘といっても、鍋で急(きゆう)遽(きよ)作ったものだ。棒で叩くのだ。いい音ではないけれど、大きな音は出るから、場所を知らせるには問題ない。

			「ルーク、耳をふさいでいて」

			「待って、エイル！　鐘の音との距離感がおかしい」

			　確かに、時々聞こえる鐘の音はまだ遠い。話し声が聞こえるような距離まで近づいてはいない。

			「もしかして、別の人間？」

			　ひそひそと声をひそめてルークと会話をする。

			「たぶんそうだ。ひとまず、身を隠そう」

			　ルークに言われて、身を潜められそうな場所を急いで探す。私もルークも子供でまだ体が小さいから、しゃがんで丸くなれば草の生い茂った場所にすっぽり隠れることはできる。

			「あっ！　しゅ、【収納】っ」

			　ただし、身を隠すことができる場所には、別の何かが隠れていることもある。何匹ものスライムがいたので、思わず声が出てしまった。

			「誰だ！」

			　……ごめんなさい、ルーク……。隠れるどころか、見つかったみたい……。

			　身を潜めていた場所に近づく足音。草木をかき分ける音がすぐ耳元まで聞こえる。

			「子供か……」

			　子供かとつぶやいた声の主も、子供だった。

			　私やルークよりは年上。だが、十四、五歳といったところだろう。黒髪に浅黒い肌の少年だ。

			「本当だ、子供だ」

			　少年の背からひょっこりと顔を出して私たちの姿を確認した人間も、また子供だった。

			　十二、三歳だろうか。赤毛にそばかすの男の子だ。

			「なぜ、こんなところに子供が……」

			　と、私の気持ちを代弁するかのように、赤毛の男の子が口を開いた。

			「迷子？」

			　赤毛の男の子の言葉に、年かさの少年が困った顔を見せた。

			「迷子が、隠れると思うか？　助けてくれと言うだろう？」

			「ああ、そうだね……じゃあ、やっぱり……」

			　赤毛の男の子が、しゃがみ込む私たち二人を立たせようと、手を差し伸べてきた。

			　目の前の少年たちに、敵意は感じられない。素直に伸ばされた手を取って立ち上がる。

			「ねぇ、君たち魔欠落者でしょう？」

			　少年の言葉に、思わずぎくりと体を硬くする。初対面の子供に、なぜわかるんだろう。

			「ああ、手が震えてる。やっぱりそうだよ、カイン兄貴」

			　つながれた手から、私の動揺が伝わってしまったらしい。今更否定しても無駄そうだ。

			　カイン兄貴と呼ばれた黒髪の少年が、にっこり笑って、私とルークの頭をなでた。

			「大丈夫だよ。警戒しないでくれ。ハーグも、いきなりじゃ驚くだろう？　魔欠落者だと指摘されることが、どれほど恐怖なのか……」

			　ハーグと呼ばれた赤毛の男の子が小さな声でごめんと口にした。

			　魔欠落者に対しても、気を使ってくれるなんて、悪い人たちではなさそう。

			　だけど、この二人も子供なのに、どうして森の中に？　いくらあまりモンスターが出ない森の浅い場所といえども、子供だけでは危険だ。

			　カーンカーンと、再び合図の鐘の音が聞こえてきた。

			　ああ、こちらからも合図を送って合流しないと……。

			「また、鐘だ！　いったいなんだ？」

			　鐘の音を聞いて、ハーグ君の顔色が変わる。

			「新手の山狩りか？　とにかく、逃げよう」

			　黒髪のカインさんがルークを抱きかかえた。それから、私はハーグ君に手をつながれた。

			　え？　何？　カインさんとハーグ君が走り出し、手を引かれた私もそれについて駆け出した。

			「あの、私たち――」

			　訳がわからない。だけれど、少なくともあの鐘の音から逃げる必要がないことを説明しなければと思って走りながら言葉を発する。

			「大丈夫だから。山狩りなんていつものことだ」

			　山狩り？　いつものこと？

			「カイン兄貴！　あそこっ！」

			　ハーグ君の言葉に、カインさんは足を止めてしゃがみ込み、私にもしゃがむよう合図する。

			　木々の隙間から様子をうかがうと、遠くに、あまり真っ当な仕事をしているようには見えない数人の男の姿が見えた。

			「ったく、ガキはどこに隠れてるんだ」

			　興奮した男の声が無意識の風魔法に乗って聞こえてきた。

			　ガキ？　ルークの顔をとっさに見る。

			　まさか、ルークを始末しようとしている男たちがこんなところにまで？

			　男たちがキョロキョロしながら、こちらに向かって足を進めだした。

			「ちっ、このままじゃ見つかる……」

			　カインさんがハーグ君の顔を見た。

			「あとは、頼んだぞ。いいか、姿が見えなくなってもすぐには出てきちゃだめだぞ。しばらくはじっとして、奴らが戻ってこないのを確かめてから動くんだ」

			「カイン兄貴……」

			　ハーグ君の表情には悲(ひ)愴(そう)感が漂う。

			「大丈夫だ」

			　カインさんは、対照的に笑顔を見せた。安心させるために笑っているというのは、すぐにわかった。

			　音を立てないように注意して、カインさんは私たちから距離をとり、それからおもむろに走り出した。

			「あっ、いたぞ！」

			「追え！　捕まえろ！」

			　囮(おとり)だ。私たちを助けるために囮になったんだ！

			「お前らはそのあたりを探せ。まだ他にもガキが隠れているかもしれない」

			　ああ！　複数いた男たち全員がカインさんを追ったわけじゃないんだ。どうしよう……。

			　カインさんやハーグ君が追われるような悪いことをしているとは思えない。だったら、助けたい。ブルーに助けてもらう？　でも、ブルーの存在を隠すために街まで乗せていってもらわなかったのに。ここでブルーを出したら……。

			　森の中のモンスターたちが街に逃げていったらパニックになってしまうかもしれない。

			　ふいに、ハーグ君の手が私とルークの肩をポンポンと叩いた。

			「兄貴ィー、一人で置いてかないでくれ～」

			　ハーグ君が立ち上がって、カインさんが走っていったほうに向かって駆け出した。

			「ほら見ろ、もう一匹ガキが見つかった。追え！」

			　ハーグ君も私たちを逃がそうと囮になってくれたのだ。

			　一人で置いてかないでと、弱音を吐くふりをして。もう他に人がいないという偽装までして。

			　男たちが悪人だと決めつけるのは良くないけど。でも子供をガキと呼び、逃げていくのを追いかけている。追いかけられている子供は、自分よりも年少者を守ろうと身を犠牲にする……。しかも――。

			　私たちが魔欠落者だと知っているのに……。

			　カーンと、また合図の鐘の音が聞こえてきた。

			　男たちが見えなくなるのを待って、鍋を取り出し思い切り棒で叩く。

			「すぐに行くよ、こちらが鐘を鳴らしたら、また音を出して」

			　風魔法で、声が届いた。

			　じっと息をひそめて待っていると、先ほどよりも近くから鐘の音が聞こえてきた。

			「ルーク、行こう！」

			　鍋を叩いてから、音のしたほうに向かって走る。

			　早く合流しないと！

			　ああ、こんなときに風魔法が使えたら、そうしたら、すぐに騎士に助けを求められるのにっ！

			　カーンカーンと、もう一度聞こえた音に、今度は鍋ではなく声を返す。

			「ここです！　聞こえますか！」

			　思い切り声を出すと、すぐに風魔法じゃない肉声が返ってきた。

			「お待たせいたしました！　大丈夫ですか？」

			　木々の間から、赤毛が見える。

			　水色の隊服を身にまとった騎士は、ドミンガさんを探すために飛んでくれた青年だった。

			「私とルークは大丈夫ですけど、大丈夫じゃないんです、助けてください！」

			　赤い髪の騎士の後から、五人の騎士も姿を現す。どの顔にも見覚えがあった。

			　あのとき、村に来ていた騎士ばかりを選んで迎えによこしてくれたんだ。

			「何があったんですか？」

			「怪しい男たちが、子供を捕まえようとしていました。風体や言葉遣いで判断するのは危険だと思うけど、盗賊とか無法者みたいな男たちが複数人、十三、四歳くらいの男の子二人を追いかけていきました」

			　赤髪の騎士の顔が青ざめる。

			「無法者？」

			「助けてあげてください。子供たちは、男たちのことを山狩りだって言ってました」

			　騎士は、後ろの仲間の顔を見る。どうしたらいいのか判断に迷っているようだ。

			「まずは、任務の遂行……お二人を街に無事に連れて行くべきです」

			　と、騎士の一人が口にする。

			　任務が大切なのはわかる。でも、私はわがままを言ってしまう……。

			「お願いします、子供たちは、私とルークを無法者から守ってくれたんです。囮になって……私たちを守ってくれた……」

			　赤髪の騎士は私の目を見た。

			「森の中をやみくもに探してもこの人数では見つけられないでしょう。【風】山賊が出没したもよう。至急応援を頼む」

			　街に向かって風魔法で声を飛ばし、そして、森に向かって再び声を飛ばした。

			「【風】子供たちに危害を加えようとしている者たちに告ぐ。すぐに森から立ち去れ。ガルパ王国第一警備隊隊長アマテが命ずる。森の中に残っている者は容赦なく捕縛し処罰する」

			　へぇ、第一警備隊隊長なんだ。名前、初めて知った。アマテさんっていうのか。

			　若いのに隊長ってすごいな。レイナさんが信用できる人材が少ないからなのかな……？　それとも、ドミンガさん救出で活躍したから出世したのかな？

			「僕は、人より風魔法の力が強いからね、森中に声は届いているはずだ。警備隊に逆らってまで子供を捕まえようとはしないはずだよ。もし捕まえられていたとしても、これから応援が来るから、森の中を探して助けるからね」

			　アマテさんが、私の頭をそっとなでた。

			「あ、ありがとうございます」

			　アマテさんがしてくれたことは最善の策なんだよね、きっと。

			　警備隊を迅速に動かしてくれた。そして、風魔法で男たちに警告してくれた。風魔法ってそういう使い方もあるんだ。すごいなぁ。私も、もっと収納魔法の他の使い方を考えよう。

			　あ、でもガルパ王国では表だって使っちゃだめなんだよね。普通の範囲を超えないように気をつけないと……。

			「あの、一つお願いしてもいいですか？」

			　アマテさんに風魔法で声を飛ばしてもらう。

			　自分の使えない魔法を人にお願いすることに緊張はするけれど、もう負い目に思わない。

			「【風】伝言、さっきは助けてくれてありがとう。私たちは無事に信頼できる大人と合流できました」

			　私とルークの無事を、カインさんとハーグ君に伝えてもらう。

			　自分たちが囮になってまでも、私とルークを助けようとしてくれた二人だ。きっとどうなったのだろうと気にしているはずだ。だから、無事だということを聞けば安心してくれるはず。

			「アマテさん、ありがとうございます」

			「いえ。お安い御用です。さぁ、行きましょう」

			　ほら、アマテさんは風魔法も使えないのかなんて顔はしない。ありがとうと言えば、にこっと笑って答えてくれる。

			　大丈夫。できないことをお願いする。何も悪いことなんてないんだ……。そう、代わりに……。私も、私ができることを誰かに返せば……。

		

	
		
			　

			第二章　ガルパ王国

			　

			　半刻ほどで魔獣の森を抜け、用意されていた馬車に乗る。揺られること数刻。

			　石造りの高い塀に囲まれた王都は遠くからでも見えた。王都の外にはなぜかすごい人だかりで、その中からイズルさんが姿を現した。

			「いらっしゃい」

			「イズルさん、お久しぶりです！」

			　何千人もいそうな人々は、よく見ると「騎士服」に身を包んだ一団、いかにも庶民といった服装の一団、そして浮浪者のようにみすぼらしい服装の一団にわかれていた。男性が多いが、女性や子供の姿も混じっている。

			「あの、この人たちは？」

			「ああ、兵の採用試験の参加者たちだよ」

			　採用試験？

			「それにしては、いろいろな人がいるんだね？　とても戦えそうにない人もいるけど？　それに騎士は何のために来てるの？　特に優秀な人間を騎士にスカウトする視察の人？　それにしては人数が多いよね？　視察に百人を超える人間はいらないよね？」

			　ルークが矢継ぎ早にイズルさんに質問する。

			　五歳にしか見えない容姿のルークが、年には似合わないようなことを口にしても、イズルさんは驚きもしなかった。あの魔獣の森の村での死線を越える特別な経験があったからなのか。

			「いや。彼らは騎士の採用試験に落ちた者たちです。兵の採用試験に臨(のぞ)みます」

			　イズルさんが声をひそめて答えてくれた。

			「え？　騎士だった者が騎士の採用試験に落ちたの？　どういうこと？」

			　ルークが首を傾げた。

			　村を襲撃したエヴァンスや、彼に従い積極的にレイナさんや私たちを傷つけた者は身分をはく奪され処分されると馬車の中で聞いた。

			　処分を受ける対象ではない騎士にも何かペナルティでも科せられたの？

			「陛下の方針です。魔力至上主義を脱却するための第一歩です。魔力の強さで採用されていた騎士の採用基準が見直されました。戦うことのできない騎士や兵を排し、戦闘能力のある者を採用することになりまして。そのため、実力試験が導入されまして」

			　イズルさんの説明に、ルークがさげすんだ眼を騎士服の一団に向けた。

			「あー、弱いから騎士をやめさせられたんだ、あいつら」

			　簡単に言えばそうだけど、ルークの言葉はきついね。

			「っていうか、そもそもなんで騎士になれたの？」

			　イズルさんによると、騎士になるためにはいくつかの条件を満たさないといけないらしい。

			　貴族の家柄。もしくは貴族による推薦のある者。騎士養成学校で三年以上学ぶこと。

			　そして――。

			「魔力の強い者……か」

			　ルークが鼻で笑った。

			　騎士の採用試験に落ちたという男たちは、とても鍛えている体つきには見えない。服の上からでも、緩んだお腹や、細い腕がわかる。条件を満たさないとなれないのではなく、条件さえ満たせばなれると言ったほうが正しいのかもしれない。

			「くそっ、なんで俺たちが騎士をやめさせられなくちゃならないんだ」

			　悔しそうに唇(くちびる)をかんでいる騎士、いや元騎士が地面を蹴った。

			「まったくだ！　騎士学校にすら入学できなかった低魔力の兵が俺らの代わりに騎士に昇格とか、いったいこの国はどうなっちまうんだ！」

			　きっと、この人たちは今まで魔力が強いということで努力の必要もなく道が開かれていたのだろう。

			「私は、騎士学校を首席魔力で卒業したんだぞ！　ふざけている！」

			「魔力不足で傍(ぼう)系(けい)に養子に出した出来損ないの兄が騎士に取り立てられた。両親も陛下の方針に憤(ふん)慨(がい)している」

			　ああそうか。首になった騎士の代わりは、すでに採用しているんだ。

			　流石(さすが)に騎士は身元も定かじゃない者からは選べないから、ここに集まっているような庶民や貧しい服装の者は試験を受けることができないんだろうなぁ。

			「陛下は、悪魔に魅(み)入(い)られちまったようだよ」

			「魔欠落者の悪魔か……。おっと、かろうじて魔欠落者じゃなかったんだろう？　だから陛下も護衛騎士にねじ込むことができたんだからな」

			「はははっ、そうだった、そうだった。笑えるよなぁ。一滴しか出なくても水魔法が使えるとかいう主張。くくくっ」

			「一滴じゃない、三滴だ」

			　背後から懐かしい声が聞こえる。

			　といっても、まだ一カ月もたってないんだけど。

			「ファーズさん！」

			　振り返ると、初めて会ったときと同じように冒険者みたいな服装をしたファーズさんがいた。ひげだけは綺(き)麗(れい)になってるけれど。

			「ああ、隊長、じゃない宰相、またそんな恰好して！　もう宰相なんですから、きちんとした服装をしてくださいと……」

			　イズルさんが額を押さえた。

			　ああそうだ。ファーズさんは一国の宰相になったんだ。

			「それに、何でここにいるんですか！」

			　イズルさんの言葉に、

			「椅子に座って書類とにらめっこなどいつまでもしていられるかっ！」

			　と吐き捨てたファーズさんに、ルークがため息をついた。

			「宰相の仕事をさぼってきたんだ。かわいそうなレイナ」

			「ち、違うぞ、ルーク！　国の存亡に関わる兵の採用試験だから、書類仕事よりもずっと大切だろ？」

			　小さなルークに必死に言い訳する大きな体のファーズさん。

			「ものは言いようだね」

			　呆(あき)れた口調でルークがニヤリと笑う。

			「エイル、あれは持ってきてくれたか？」

			　ファーズさんの問いにこくりと頷く。

			「一応、頼まれた数は揃えました。でも、何に使うんですか？」

			「ふっ。試験に使うのさ。さぁイズル、始めてくれ」

			　ファーズさんに言われ、イズルさんが小さく頷いた。

			「【風】下から」

			　イズルさんは風魔法の力を借りて、小屋の屋根の上に飛び乗った。風魔法で飛び上がるのは赤毛の兵が使っていた技だ。もうイズルさんも身につけたんだ、すごい。

			　急遽作られたであろう木組みの小さな小屋。上がれば人々を見下ろせる。

			「【風】これより兵の採用試験を行う。試験内容は、そちらの競技場で要人に見立てた人形を守ってもらう。どのような戦い方をしてもらってもよい。魔法も自由に使ってくれて構わない。武器はあちらから好きなものを選んでくれ」

			　その言葉に元騎士の一人がふっと笑った。

			「武器も持たずに試験を受けに来た者に我らが負けるわけないだろう」

			「そうだ、剣を持ったことのない者は、せいぜい自分を傷つけないようにすることだ」

			　さすがに元騎士たちは剣の基本は騎士学校で学んでいるらしく自信を見せた。騎士として実力不足と判断された者たちだけれど、庶民に負けるわけはないと思っているようだ。

			「試験は三十名ずつ行う。我こそはという者は、競技場に入ってくれ」

			　イズルさんの話が終わると、すぐに騎士たちが名乗りを上げた。

			「まずは、我らから行かせてもらおう」

			　騎士服の男が三十名、競技場に入った。

			　中央にはドレスを着せられた人形が置かれている。

			「この人形は陛下のつもりか？　はっははは。本物よりも静かな分、守りやすそうだな」

			「言えるな」

			「さて、何から守るんだ？　山賊に扮した人間でも出てくるのか？」

			　元騎士たちは、さすがに今まで仕事として警護をしてきただけのことはある。警護対象である人形を前後左右すきのないように取り囲んで守りの態勢に入った。

			「さて、実力を見せてもらおうか」

			　すぐ目の前が簡単な柵で囲まれた競技場になっており、さえぎる人もいないのでこのままでも見える。だが、三十人の動きを観察するには台の上のほうが見やすいからか、イズルさんをはじめ審査をする人間が五名ほど小屋の上に立つ。

			「ほい、お前らも乗れ」

			　ファーズさんがルークと私を抱えて台の上に押し上げた。

			「下でも見えるからいい」

			　ルークが降りようとしたら、イズルさんが耳元で囁(ささや)いた。

			「命にかかわるような状態の人間がいたら助けてくれ」

			「わかったよ。エイルはどうする？」

			「ルークと一緒にいるね」

			　屋根の上は平らになっていて椅子も用意されていた。端のほうに座って競技場に目を向ける。

			「じゃあ、エイル、頼むわ」

			　ファーズさんが私の横に座り足元を指さす。足の下には小屋。

			「この中に、頼んだアレ、一つ出してくれ」

			「【取出】」

			　言われるままに、取り出したけれど……まさか、試験って。

			「イズル、いいぞ」

			　ファーズさんの言葉にイズルさんがいつの間にか用意されていた銅(ど)鑼(ら)を二回打った。

			　その合図とともに、競技場側の小屋の扉が開かれたようだ。

			　ガサガサガサガサと、ものすごい音を立てて、アネクモが競技場に飛び出した。

			「うわーっ」

			「きゃーっ」

			　競技場を見ていた採用試験受験者たちから悲鳴が上がる。

			　中級モンスターであるアネクモの登場に逃げ出した人たちで競技場の周りは騒然としていた。

			「【火】」

			　流石にと言うべきか。騎士たちは悲鳴を上げることもなく、呪文を口にした。

			「アネクモは火に弱いと習っただろう、皆、一斉に火だ」

			　眼鏡の元騎士が声を上げた。

			「【火】」

			「【火】」

			　次々に発せられる火魔法。しかし、アネクモの足は止まらず、むしろ火魔法を浴びせられたことに怒っているようで、一目散に騎士たちに向かっていった。

			「くそっ、効かないぞ！」

			「火力をあげろ！」

			「【火】青炎」

			「【火】火力最大」

			　それぞれが威力をあげる。

			　アネクモは火に包まれながら突進を続けた。

			「だめだ、回避！」

			　眼鏡の元騎士の声に、何名かの元騎士が回避行動をとった。また別の元騎士は魔法から剣に攻撃方法を切り替えた。

			　振り下ろした剣が硬いアネクモにはじかれる。

			「硬い、剣が通らない！」

			　剣を向けられたことで、アネクモは足を止めた。

			「今だ、関節だ、関節を狙え！」

			　眼鏡の元騎士が指示を飛ばす。三十名もいるはずなのに、アネクモに剣を向けているのは五名だけだ。

			「くっ、ダメだ」

			「何をしている、関節を狙えと言っている。お前とお前は特に火魔法が得意なようだから、顔を狙え！　火魔法凝縮して顔だ！」

			　眼鏡の元騎士が別の元騎士にも指示を出す。本人は距離を取ったまま戦わない。口ばかりだ。

			「エイル、もう一匹だ」

			　ファーズさんに言われ小屋の中にアネクモを【取出】。すぐに競技場に放たれた。

			「わー！　もう一匹現れたぞ！」

			　戦っていた元騎士も魔法を放っていた者もパニックに陥(おちい)った。それはそうだろう。一匹でも苦戦していたのに、もう一匹現れたのだから。試験よりも自分の命のほうが大事だ。

			　今度はどんな指示を出すのかと、眼鏡の元騎士を見ていたら、近くにいた男を一人捕まえて走り出した。

			　なんと、人形の元まで行くと、人形を男と二人で抱えて走り出した。競技場の出口まで。

			「逃げた！」

			　ドッと爆笑が起きる。

			「騎士の名折れだ！」

			　と、競技場を眺めていた騎士服の男が、逃げ出した眼鏡の男に唾(つば)を吐きかけた。

			「あいつは合格だな」

			　ファーズさんが楽しそうに笑った。

			「え？　あの人が合格？　戦わずに口だけで、最後は逃げ出したのに？」

			「モンスターの弱点もよく知っていたし、初めに一斉に火魔法を打たせることで火魔法の得意な人間を見つけ出していた。その後の回避のタイミング、指示の出し方もなかなか。それに、なんといっても」

			　なるほど。口だけと言っても、やっつけろとかいうあいまいな命令しかしなかったエヴァンスとは違うんだ。三十名で戦う上で、誰がどのような役割を果たせばよいのか的確に指示していたと……。

			「護衛対象を置いて逃げ出さなかった」

			　人形を抱え、息も絶え絶えに競技場を出た男。

			　確かに。人形を守れと言われたんだ。逃げるなとは言われていない。どのような形でも守ればいいんだもんねぇ。

			「まさか、抱えて逃げるなんて考えもつかなかったよ」

			　ルークも楽しそうに笑った。

			　競技場に視線を戻すと、剣を片手に奮闘している五名以外は人形を抱えて逃げた男の後を追って出口に向かっていた。

			「あいつらはダメだ。仲間を置いて逃げ出すやつは必要ない」

			　ファーズさんが苦虫を噛(か)みつぶしたような表情をする。うん。そうだね。試験とはいえ、まだ戦っている人に背を向けて逃げ出した。本物のモンスターがまだいるのに。

			「【風】出た者に替わって二十五名入れ」

			　イズルさんの言葉に、残りの騎士服の男たちは動かなかった。

			　まだ、元騎士仲間が中にいるのに、誰一人として……！

			「さてと、そろそろ助けに入るか……」

			　ファーズさんが小屋の上から競技場に飛び降りた。

			「隊長！　じゃない、宰相、何考えてるんですかっ！」

			「いや、ほら、護衛対象交代な。レイナ人形なくなっちまったから」

			　あの人形はレイナ人形って言うんだ……。ちょっと微妙な出来だった……。

			「さぁ、護衛対象交代。一応宰相だからなぁ。ちゃんと護衛してくれよ」

			　と、必死に戦っている五名の元に近づく。

			「剣に火魔法を乗せるんだ」

			　男の一人に見本を見せるように、ファーズさんは呪文を唱えた。

			「【火】炎剣」

			　振り上げた火をまとった剣をアネクモの足の関節に振り下ろす。

			　いつもならすぐに首を切り落とすところなのに、ファーズさんは足を切り落とした。

			　額に汗をかいて、かなり疲労している男が呪文を唱える。

			「【火】炎剣」

			　ファーズさんの真似をして、火をまとわせた剣を元騎士が振り下ろす。ガキンと関節とはずれた場所にあたった。しかし、火が消える前に再び剣を振り下ろし、関節に当てることに成功する。威力がいまいちで、足は切り落とすことはできなかったが、変な方向に足が曲がり、使い物にならなくなったことは見て取れた。

			「よし！」

			　足を二本失ったアネクモの動きは悪くなり、他の元騎士もなんとか足を切り落とすことに成功した。

			「トドメは俺がさしてやろう」

			　そこに、競技場の外から騎士服の男が一人入ってきた。

			　確か首席魔法なんとかとか話していた男だ。

			「【火】演舞剣」

			　首席男は、剣を大きく真上に振りかぶると、くるりと大きく一回転して飛び上がった。

			　再びアネクモの真上から剣を首の関節に向かって振り下ろし、トドメをさした。

			「ふっ、どうだ。私の剣の腕は」

			　って自慢気だけれど、足をすべて使い物にならなくされて動かないアネクモの首を落とすのなんてルークにだってできるんじゃないかな？

			「ほら、次、さっさと足を落としてこい！」

			　ずっと戦い続けて疲(ひ)弊(へい)している騎士服の男の背中を首席男が小突いた。

			　ふらりと足元をふらつかせている。

			「【風】五名は外へ。入れ替われ」

			　首席男と合わせて騎士服の男が十名ほど。残りは庶民に変わった。

			「ちっ。お前らのような庶民が戦えるのかよ、まぁいい。さっさと足を落としてこい」

			　首席男が剣を構えた庶民を見て舌打ちした。

			「うわ―――っ！　【火】剣！」

			　三十くらいの男が剣に火をまとわせてアネクモに突進していく。

			「森で狩りをして生活してるんだ！　倒し方さえわかればこれくらい！　【火】火戦斧(おの)」

			　鍛えられた肉体の二十代後半くらいの男も飛び出した。手に持っているのは剣ではなく大きな斧だ。

			　ザクッと正確にアネクモの関節を切り落とした。息をつく間もなく、二つ目の足に切りかかる。

			「ひゅう」

			　競技場でファーズさんが口笛を吹いた。

			「さすがに生きるために命を張って狩りをしている人は動きがすごいね」

			　ルークが目を見開いて真剣に見ている。

			　しかし、大きな斧を持った男は足を二つ切り落とすと、そのままアネクモから距離を取ってしまった。

			「何をしている、まだ足は残ってるぞ！」

			　首席男が怒鳴りつける。

			「もう火魔法が使えない」

			　と斧の男が答えると首席男が笑いだした。

			「はははっ。使えねぇな。使えねぇ。一回火魔法を使っただけでもう魔法が使えないとか、どんだけ魔力がないんだ！」

			　首席男の両脇にいた騎士服の男がそれに続ける。

			「本当だ。みっともない。そんなんで兵になろうなんてよく考えたな」

			「せめて三回は使えないとなぁ。それでも俺たちの十分の一だがな」

			「お前は不合格だろうな。使えない男が兵になれるわけない」

			　騎士の言葉に、斧の男が悔しそうに頭を下げた。それを見てルークが腰を浮かせる。

			「使えないのはどっちだ。さっきから足が切り落とされていくのを見てるだけのくせして」

			　ルークの怒りはもっともだ。

			「こっちに来い」

			　斧の男にファーズさんが声をかけた。

			「くっ、護衛される側に回るか。魔力の小さな能無し君」

			　騎士が剣の柄で斧の男の背中を小突いて笑った。

			「まだ、戦えるっ！　俺は、俺はっ！」

			　斧の男は、ファーズさんのほうへ向かわずに再びアネクモに突進した。

			　火をまとわせないまま斧を振り上げ、アネクモの関節を狙う。しかし、関節に命中したであろう斧ははじかれてしまった。火がないと、弱いはずの関節も硬くて歯が立たない。

			「くそっ！」

			　アネクモが足を振り上げ、斧の男を弾き飛ばした。倒れた男の元にアネクモは駆け寄り、先のとがった足を振り下ろす。串刺しにされる！

			「来いって言ってるだろう！　【火】炎剣」

			　ファーズさんが男の前に立ち、振り下ろされた足を切り落とした。そしてそのまま男の腕を取って立ち上がらせるとアネクモから距離を取った。

			「あはははっ。護衛対象に守られてるぜ」

			「なっさけねー、みっともねー」

			　距離を取ったまま戦わない騎士服の男たちは笑っている。

			　十名ほどの庶民がアネクモに向かってはいるけれど、なかなか踏み込めないでいる。騎士服の男はわずか二名、火をまとわせた剣で足を切り落とそうと必死になっていた。

			　ファーズさんに連れられ、先ほど倒された一匹目のアネクモのところへ斧の男は来ていた。

			「糸だ。アネクモの糸」

			　ファーズさんがアネクモの糸を引っ張り出し男の斧に巻き付けだした。

			「ふっ。さすがファーズ！」

			　ルークが楽しそうに笑い、再びどっしり腰かけた。

			「【火】頼んだぞ、たよりにしている」

			　ファーズさんが、斧に巻き付けたアネクモの糸に火を点(つ)けると、男の背をばんっと叩いた。

			　炎をまとった斧。

			「うおーっ！」

			　男が再びアネクモに向かって突進した。

			「魔力が尽きたって、まだ戦えるんだぁーっ！　火戦斧！」

			　一本、二本、三本。

			　あっという間に足を切り落としていく。

			「うおおおおっ！」

			　競技場を見ていた人たちが沸き立った。

			「エイル、頼む」

			　ファーズさんが指を二本立てた。

			「【取出】【取出】」

			　小さい声で呪文を唱え小屋の中にアネクモを二匹出す。イズルさんがすぐに合図を出して競技場にアネクモを放った。

			「また来たぞ！」

			　騎士たちが慌てて剣を構える。

			「【火】火剣」

			　火をまとわせた剣をアネクモに向けるけれど、動き回るアネクモの足の関節にはまったく当たらない。

			　斧の男は立ち向かっていく。一方、騎士たちは逃げようとしている。逃げるために剣を振っているだけだ。当たるわけがない。

			「あはははっ、魔法が使えたって戦えないぞ！　騎士たちを見ろ！」

			「そうだ、魔法がいくら使えたって、あのざまだ！　みっともない！」

			　競技場の外から笑い声が上がった。

			「なんだと！　我ら騎士を侮(ぶ)辱(じよく)する気か！」

			「いつまでも騎士気取りか！　兵にすらなれないぞ！　悔しかったら倒してみろ！」

			　ファーズさんが騎士服の男をあおる。

			「くそっ！　お前のせいだ！　お前が、陛下を惑わしたせいでっ！　自分が魔力が強くないから、だから私たち魔力が強い者が憎くてたまらないのだろう！」

			　首席男が叫んだ。

			「魔力こそすべてだ！　魔力が強い方が偉いんだ！　そうだろう？」

			　首席男が騎士服の男たちの顔を見た。

			「わからせてやる！　後悔させてやる！」

			　首席男は騎士服の男たちを集め、何やら指示を出した。

			　競技場の中央には護衛対象となるファーズさん。騎士服の男たちは競技場に散らばった。

			「お前らはどけっ！」

			　庶民を競技場の端に追いやり、騎士服の男たちは競技場の周りに円を描くように等間隔に立つ。

			「【火】アネクモを追い込め！」

			　首席男の掛け声で、騎士服の男たちが一斉に火魔法を放つ。アネクモをやっつけるためではない。競技場の円形に沿って火魔法を放って取り囲む。火を嫌い避けるアネクモは中央に集められていく。

			　アネクモ三匹にファーズさんを襲わせる気だ！

			「隊長！　じゃない、宰相！　逃げてください！」

			　イズルさんの言葉にニヤッとファーズさんは笑い返しただけだ。

			「ねぇエイル、あれくらいファーズさんなら大丈夫だよね？　ファーズさんが強いってところをさ、もう少しみんなに教えてあげようよ」

			　ルークのいたずら心に、思わず同意してしまった。

			　だって、本当にファーズさんは強いんだよ。馬鹿にされるのは悔しいもん。

			「【取出】」

			　追加で二匹アネクモを取り出す。

			「ちょっ」

			　イズルさんがぎょっとして一瞬私の顔を見た。

			「宰相ーーっ！」

			　審査員が剣を手に競技場に飛び込んだ。ファーズさんの味方だ！　ちょっとうれしくなった。

			　アネクモ五匹に取り囲まれてファーズさんの姿が見えなくなったときだった。

			「【水】輪となり降り注げ」

			「【火】炎剣」

			「火戦斧」

			「【火】火矢【風】方向修正」

			　ほぼ同時にいろいろな声が聞こえた。

			　大量の水が、アネクモを追い込んでいた騎士服の男たちの火魔法を消し去った。ものすごい水蒸気が立ち上り、競技場の様子が見えなくなる。

			　水蒸気が落ち着いて見えたのは、中央に立つファーズさんと首を切り落とされたアネクモ三匹。それから足をすべて落とされて動けないアネクモ一匹。そして、首の関節に十ほどの矢が突き立って、こと切れているアネクモだった。

			「助かったよ。流石に五匹は厳しいからな。ったくエイルのやつ、いや、ルークが犯人か」

			　うう、ファーズさんにばれてるよ。ってあたり前か。アネクモなんて自然に出てくるわけないもんね。犯人なんてすぐわかる。

			　ファーズさんは斧を持った男にお礼を言い、肩を叩いた。

			「トドメも頼めるか」

			「あ、あのでも」

			　男の持つ斧に巻き付けたアネクモの糸は、すでに燃え尽きている。

			「その辺から糸を引っ張り出して巻いてくれ。あ、それから」

			　ファーズさんがズボンのポケットから小石を出して男に渡した。

			「あれ、火打石だ。火魔法が使えるのに、ファーズはいつも持ち歩いてるんだ」

			　ルークが言うように、小石は火打石だった。ファーズさんが男に使い方を教えている。

			「火だ……」

			　男が火魔法を使わずについた火に驚きの声を上げた。

			「あれは、魔法の火じゃないのか？」

			「火魔法を誰かが使ったんじゃ……」

			「まさか、火魔法がなくても火が使えるというのか？」

			　ざわざわと声は背中からも聞こえる。貧しい身なりの人たちから上がった声だ。驚(きよう)愕(がく)と歓喜の声。もしかして、この中に火魔法が使えない人がいるのかもしれない。

			　そして、今まで火魔法以外で火を点けられることを知らなかったに違いない。私とルークがファーズさんに教えてもらうまで知らなかったように。

			「水魔法を使ったのは誰だ？」

			　イズルさんが壇上で声を上げた。しかし、競技場からは誰も手があがらない。

			「【風】水魔法を使った者は名乗りを上げよ」

			　イズルさんは集まっている人たちに声が届くようにもう一度、風に声を乗せて言った。

			　競技場で輪を描くように燃えていた炎の上に、狙ったように水を出したのだ。競技場が見える位置にいる人物に間違いない。

			　だが、いくら待っても誰も自分だと声を上げなかった。

			「こいつだ！　呪文を唱えているのを聞いた！」

			　薄汚れた服装の男が、ぼろ雑巾のような服装の中年の男の腕を掴んでいる。

			「こちらへ」

			　イズルさんに言われ、男は引きずられるようにして連れてこられた。

			「あいつが邪魔をしたのか」

			　首席男が吐き捨てた。

			「競技場の外から試験の邪魔をしたんだ、覚悟はできてるだろうな」

			「ひぃー、す、すいません、すいません、邪魔をするつもりはなくて……」

			　ろくに食事もとれていないのか、ぼろ雑巾のような服装の男は細く、首席男に襟首を掴まれて足が地面から浮いた。

			「ひ、ひ、人が、目の前で人が死ぬのは見たくなかった……だ、だから、つ、つい……」

			「手を離せ」

			　ファーズさんが首席男に近づく。

			「ははっ。お前は、このみすぼらしい男に命を救われたらしいぞ。くくくっ」

			　首席男が、乱暴に掴んでいた男を振り回し、投げつけるようにしてファーズさんにぶつけた。

			「すごい量の水だったが……名前は？」

			　ファーズさんが男を立たせる。

			「ガガ」

			「ガガか。まだ魔力は残っているのか？」

			　ガタガタと震えながらもガガさんは頷いた。

			「は、はい……まだ、その……大丈夫です」

			「ふーん。じゃあ、冷たい水と温かい水が出せるかやってみてくれ」

			「え？　わ、わ、わかりました。できるかどうかわかりませんが。冷たい【水】、温かい【水】」

			　ファーズさんの手の平にコップ一杯分ほどの水が出される。

			「よし。採用。レイナが喜ぶ」

			　ファーズさんがにっこり笑って、ガガさんの肩をぽんぽんと叩いた。

			「できたみたいだね。温度調整」

			「レイナさんが喜ぶって、お風呂係ってことかな？」

			　ルークと顔を見合わせる。だけど、他の人には何のことかさっぱりわからないみたいだ。そもそも水魔法で温度の調整ができるなんて……。

			「採用だ？　何を言ってるんだ、こいつの魔法は出来損ないだろう？　あんなに大量の水を出せるってことは、どうせお前みたいに他の魔法がろくに使えないに決まっている！」

			　首席男がファーズさんに突っかかった。

			　宰相にあれだけ言いたいことが言えるのってすごいなぁ。いや、あの男の中ではファーズさんを宰相とは認めてないんだろうな。それどころかいつまでも魔力が劣っていると、ファーズさんを下に見ているのだろう。

			「おい、火魔法を使ってみろ」

			　首席男の言葉に、ガガさんの顔は真っ青になった。

			「魔力がもう残ってないわけじゃないよなぁ？　さっきまだ大丈夫とか言ってただろう？」

			「火魔法じゃなくて風でも光でもなんでもいい。使ってみろよ」

			　騎士服の男たちが、まるで弱い者いじめのようにガガさんに詰め寄っている。

			「す、すいません、すいません、すいませんっ！」

			　ガガさんは地面に額をこすりつけるように丸くなり、体を縮こまらせた。

			「思った通りだ。お前、魔欠落者だろう？」

			　騎士服の男が丸くなったガガさんを蹴った。

			「ゆ、ゆ、ゆ、許してください……！」

			　何？　何で許しを請うの？　魔欠落者だから？　でも――！

			　何も悪いことしてない。ガガさんは、ファーズさんがアネクモに襲われるのを助けようとしただけ。

			　そりゃ、試験の邪魔になったかもしれないけど……。だけど、そもそも試験なのに護衛対象をアネクモに襲わせようとした騎士服の男たちが悪いんだよね？

			　ガガさんは何も悪くないのにっ！

			「はっ。魔力に関係なく兵を採用するって言葉につられてきたのか？　馬鹿が！　魔欠落者など兵になれるわけないだろう！」

			「汚らわしい！　こうして私たちの目に触れることすら罪だとは思わないのか！」

			　騎士服の男が再びガガさんを蹴った。

			「ううっ」

			　うめき声を上げて、ガガさんが横に倒れる。

			　ひどい！　目に触れることが罪？　何もしていない人を蹴る人間のほうがよっぽど罪深いよっ！

			　人を馬鹿にしたり、暴力をふるったり、そんなものを見せられるほうがよっぽど迷惑だよっ。

			「おい、こいつとこいつを傷害容疑で牢屋にぶち込んどけ」

			　ファーズさんがイズルさんに命じると、すぐに兵が四人ほど現れてガガさんを蹴った騎士服の男たちを拘束した。

			「何をする、私を誰だと思っている！　放せ！」

			「くそっ、たかが兵の分際で我らに手を出すなんて許されると思っているのかっ！　侯爵家の人間を敵に回す気か！」

			　じたばたと暴れだす騎士服の男たち。

			「侯爵家の人間は、王家を敵に回す気か？」

			　ファーズさんがぎろりと睨みつけた。

			「お前たちは無職。ガガは採用といった瞬間からガルパ王国所属の兵だ。つまり王家に仕える者を傷つけたんだ。わかるか？　お前たち、傷害罪じゃなくて反逆罪を適用してもいいんだぞ？」

			「おい、いい加減にしないか。魔欠落者など採用できるはずがないだろう？　お前がいくら採用と言ったって、たとえ陛下が許すと言っても、長老会議が黙っているはずがない」

			　長老会議？

			「ふっ。さてどうかな。とにかく、ガガは特殊部隊に採用だ。あの水蒸気を見たろ？　目くらましに使える。それに彼一人がいれば水魔法を誰も使わずとも行(こう)軍(ぐん)できる」

			　ファーズさんの言葉にガガさんが少し顔をあげた。

			「まぁ、戦争なんてこちらから仕掛ける気はないからな。周りの国がおとなしくしていてくれりゃあ死ぬまで体験しなくて済むかもしれない。だから、主な仕事は風呂や炊事場の水出しなどの雑用になるだろうが、それでもよければ働くか？」

			　差し出されたファーズさんの手を、ガガさんは震えながらもしっかりと掴んだ。両手で包み込み、流れ落ちる涙を拭こうともせずに何度も頭を上下させる。

			「は、は、はい、ありがとうございます。ありがとうございます」

			　人々のざわめきが一段と大きくなった。

			　魔欠落者が採用されたぞ。あんな奴でも採用されるんだ。魔力が弱くても兵になれるというのは本当だったんだ。

			　希望に満ちた声。

			　それに交じって、魔欠落者なんかと一緒に働きたくないという不満の声もあった。

			　それは、今まで魔力が強くてちやほやされていただろう騎士服の男たちからばかりではない。庶民からも、みすぼらしい服装の者たちからも聞こえた。

			　いくら魔力が弱くても、魔欠落者とは違う……と、それがプライドとなっている人たちから。

			　魔力の弱い者は、それでも魔欠落者よりはマシだと、下には下がいる、自分は底辺じゃないと思うことで気持ちを保っている人間がいる……。

			　ぎりりと胸の奥が痛んだ。

			　魔法が使えなくても生きていける。だけど、魔法が使えないという心の苦しみからはどうすれば逃れられるのか。魔欠落者がいることを心の支えにしていた魔力の弱い人たちの心はどうすれば違う方に向くのか。

			「これは誰？」

			　ファーズさんが、アネクモの首に刺さった矢を引き抜いて掲げた。

			「あ、俺。でも、兵になるのやめるわ」

			　肩までの白い髪を後ろで一つに結んだ若い男が姿を現した。アネクモに突き刺さった矢を引き抜いて背中の矢筒の中に収めていく。

			「こいつの糸って金になるだろ？　火を点けて関節狙ってこんなに簡単にやっつけられるなら、アネクモ狩りして生きてくよ。集団行動苦手なんだよね」

			　ひらひらと手を振って白い髪の男は去っていった。

			「んー、いい腕してるのに惜しいな。仕方がない。採用試験を続けるぞ。全員入れ替われ。あと、守護対象はこいつと交代。じゃあ、皆で頑張って守ってくれ」

			　ファーズさんは首席男を中央に立たせて競技場を出て小屋の上に上がった。

			「宰相命令。守護対象として競技場から出ることは許さない。出れば反逆罪で牢屋行き」

			　ファーズさんがニヤッと笑った。

			「あーあ、権力使った横暴」

			　ルークがファーズさんをちらりと見た。

			「はっはっは。これくらいのストレス発散でもしなけりゃやってられないよ」

			「守られる立場を経験すれば、守る人間に必要な資質も理解するでしょうし。戦えない人間がどれほど不要かということも嫌というほどわかるでしょう」

			　イズルさんの言葉に、ルークが笑った。

			「確かに。魔力が強いことが役に立たない世界っていうのを経験させるのはいいことだね。エイル、ガンガン出してあげて」

			　いやいや、みんなすごく怒ってるよね。まぁ、うん。私も腹が立ったからわかるけれど。

			　魔欠落者が目の前にいるだけで罪だとか……。

			　目の前で人が死ぬかもしれないのは平気でも……、死ぬかもしれない人を助けた人間を見るのはいやだって……。魔欠落者というだけで。

			「【取出】」

			　アネクモばかりじゃ芸がないかなぁと、双角熊を出す。珍しい中級モンスターだ。切られた部分から分裂して個体を増やす厄介者らしい。

			　ブルーの好物だけど、個体を増やす前にぱっくり食べちゃうからどうにかして増やせないかなと言っていたのでちょうどいいかなぁと思って。別に、首席男を困らせようと思って出したわけじゃないよ。うん。

			「おい、お前、しっかり守れ！　何をやっている！　ふわー、増えた！　増えたじゃないかっ！」

			　競技場で分裂して増え続ける双角熊。五つを超えたころから、切られた部位が個体になる前にこそっと収納していく。収納魔法でもう二十くらいには増えたかな？　もういいかな。

			「だめだ、切れば切るほど増える！　火魔法は効かぬ、どうすればいいんだっ！」

			　ズシャッ。ああっ！　鋭い爪で、一人の男が足をえぐられた。鮮血が競技場に飛び散る。

			「うわぁぁ！　【回復】っ、ダメだ、誰か、神父様を……」

			　どうやらかなり深い傷らしい。

			「【風】回復魔法の得意な者がいれば特殊兵として採用する。魔欠落者でも構わぬ」

			　イズルさんの呼びかけに、みすぼらしい恰好の十一、二歳くらいの男の子がこちらを見上げていた。
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			「やめろー、神父様を呼んでくれ！　魔欠落者など、悪魔に魅入られた人間に魔法をかけられたら血が腐っちまう！」

			　怪我人の叫びに、こちらを見上げていた男の子がびくっと肩を震わせた。この子、もしかして。

			　ルークも気が付いたようだ。人よりも大きな回復魔法が使える魔欠落者の子かもしれない。

			　一応怪我人が出たときのために神父も待機していたのだろう。すぐに怪我をした男は競技場の出口に運ばれ、神父に回復魔法をかけてもらっていた。

			「だめですね。私の力ではこれ以上の回復は無理です。出血は止まりましたから命に別状はないでしょうが、歩けるようになるかどうか……」

			「そ、そんな！　歩けなくなったら兵になれない！　それどころか仕事が、俺は荷運びの仕事をしてるんだ、明日から仕事はどうしたらっ！　頼む、治してくれ、神父様は回復魔法が誰よりも強いんでしょう？」

			　男の懇願に、神父が首を横に振った。

			「【風】回復魔法が得意な者はいないか。兵になる気がなくとも、あの男を治せば報酬を与える」

			　イズルさんの言葉に、再び男の子の肩が動いた。

			　きょろきょろと視線が定まらない。どうしようか悩んでいるようだ。

			「いやだ、いやだ、魔欠落者に治されるなんて……悪魔に魂を売り渡したくないっ！　いやだ！」

			　男が暴れ出した。歩けなくなるのに……。そこまで魔欠落者を嫌うの？

			　自分より下だと見下していた人間に助けられるのが嫌なの？

			「神よ、この者は悪魔の誘惑に打ち勝つことができました。祝福を」

			　神父が天を仰ぎ、怪我をした男は両目から涙をこぼしている。

			　信仰！

			　魔欠落者が悪魔に魅入られた者だという教会の教えが……。魔欠落者を激しい差別の対象としてしまっているのか……。

			　怪我や病気が治ることよりも、信仰が大切なの？

			　魔欠落者は……悪魔に魅入られた人間なんかじゃないのに……。

			　魔獣の森の村で忘れかけていた、魔欠落者への差別の数々を思い出して喉が焼けるように熱くなった。魔力の強さに関係なく人を評価するようになったとして……。その魔法が使えない魔欠落者も、同じ人間として見てもらえるようになるんだろうか……。

			　気が付けば、男の子の姿はどこかへ消えていた。

			「まだ始まったばかりだ。まずは魔力至上主義の意識を変える。十年、二十年、何年かかるかわからないが……」

			　ファーズさんの大きな手が、私の背中とルークの背中をそっとなでた。

			「必ず変わる。いや、変えていく。魔獣の森の村のように、皆が笑顔で暮らせる国に……」

			　そうだ。始まったばかり。まだこれからなんだ。

			　無理だって、変わらないって諦(あきら)めたら終わりだよね。

			「教会の役割を考えるとすぐに解体するわけにはいかないが……」

			　回復魔法の強い人間が神父として派遣され、各地で医者としての役割も担っているから。急に教会がなくなってしまったら確かに困ったことになるだろう。

			「まずは教会とは別に各地に回復魔法に特化した人間を配置する。そして特別に強い回復魔法を持った者を巡業させようと思う。国からの派遣ということで」

			　ファーズさんがちらりとルークを見た。

			「奇跡の子供という触れ込みで新しい宗教でも開くつもり？　それじゃあ、今度は別の問題が出るんじゃない？」

			「いやいや、ルークを奇跡の子供に仕立てようなんて思ってないよ。国からの派遣という形にするのは、その、護衛をつけたり、警戒心を解いたりとまぁ、いろいろとな」

			　ファーズさんがポリポリと頭をかいた。

			　護衛が必要だったり警戒されたりするのが魔欠落者の今の立ち位置。

			「っていうか、ルークは、本当に頼めないのか？」

			「無理だよ。僕にはすべきことが他に山ほどあるから。さっき見た子に頼んだら？　どれくらいの力があるかはわからないけど、ほら、あそこにいる子。たぶん僕の仲間」

			「本当か？」

			　ルークが指さしたのは、私がさっき見かけた男の子だ。

			　ファーズさんはすぐさま舞台から飛び降りて男の子がいるほうへと向かった。だが、男の子は、人波をかき分けて逃げてしまい、すぐに人ごみに紛れて姿が見えなくなった。

			「あー、見失った」

			　ファーズさんが悔しそうに再び小屋の上に戻ってきた。

			「イズル、お前もさっきの子の顔見ただろう？　探してくれ。あの服装からすれば、スラムを探せば見つかるんじゃないかな」

			　スラム……。みすぼらしい恰好をしていたけれど、やっぱりそういう場所に住んでいるんだ。

			　それは、魔欠落者だから？　それとも、もともと貧乏な親から生まれただけ？

			　胸の奥が痛む。

			　文字を読んだ私に、大切にされてきたんだねとほっとした顔を見せたグリットさんを思い出す。

			　魔獣の森の村で、ヤンさんが私の髪をなでてちゃんと食べているんだね、よかったと言った顔を思い出す。

			　私は恵まれていた。母様がいたから。母様が私を守ってくれていたから……。

			　父親は魔欠落者で生まれてきた私を認めようとはしなかった。だけど、母様がいてくれた。

			　もし、母親も私の父親みたいな人間だったとしたら？　そんな両親から生まれた魔欠落者の子はどうなっちゃうの？

			　山に捨てられたというゴーシュさん。売られた私。命を狙われているルーク。

			　グリットさんに救われたゴーシュさん。私とルークは魔獣の森の村の人たちに救われた。

			　他の子たちは？　どうやって生きていくの？

			　孤児は教会にある孤児院で育てられる。魔欠落者の孤児は？

			　悪魔の子だと言われる子たちは、信仰心の厚い教会の孤児院で育ててくれるの？

			「逃げるよ。僕なら逃げる。騎士が探してるって知ったら、必死に逃げる」

			　ルークがファーズさんの目を見た。

			「何も悪いことしてないなら逃げる必要ないとか言わないよね？」

			　ファーズさんが、ルークの言葉に息を止め、そして大きく息を吐きだした。

			「ああ、そうだ。そうだな……すまん。いい、言わなくて。わかった」

			　ファーズさんが頭を押さえる。

			　何も悪いことしてないのに、魔欠落者というだけでひどい目にあってきた。

			　この国の騎士たちは魔力が強いエリートたちだ。人一倍魔欠落者を馬鹿にしてきた。その騎士たちが魔欠落者を探しているなんていったら……。逃げる。

			　うん、理由はわからなくても、必死で逃げる。逃げる理由は、魔欠落者だから。

			　ぎゅっと両目をつぶる。怖い。奥底から恐怖が込み上げてきた。私は今、魔欠落者をさげすむような人が周りにいないから無事なだけ。だけど、世の中ではまだ魔欠落者というだけでひどい言葉を平気でぶつけられる。

			　言葉だけならまだいい。人として扱う必要がないと、唾を吐きかけ、石を投げつけ……家畜のように追い回し、捕まえ、労働させ、売る。

			　父親に売られ、女将(おかみ)さんに殴られ、男に娼館に売られそうになり、殴りつけられ死にそうになっているのを放置された。そんな怖い思いを、辛い思いをしている人たちが、今もたくさんいるという事実に、心臓が痛い。

			　レイナさんやファーズさんが立ち上がり、この国を変えようとしてくれてる。でも、それはいつ達成できるかもわからない。それに……。

			「ルーク、前に、ルークが言っていたでしょう？」

			　ルークの手を握る。ぎゅっと震える手で握ると、ルークが力強く握り返してくれた。しばらくして手の震えは止まった。

			「魔欠落者が幸せに暮らせる国を作りたいって……」

			　私はそのとき、魔欠落者の私でも幸せに暮らせる場所を探すという気持ちだった。

			　そして、今、手に入れた。魔獣の森の村……。あそこにいれば、私は幸せに暮らせる。

			「ルーク、もし本当にそんな国が作れるのなら……」

			　作れるのなら、作らなくちゃいけない。いいえ、作れなくても、作る努力をしなくちゃいけない。辛さも苦しさも恐怖も知っている私たちが。

			　そして、幸運にも力を貸してくれる人たちがいる私たちが。

			「作ろうルーク。ルークが作ろうとしてる国、私も一緒に作る。作らせて！」

			　私に何ができるのかわからない。だけど、何もできないってことはないはずだ。

			「うん。エイル、絶対に作ろう！　いいや、作ってみせる。そのために僕はガルパ王国で、レイナやファーズに鍛えてもらうのだから」

			　ルークが私の手を両手で握りしめた。私も、その上にもう片方の手を置く。

			「あー、ゴホン、その決意はいいし、ルークの国作りに協力も惜しまないんだが……ガルパ王国の改革にもな、力を貸してくれよ？」

			　ファーズさんの言葉に、大きく頷いた。

			「私にできることがあれば、何でも言ってください。今はまだ、国作りなんて何をすればいいのかわからないんです。えっと、だから……」

			　そう、情けないことに国作りなんてどうしたらいいのかさっぱりわからない。戦争して他の国を手に入れればいいの？　そんな途方もないことなどできるわけないし。

			　あれ？　もしかして、ブルーがいれば……。

			　ううん、だめだめ。そんなことをしても、幸せに暮らせる国なんてできるわけない。

			　魔欠落者との間に争い事が増えるだけだ。

			「そうそう。エイルは今のうちに、ファーズにいっぱい恩を売っておけばいいんだよ。僕たちが国を作るときに、倍にして返してもらえばいいんだから」

			　ルークが楽しそうに笑った。

			「倍返し？　うわー、お前たちに頼み事すると高くつきそうだなぁ」

			　うわーと言いながらも、ファーズさんの表情は明るい。楽しそうな顔をしている。

			　ルークとファーズさんの顔を見ていると、大丈夫きっとできるって、そんな気持ちになれた。

			　それから一時間ほど試験は続いた。終了後、ファーズさんとイズルさんと私とルークは馬車に乗ってお城へ向かう。馬車の中でファーズさんたちは、採用試験の報告書を作っていた。

			　一回目の兵選抜試験の結果、元騎士で採用されたのは、逃げずに戦った五人だけだった。人形を抱えて逃げた眼鏡の人は、戦略要員として騎士に復帰を検討するそうだ。

			「まぁ、一回目としてはこんなもんかな」

			　庶民が二十名ほど。それから、魔欠落者が三人。

			「怪我の功名ですかね。ファーズ隊長……じゃない、宰相が危険に陥ったのを救った魔欠落者が採用されたことがきっかけで、積極的に参加してくれましたから。二回目もぜひ、この手で」

			　イズルさんの焦った声にファーズさんがくっと笑った。

			「んー、いい運動になったし、楽しかったぞ。そうだ、エイル、まだ残ってるか？」

			　残ってるって何が？　ああ、そうか。私に聞くってことは、

			「アネクモですか？　まだ残ってると思います」

			「そうか。じゃあ、今度から騎士の訓練に使うか。イズル、アネクモが逃げ出さない訓練場の確保を頼むな」

			　ファーズさんがにやっと笑ってイズルさんの背中を叩いた。

			「えー、まさか、ストレスがたまったらアネクモで遊ぶためにですか？」

			　イズルさんがぶつぶつ言い、ルークがふっと笑った。

			「いい考えだね、ファーズ。たいした実力もないくせに騎士ってだけで偉ぶってる人たちの鼻っ柱を折るのにはうってつけだ」

			　ルークの言葉にイズルさんがはっとした顔をする。

			「そうなんですね！　すいません、そんな考えがあったとは……」

			「ああ、そうか。その手があったな」

			「ファーズ……」

			　ルークが頭を押さえた。

			「冗談だ。鼻っ柱を折るつもりはないが、魔獣と戦う実戦訓練に使えると思ってな。さっきの採用試験を見ても、魔力が強いがゆえに、魔法に頼りすぎた戦い方しかできないようだからな」

			　実戦訓練か。それなら。

			「ファーズさん、アネクモ以外にもいろいろ出しましょうか？　ブルーがあんまりおいしくないっていうのなら出せますよ？」

			「ああ、助かる」

			　よかった。私、役に立てた。あ、そうだ。

			「【取出】はいどうぞ」

			　収納に入れて置いたナナバだ。動いた後小腹がすいたときにいいと聞いたことがある。

			「おう、サンキュー。エイルは気が利くな」

			　ファーズさんに、頭をなでられる。

			「イズルさんもどうぞ。ルークも食べるよね？」

			　みんなで仲良く馬車の中でナナバを食べていると、馬車が止まり、ドアが外から開かれた。

			　ドアの外には、ほっぺを膨らましたレイナさんが立っていた。

			「あー、ずるい！　みんなで楽しそうに、おいしそうにナナバ食べてるっ！　ずるい、ずるい！　私は書類に押しつぶされそうになってたのにっ」

			「あいかわらず、姫は……いえ、陛下は、ファーズ隊長じゃない、宰相を見つけるのが早いですね。お城の窓から馬車が見えましたか？」

			　イズルさんの言葉に、初めて魔獣の森の村へ行った日のことを思い出した。崖をロープを伝って降りたら、レイナさんがかけてきたんだった。ほんの少し前のことだけれど、懐かしい。

			「あの、レイナさんもどうぞ」

			　女王陛下となったレイナさんだけど、変わってないのがうれしい。

			　差し出したナナバを、レイナさんがにこっと笑って受け取ってくれた。

			「ありがとうエイルちゃん！　さぁこれ食べたら、報告をお願い。あ、ファーズは書類がいっぱいたまってるからそっちね。エイルちゃんとルークはまずはゆっくりしていて」

			　ゆっくり？

			「えっと、何か手伝えることはないですか？」

			　みんなが頑張っているのにゆっくりなんて……。

			「ふふ。働き者だね、エイルちゃんは」

			　レイナさんの手が優しく髪をなでてくれた。

			　働き者？　言われてびっくりする。

			「私、その、役に立てることがうれしくて……」

			　働いているなんてつもりはなかった。ただ、役立たずで足手まといで、生きている価値がないと、ずっと父親に言われていたから。母様にも守られるだけで何もしてあげられなかったから。

			　だから、私。うれしくてうれしくて仕方がない。

			　もっともっと、誰かの役に立ちたい。私にできることをしたい。

			「うん。あのね、明日はまた手伝ってほしいことがあるのよ。お願いできるかな？」

			「はい！　もちろんです！」

			　だけど、今日はもうできることないのかな？

			「まぁ、早く部屋に行って休んでやれ。レイナがエイルたちが来るって言うんで張り切って部屋を用意してたぞ」

			「私たちのために部屋を？」

			　レイナさんの顔を見ると、少し照れたように笑った。

			「えへへ。エイルちゃんもルークも、村ではまだ村長の家に仮住まいで自分の部屋がないでしょう？　だから、ここに来たときには自分の部屋としてくつろいでもらえたらいいなぁって」

			　客間ではなく、自分の部屋として？

			「エイルちゃんの部屋とルークの部屋を用意したのよ。足りないものがあったら遠慮なく言ってね。部屋は向かい同士にしてあるの」

			「私の……部屋？」

			　どうしよう。どうして、どうして……。

			　涙が出る。

			　思わず、レイナさんに抱き着いてしまった。

			　魔欠落者の私でも幸せに暮らせる場所を、居場所を探していた。

			　魔獣の森の村だけじゃなくて、ここにも私の居場所が増えるんだ……。

			「ありがとう、うれしい」

			　私の居場所。

			「はー、なかなかレイナも策略家だよな。客間ではなく部屋を用意するとか。客人扱いじゃないってことは、身内としてこき使おうってことでしょ」

			　ルークがぶっきらぼうな口調でつぶやいた。

			「え？」

			　レイナさんが驚いた声を上げる。

			「そんなつもりじゃなくて、だって、あの……」

			　働かせるために部屋を作ってくれたなんてルークは思っていない。だって、顔が笑ってる。レイナさんもそれに気が付いたようで、必死に言葉を探していた口をつぐんだ。

			「ルークっ！　からかったわね！」

			「ふっ、魔獣の村の人間は家族だって言ったのはそっちだ」

			　ルークがふふふと笑う。

			「客人扱いされなくてよかったよ。ね、エイル」

			　そうだ！　私たち、村の住民はみんな家族なんだもん。

			　

			　ふわぁ、すごい。

			　お城に一歩入ると、そのあまりのきらびやかさに思わずきょろきょろとしてしまう。

			　レイナさんたちは、仕事が残っているからと王宮の執務室がある棟へと移動していった。

			　私とルークは王族の居室や客室などがある居住棟へと案内される。

			　長く続く廊下は、冷たい石づくりの床だけれど、人の歩くところにはふかふかの赤い絨(じゆう)毯(たん)が敷かれている。廊下の両脇には、一定間隔で彫像や花や絵が飾られている。

			「エイル、ぼーっとしてると置いていかれて迷子になるよ」

			　二メートルほど距離が開いてしまったところで、ルークが立ち止まって振り返った。

			　ルークは、このすごい廊下でも平然とすたすたと歩いている。興味ないのかな？

			「ほら」

			　伸ばされたルークの手が、私の手を握った。温かい。この温かさに何度助けられたことか。

			「後でゆっくり見ればいいよ」

			　案内役のアマテさんが少し歩く速度を緩めた。アマテさんはいい人だ。

			「そこの階段を上がって、右に進んで」

			　階段を上ると、今度は木製の床だ。歩くと下の石にあたってカタカタと音を立てる。

			　お城なのに、作りがガタガタ？

			　まぁ、私やルークはお城に泊めてもらうだけでも光栄なことなのだから、ガタガタでも構わないんだけど。なんだか不思議。

			「アマテさん、もしかしてレイナ……陛下の部屋はこの階にあるの？」

			　ルークが足元を確認するとアマテさんに尋ねた。

			「ええそうです。よくわかりましたね？」

			「これ、音を立てずに歩けないよね？　不審者が近づいたことがわかるようにってことでしょ？」

			　え？　そうなの？

			「その通りです。夜間も部屋の前には警護兵は立ちますが、歩き回って音を立てることはありません。もし足音が聞こえたら、招かれざる客ということになります」

			　うわぁ、やっぱり王族って大変だ。招かれざる客って、つまり……暗殺者とかそういう人だよね。

			　あ、もしかしてルークは自分も命を狙われていたから、こういうことに敏感なのだろうか……。

			「そちらの手前の部屋がルーク君、その真向かいがエイルさんの部屋になります。一番奥が陛下の部屋です」

			　うわー。レイナさんとも部屋が近いんだ。うれしい。

			「え？　いいの？　いくらなんでも陛下と同じ階に部屋を持つなんてまずいんじゃない？　僕もエイルもそういう立場じゃないよ？」

			　魔獣の森では一つ屋根の下があたり前だったけれど、レイナさんは今では陛下だ。それにお城にはたくさんの部屋がある。私やルークを近くの部屋にする必要なんてない。

			　ルークが眉(まゆ)を寄せた。

			「どういうつもり？」

			　アマテさんが少し悲しそうな表情を見せた。

			「陛下には信用できる者がまだ少ししかおりません」

			　その一言で、ルークは納得したようだ。小さく「そういうことか」とつぶやいた。

			「じゃあ、早速部屋に入ってみよう！　まずはエイルの部屋」

			　私は左手の部屋だ。ノブに手をかけてドアを開け、せーので一緒に部屋に入った。

			　天(てん)蓋(がい)付きの立派なベッドが中央にあった。綺麗な薄いピンクの布で飾られている。

			　大きな窓から明るい光が注ぎ、小さくレースのカーテンが揺れている。

			　なんて素敵！

			「ルークの部屋も見せて」

			　ルークの部屋は私の部屋と違い、ベージュが基調となって落ち着いた色合いだった。

			　ベッドは壁に寄せて置かれており、大きなテーブルとぎっちりと本の詰まった本棚があった。

			「勉強させてくれと頼んであったから、しっかり教材付きの部屋。ちゃんと考えてくれたんだ。レイナにお礼を言わないと」

			　ルークが楽しそうな声を上げる。

			「そうだね。私の部屋にはかわいいドレスが何枚かあったのよ」

			「もう僕にはドレスを着せないでね？」

			　あ、そうか。私の小さかったときのワンピースをルークに着せたことがあったっけ。

			「あれは、追手の目をごまかすために」

			「わかってるよ。ユーリオル王国を出たから、もう必要ないよ」

			「それって、追手は来ないってこと？　もうあいつらから逃げる必要はないっていうこと？」

			　ルークは少し考えてから口を開いた。

			「まぁ、僕を追っていた男たちもよっぽどのバカじゃなきゃ、ガルパ王国……レイナの保護下にいる僕に手を出すようなことはないと思う」

			　ルークを追っていた男たちの姿を思い出す。粗野な山賊を思わせるような風体、ガラの悪そうな男たちだ。確かに、そんな男たちが、お城に乗り込んでこられるとは思えない。

			　そうか。ルークはガルパ王国にいれば安全なんだ。よかった。

			「追手は来ないかもしれないけれど……、僕がここにいることを奴らに知られたら、別の手段に出るかもしれない」

			「え？　奴らって？」

			　殺し屋を雇った人？　と聞こうとして口をつぐむ。

			　人を雇ってまでルークの命を絶とうとする人って何者？

			　他人がそこまでするとは思えない。だとすると、家族。

			　憎しみのこもった目で私を殴っていた父親を思い出す。

			　魔欠落者が生まれたことを知られては家の恥。家名を名乗るなと父親は言った。母様と住んでいた小さな家。今思えば、生活に不足するものはなかったし、食事もきちんと用意されていた。

			　見渡すかぎり人が住んでいる家がない場所に家はあった。一番近くの村には、歩いて一時間はかかるような場所だった。

			　小さな林の中の家。周りには割と新しく切り倒されたであろう切り株もあった。今思えば、私が魔欠落者だったことがわかってから私と母様を隠すために建てた家だったのかもしれない。

			　父親は酒を飲むたびに私を殴りつけた。私をかばった母様も殴った。魔欠落者は家の恥……だと。

			　でも、なぜ私は捨てられなかったのだろう？　隠すための家をわざわざ建てたの？

			　山に捨てられたと言っていたゴーシュさんを思い出す。

			　そして、命まで奪われようとしているルークを見る。

			　父親は、なぜ私を殺さなかった？　母様は、なぜ父親の元を去らなかった？

			「エイル、ここは魔獣の森の村よりもずっと危険な場所かもしれない」

			　ルークが静かな口調で言葉を発する。

			　魔獣の森には、モンスターがたくさんいる。王都にはモンスターはほとんど現れないって聞いてる。だから、ブルーのご飯をいっぱい収納してきた。それなのに危険？

			「僕はこのままガルパ王国で勉強するけれど、エイルは用事を済ませたら一日も早く村へ帰ったほうがいい」

			　ルークの顔は真剣だ。

			「危険……ルークは大丈夫なの？」

			　何が危険なんだろう？　それも気になったけれど、そんな危険な場所に、ルークや、それからレイナさんたちがいることが不安になった。

			「私も……残ろうかな……。怖いモンスターが襲ってきたらブルーに頼めば大丈夫だよ」

			　ルークが首を横に振った。

			「エイルは残っちゃだめだ。危険なのは、モンスターじゃなくて人間」

			「人間？」

			「アマテさんが信用できる人間が少ないと言っていただろう？」

			　こくんと頷く。

			「廊下には音の鳴る板を敷き、僕やエイルの部屋を同じフロアにしたのは、信用できる人間が少ないからだよ」

			　よくわからなくて首を傾(かし)げる。

			「僕らの警護を任せられる信用できる人間がそれほど少ないということだよ」

			　あっ。

			「私たちにも護衛が必要っていうこと？　私たちが、魔欠落者……だから……」

			　もともとお城に勤める人間は魔力が強い優秀な者たちばかりだ。

			「話の途中すまんな」

			　開いていたドアからファーズさんが顔をのぞかせた。

			「お前たちが魔欠落者だから警護したくないと言っている人間がいるわけじゃないぞ？」

			　ファーズさんが、頭をなでてくれる。

			「本当に信用できる人間が少ないだけだ。急に魔力至上主義をやめると言っても反対する人間が多くてな」

			「そうだろうね。今まで魔力だけで甘い汁を吸っていた人間たちが反対しないわけはない」

			　ルークがどさりとベッドに腰を下ろした。

			「その筆頭が長老会議のメンバー、つまり頭の固い、権力にしがみついたじじぃの集まりだ」

			　長老会議？　前にも聞いた。

			「長老会議も難しいだろうね。魔力至上主義を貫こうとすれば、魔力が最も強いレイナを王の座から降ろすことはできない。かといって、魔力の強さだけで王を決めることに反対すれば、それは魔力至上主義からの転換を意味するわけで……」

			「ルーク、お前と話してると、時々お前が子供だってこと忘れるよ。その通りだ。だからまだ長老会議も動けない状態ではいる。だが……」

			　ルークとファーズさんの会話を聞いていることしかできない。

			「だろうね」

			　ルークがファーズさんの言葉の先を読んで、ため息をついた。重たい空気が流れる。

			　しばらくして、空気を変えるようにルークがにやりと笑ってファーズさんに話しかけた。

			「だから、ファーズもレイナに手を出さないの？」

			「ちっ、違う、それは、って、いや、何を言っているんだルークっ！」

			　話がわからない。

			「だって、レイナを王座から引きずり下ろす方法は二つ。レイナより魔力が高い王族が現れること。現状いないんだから、レイナが子供を産んでその子に期待するしかないでしょう？　長老会議はレイナが子供を産むことを望む。体制が整うまでは、その望みをかなえるわけにはいかない、違う？」

			　レイナさんが子供を産む？

			「だって、レイナさんまだ結婚してないんだから、子供ができるわけないよね？」

			　首を傾げたら、ファーズさんが今度はルークをからかうようにニヤリと笑った。

			「そうだ、そうだ。レイナはまだ結婚してないからな。子供ができるわけないんだ。わかったな、ルーク」

			　ルークは私の顔を見て、恥じるように少し頬(ほほ)を赤らめた。

			「わかった……。そっちは結婚しないことで避けるとしても、もう一つの方法がより問題なんだろう？」

			　ファーズさんが頷く。

			「ああ。レイナを王座から引きずり下ろす、一番手っ取り早くて確実な方法……。させやしないさ。俺が、させない。レイナを守り抜いてみせる」

			　そうか！　亡き者にすれば、王座は別の者へと移る。

			　そんな……！　レイナさんは敵国のスパイとかそういう人じゃなくて、王座を狙う人たちに、本来は味方であるはずの自国の人間に命を狙われているということ？

			　お城の中ですら、安心して過ごせる場所はこのフロアだけって、そういうことなの？

			「っていっても、どうする気なの？　王宮に侍女の姿もないなんて、よっぽどだよね？」

			　ああ、そういえば案内してくれたアマテさん以外このフロアで人を見ていない。何も疑問に思わなかったけれど、確かに絵本で読んだお姫様は身支度をする人たちが周りにたくさんいる。仲の良い侍女がいて恋の話とかをするんだよね。

			「まぁ、その辺はおいおいとな。信用できる人間を増やしているところだ。着替えもお茶を入れるのも村では全部自分でやっていたから不便はない。用があったら風魔法で人を呼べばすむしな」

			　そうでした。レイナさんは私たちとは違って、風魔法も使えたんだ。

			　でも、周りに誰もいないのは寂しいよね……。

			「私が、侍女になれたらいいのに……」

			　まだ見た目が十歳にも満たない子供じゃ無理かな。早く大きくなりたい。

			「あはは、そりゃいい。うん、レイナも喜ぶよ」

			　ファーズさんの大きな手が私の頭をなでた。

			「だっ、ダメだよっ！　エイルは、僕と国を作るんだからっ！」

			　ルークがファーズさんを睨んだ。

			「ははは。そうだ、エイルはルークのそばにいてやらないとダメだな」

			　また、ファーズさんが笑った。

			「村で侍女をしてくれる人がいないか声をかけるつもりだ。村人なら信頼できるからな」

			　そっか。そうだ。みんな家族なんだもん。

			　きっと私と同じようにレイナさんのことを心配して助けてあげたいと思っている人もいるよね。

			　うん。いい考えだよね！　誰がレイナさんの侍女になるんだろう。リーアさんかな。リーアさんがここに来たら、ドミンガさんも来るのかな？　近いうちに二人は結婚するかもとヤンさんも言っていたし。あれ？　でもそうすると、村はまた水仕事がめんどくさくなるよね？

			　そういえば、水魔法の得意な人を兵の選抜試験のときにファーズさんが採用していたけれど、そういう人が代わりに村に来てくれればいいのか。

			「だが……」

			　ファーズさんの声が沈んだものになる。

			「そうだね。村人を傷つけるわけにはいかないっていうことだよね。だから、もう少し国を整えてから来てもらうんでしょう？」

			　ルークはファーズさんの言おうとしていることをすぐに理解して会話している。

			　もう少し国を整える？　それはいつまでかかるの？　体制が整うってどれくらいかかるの？

			　レイナさんは、いったいどれくらい長い間……命を狙われ続け、一人で過ごさなければならないの？　その長さを想像して体がきゅっとなる。

			「まぁ、あれだ。長老会議を何とかすれば城内はかなり落ち着くようになると思う」

			「ファーズ、何とかってどうするつもり？　じじぃたちが死ぬのを待つわけじゃないよね？」

			「はははっ、ルーク、確かに長老っていうくらいだから老い先短いじじぃの集まりかもしれないが、さすがにあいつらが死ぬのを待ってたら何年先になるかわからねぇからな」

			「まぁ、ああいうのに限って長生きしそうだしね」

			「ちげぇねぇ」

			　ルークとファーズさんが楽しそうに笑い出した。

			　笑っていられる余裕があるの？

			「やっぱり私、レイナさんの侍女になる。そんな何年も先までレイナさんが一人なんて……」

			　ファーズさんの目が私に向いた。

			「ありがとうエイル。けどな、レイナは一人じゃない」

			　あっ。

			「そうだよ、エイル。レイナにはファーズがいる」

			　ルークがニヤッと笑う。

			「お、俺だけじゃ、ないからなっ！　イズルとか、アマテとか、他にもっ」

			　ファーズさんが焦った声を出す。

			「ごめんなさい。そうだった。他のみんなももう家族みたいなものなんだよね」

			　部屋を用意してもらって、村のみんなは家族なんだよって言ってもらって、レイナさんの特別な存在になったような気になっていたけれど……。それは私だけじゃなくて……きっと、私の知らないこの国の人たちにも、レイナさんを助けようとしてくれている人がたくさんいて。

			　子供で庶民で、しかも魔欠落者の私が何とかしなくちゃなんて思わなくたって……。

			「エイル、ルークも、覚えておけ。レイナの味方はそのままお前たち二人の味方でもある。レイナが一人じゃないというのは、お前たちも一人じゃないってことだ」

			　こくんと小さく頷く。

			「レイナには、俺もイズルもアマテも他にもたくさん……城全体では確かに少ないが、それでも本当に信用できる人間が何人もいる。それはそのまま、エイルとルークの味方だ」

			　ルークも力強く頷いた。

			「僕が力をつけたら必ず恩返しすると約束する。今は助けが欲しい」

			　……ルーク。

			「なーに言ってるんだ。恩返しとか水臭い。今も十分助けられてるぞ」

			　ファーズさんが私とルークの頭をなでた。

			　いつもよりも力強くぎゅっぎゅと押さえつけるようななで方だ。

			「やめろってファーズっ」

			　ルークがファーズさんの手を払いのける。

			「エイル、大丈夫か？　あー、もうっ、エイルの髪がもしゃもしゃだっ」

			　ルークがぎっとファーズさんを睨みつけた。

			「もしゃもしゃ？」

			　頭に手をやる。確か鏡があったはずだと右のほうを見る。

			　鏡に映った自分の姿に一瞬心が凍る。お城にある鏡はとても立派で、姿がはっきりくっきりと映る。父親と同じ髪の色をした自分の姿に、思い出したくない父親を思い出す。

			　だけれど、少し視線を動かせば、鏡の中は私一人じゃなかった。

			　ルークとファーズさんの姿も映っている。私の後ろから、私を優しい目で見る二人の姿が鏡に映っている。今はまだ父親のことを思い出すと辛いけれど、でも、大丈夫。

			　ルークが立ち上がって鏡台からブラシを持ってきて私の髪をとく。

			「いいよルーク。自分でできるよ？」

			「ちょっと待って、これ。ヤンさんからの預かりもの。エイルの髪の色を教えたら、糸を選んで作ってくれたんだよ」

			　え？　ルークがいつの間にヤンさんから受け取ったのかズボンのポケットからリボンのついた小さな髪飾りを取り出した。

			「ほー、さすがヤンばぁさんだな。エイルの髪に本当に似合うな」

			　くすんだ灰色の髪に、ピンクの花が咲いた。

			「綺麗なシルバーグレーの髪に本当に似合う」

			　え？

			「うわー、先を越された！　私がエイルちゃんの髪を飾ってあげようと思っていたのにっ」

			　パタンとドアが開く音とともに、レイナさんの涼やかな声が響いた。

			「もう、ひどい、ああ、でも〝ルーク君〟からのプレゼントなら仕方がない……」

			「レイナ、ち、違う、これはヤンさんから……」

			「なによぉ、ヤンさんに頼んだのはルークじゃないの？」

			　プレゼント？　ルークから？

			「さぁ、メンバーがそろったな。じゃあ、会議を始めるか」

			　会議？

			　ルークの部屋には小さな丸テーブルがあり、その周りを囲むように四つの椅子がある。

			　そこに四人全員が座りなおす。

			「エイル、彼も会議に参加してほしいんだが」

			「彼？　もしかして、ブルーのことですか？」

			　ファーズさんが頷く。

			「出てきてもらえばいいですか？」

			「あ、いや、会話さえできればいいんだ。毛に触れれば会話はできるのだろう？」

			　ブルーの毛を包んでいたハンカチを取り出す。それをテーブルの中央に開いて毛に触れる。

			「ブルー、あのね、ファーズさんとレイナさんと私とルークと、それからブルーと、みんなで会議をしたいそうなんだけど」

			『会議とは何だ？』

			「ブルーが会議とは何だと聞いていますけど……」

			　私もよくわからないので答えようがなくてファーズさんを見る。

			　ファーズさんが手を伸ばしてブルーの毛に触れた。

			「ファーズだ。会議といっても、話し合いがしたいということなんだが、いくつかお願いしたいこともある。協力できることとできないことをはっきり言ってもらえればそれでいいんだが」

			　ブルーにお願い？

			『ふん、わかった。話を聞こう。だが、初めに断っておく。我は人間には興味はない。協力をあてにするな』

			　そうか……。私はレイナさんを助けたい、何かしたいって気持ちでいっぱいだけど……。ブルーにはブルーの気持ちがあるんだもんね。

			　無理なことはお願いできない。あたり前のことだ。それをわかっているからこそ、ファーズさんは会議という話し合いの場を作ったってことだ。

			　ルークが持っていたブルーの毛にレイナさんとファーズさんが触れ、私の持っている毛に私とルークが触れて会議は進んだ。

			　長老会議のメンバーに魔力至上主義という考え方を改めさせるための作戦。

			　そのためにブルーにお願いしたいこと。

			　作戦に関してはファーズさんとルークが時々熱く議論する場面もあった。

			「エイルにも協力してもらいたいことがあるんだけど、頼めるかな？」

			　と言われ、もちろんと大きく頷く。

			　そして、私にできることを忘れないようにしっかり話を聞く。

			　その途中にレイナさんがふと思いついたように私の顔を見た。

			「ねぇ、エイルちゃん、お願いがあるんだけど、私を収納してくれない？」

			「え？　構いませんよ」

			「ああ、そうだな、俺も頼む。収納の中がどうなっているのか一度見ておきたい」

			　そういえば、村人は収納したけれど、あの時外で戦っていたレイナさんやファーズさんは一度も収納してなかったんだっけ？

			「【収納】」

			　二人を収納する。

			「僕は、エイルほど協力できることがないな……」

			　ふとルークが漏らした。

			「そんなことないよっ！　私だって、結局……」

			　協力っていったって、本当に必要なのはブルーの力。私はただの器に過ぎない。

			　ルークのほうがよっぽど作戦を立てるのに知恵を出してると思う。

			「まぁ、でもさ、役立たずではないよね」

			　ルークが小さく笑った。

			「うんっ。そうだよね！」

			　魔欠落者だからって、役立たずじゃない。

			「それ、似合ってる。流石ヤンさんだ」

			　ルークの手が髪飾りに伸びた。

			　鏡に飾りを映して見る。三種類の違ったピンクの糸で花がびっちりと刺(し)繍(しゆう)されている。

			　リボンの部分には黄色の縁取りの中にピンクの小花がたくさん散らされている。
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			「ありがとうルーク」

			「いや、お礼ならヤンさんに……」

			「ルークが頼んでくれたのでしょう？」

			　私の髪の色……。ルークはシルバーグレーって伝えてくれたんでしょう？

			　父親のくすんだ灰色とは違う……私の髪はシルバーグレー。

			「エイル、さっさと二人を出せよ。人目がないからって、あの二人収納の中で何をしているか。って、会議が終わらないからな」

			「あ、そうだね。会議の途中だったね【取出】」

			　二人が姿を現す。

			「すごいよ、エイルちゃん！　広いし、なんかあったかくてすごくいい！　住みたいくらい！」

			「エイル、ブルーの他にもモンスター収納してあるんだよな？　まったく姿が見えなかったぞ。ブルーを避けて遠くにいたんだろうが……そう考えても思ったよりも広い！　これは作戦を一部変更しなくちゃならないな」

			　え？　そんなに広いんだ。

			　それから二時間ほど会議は続いた。

			　

			　途中、本当に話の内容がよくわからなくなってしまって、お茶を入れるために立ち上がった。茶器その他はいつもレイナさんは収納にしまっているものを使っているらしい。……毒が入れられないようにということだ。水はもちろん自分で出しているらしい。

			　茶器類は私も収納に入れている。お茶の葉も少しある。だけど水は……。

			「レイナさんお水ください」

			「はいどうぞ【水】」

			「ありがとうございます」

			　頼めば平気。あ、この部屋……水に関してはレイナさん以外みんな誰かに頼まないと手に入らないメンバーだ。

			　そう考えたら少しおかしかった。

			　全員が水魔法を使える必要なんて全然ない。皆が五体六法満足である必要ってある？

			　村で教えてもらった火鉢を取り出す。両手で抱えられるくらいの大きさの素焼きの鉢の中にアネクモの糸を入れる。火打石に普通の石を打ち付けて出た火花をアネクモの糸に落とすと、アネクモの糸から煙が立ち上った。よし。成功。鉢の上に網を載せて水の入ったヤカンを置く。

			「ふふふっ」

			　レイナさんが笑った。

			「え？　あの、何か変ですか？」

			　火魔法を使える人間は部屋に二人いる。けれど、頼まなかった。頼むのが嫌だったわけじゃない。ただ、魔法を使わなくても大丈夫なんだという生活があたり前になってきていたからで……。

			「そこ、使えばいいのに。部屋の中で火鉢を使うのなんて初めて見たわ」

			　そこを使えばいい？　レイナさんが、暖炉を指さした。

			「ああ、本当だ！　火を燃やすための場所があったんだ……つい、村での生活の癖で」

			「うん、懐かしいなぁ。火鉢いいよね。私も一つ収納に入れておこうかしら。アネクモの糸も火打石も便利だねぇ。そうだ、火鉢と三点セットにしたら売れるんじゃない？」

			「無理だろうね。アネクモの糸、貴重品でしょ？」

			　ルークが冷静に返した。

			「ああー、そうだったぁ！」

			　レイナさんががっくりと肩を落とした。

			「火打石は別に貴重でもなんでもないからな。火種をつけるための少量のアネクモがもう少し手に入りやすくなれば便利なんだろうがなぁ」

			　この中で一番火魔法が得意なファーズさんが、火魔法を使わない火の使い方を考えるのもなんだかおかしな感じだった。

			『おい、会議はおしまいか？』

			「ああ、すまない、話がそれてしまった」

			　ブルーの声をきっかけに会議が続けられ、私は沸いたお湯でお茶を入れる。

			　その入れたお茶がすっかり冷めたころ、話し合いも終盤に差し掛かった。

			『それで、我のメリットは？』

			　ブルーの声が響く。

			　作戦の大枠は決まった。ブルーに頼みたいこともはっきりとした。あとはブルーの返事を待つばかりというところでの質問だ。私の身の安全と言えば話は簡単かもしれない……。

			「覚えているか、エイルの首が切られたときのことを」

			　ファーズさんの言葉にひゅっと息を読むような気が、ブルーの毛から伝わってきた。

			「エイルがブルーを収納していることを知られたから、エイルを殺せばブルーが出てこられないと知ったエヴァンスの手下の蛮行だ」

			　正確には少し違うけれど。あのときは確か、ブルーが遠く離れていて、私がブルー呼び寄せないようにって首を切られたんだ。

			　ファーズさんがレイナさんの顔を見る。レイナさんがファーズさんの意図を汲(く)んで頷いた。

			「ブルー、私がエイルちゃんの身代わりになるわ」

			　レイナさんが、私の身代わり？

			「ブルーを収納しているのは私だと皆に思わせる。ブルーとのつながりがあるのは私だと思わせる。ブルーを邪魔に思う人は、エイルちゃんじゃなくて、私を狙うように……私がエイルちゃんの身代わりになる」

			　え、そんなこと、レイナさんにさせられないっ。

			　顔を青くしてレイナさんを見る。

			「どうせ、いろいろと命を狙われる立場だからね。少し増えたってどうってことないわ。それに私にはファーズもいるし。他にも護衛がいるから大丈夫よ」

			　にこっとレイナさんが笑った。いろいろと命を狙われているからって……。

			「村のことを知っている人間もいるからな。村に手を出すなと、ブルーには脅しをかけてもらわないといけないことはわかるな？」

			　ガルパ王国のことだけじゃない。村の安全も含めてのことだ。

			「ブルーが表に出る以上、ブルーの存在をよく思わない人間は絶対に出てくる」

			　ファーズさんの言葉。わかるけれど、わからない。

			『了解した。ヌシの身代わりをしてくれることを条件に協力しよう』

			「え？　ブルー待って、レイナさんを私のせいで危険にさらすなんて……」

			『ヌシよ、我にもわかる。城で守られているレイナのほうが村にいるエイルより安全だ。村人はヌシを守れない』

			　はっ。もし、私を守ろうと、私の前に村人が飛び出したら……村人はあっけなく命を絶たれるかもしれない。

			「おねがい……します」

			　私のせいで誰かが傷つくなんて嫌だ。涙目になりながらレイナさんに頭を下げる。

			「こちらこそよろしく。あのね、エイルちゃん。私は得することが多いのよ。だから気に病むことはないの。それに、悪いのは命を狙う奴らのほうだからね？　狙われる立場の私たちが申し訳なく思うことなんてないんだから」

			「そうだよ、エイル。逆らったらブルーが黙ってないぞって言えるようになってレイナの命を狙う者はずいぶん減るはずだ」

			「だな。まあ作戦決行後、また対策考えりゃいいさ。大丈夫大丈夫」

			　代わる代わる三人が私を落ち着かせようと声をかけてくれた。

			『ヌシ、身代わりをこちらへ寄越せ』

			「え？　レイナさんを？　【収納】」

			『もういいぞ』

			　レイナさんを収納して一分もたたないうちにブルーから声がかかる。

			「【取出】レイナさん、えっと……」

			　ブルーはなぜレイナさんを呼んだの？

			「ほら、これ」

			　レイナさんは、手の平をこちらに開いて見せた。手にはブルーの毛が載っている。

			「いいでしょ、ファーズ」

			「え？　なんで、持ってないの俺だけ？　ちょっとエイル、ブルーに頼んでくれ、俺にも毛をくれって！」

			　ファーズさんもブルーの毛が欲しい？

			「僕は自分で頼んだんだ。ファーズも自分で頼めば？」

			　ルークの言葉に、ファーズさんがぶるっと身を震わせた。

			「え？　いや、お前勇気あるな。仮にも相手は伝せ……」

			「まぁいいじゃない。ほら、こうすればファーズもブルーと会話できるわけだし」

			　ルークがブルーの毛を載せたレイナさんの手の上に、ファーズさんの手を掴んで載せた。

			　まるで手をつなぐような形だ。

			「えっ、ちょ、ルーク……」

			「いやいや、俺が欲しいのは緊急時のっ」

			　レイナさんが顔を赤くし、ファーズさんが焦っている。

			　あれ？　レイナさんの片思いじゃなくて、二人は両想い？　村にいたときは姫と護衛っていう立場だったのが、今は女王と宰相だっけ。身分差とか問題ないような気はするんだけどなぁ……。

			「とにかく、魔力至上主義の考え方を少しでもなくすよう、明日は頼んだぞ」

			　ぽんっとファーズさんに肩を叩かれる。つい考え事をしていて途中の話を聞いてなかった。

			　魔力至上主義……。身分差じゃなくて、問題はそこなのかな……。

			　魔欠落者は結婚できないのが普通。それどころか、魔欠落者が家族にいるというだけで結婚に反対されることだってある。そういう世の中だ。

			　もしかしてファーズさんとレイナさんにある問題はそこなの？　でも……。魔力至上主義をなくす活動をしているなら、別に問題にしなくたっていいよね？　いや、やっぱり抵抗勢力が強すぎて難しいのかな？

			　んー、長老会議の力を抑えれば少しは進展する？　二人の仲がかかってるってこと？

			　ふんっと力を入れてこぶしを握る。

			「私、全力で明日は頑張りますっ！」

			　と、言ったものの。収納してあるモンスターを取り出すだけなので全力も何もないんだけれどね。

			　

			　次の日、ちょうど開かれている長老会議の集会場所に予定通り潜入。

			　会議の場所は、王城に隣接する迎賓館。諸外国からの賓客をもてなすための建物だが、普段は使用されていないため広間は貴族たちに開放されている。豪(ごう)奢(しや)な作りの広間。利用許可をとり使用料を払えば、貴族なら誰でも利用可能だ。そこを、長老会議のメンバーが月に一度借りて集会を行っているのだ。集会という名のじじぃの宴会だとファーズさんは言っていた。

			　確かに会議という名がついているけれど、食べ物やお酒が準備されソファやテーブル、各々が好きな場所で好きなように食事や酒を楽しみながら気の合う人間と話をする感じだ。宴会というよりは社交のための場という感じだろうか。

			　給仕や護衛など、長老会議メンバー以外の人間も多く出入りしているため、広間に近づくことはさほど難しくはなかった。

			　子供なので、給仕のために料理を載せるカートの下に潜り込み、布をかぶせて隠れて忍び込む。

			　カラカラカラ。隙間から、床やテーブルの脚などが見える。

			「まったく姫のわがままにも困ったものですなぁ」

			「ははは、姫じゃなくて陛下でしょう」

			「そうでしたな小娘でも陛下は陛下」

			　レイナさんをあざ笑うような会話が聞こえてくる。

			「エヴァンスが暴走したせいでこんなことになった」

			「その通り。宰相にまでしてやったというのに恩をあだで返すようなことをしおってからに」

			「もっとうまくできなかったのかあのアホは」

			　エヴァンス？　あの狐目の男か。

			「まぁ考えようによってはラッキーだったかもしれないぞ。エヴァンスは親子共々もうおしまいだろう。あの出来損ないは始末するんだ。次の宰相の座が転がり込みやすくなったじゃないか」

			　え？　宰相の座が転がり込む？　出来損ないを始末？　まさか……ファーズさんのこと？

			　ああそうか。レイナさんが命を狙われているように、ファーズさんだって当然……邪魔に思う人たちはいっぱいいるんだ。確かにファーズさんは、自分を排除しようとする人間がいるとは言っていたけれど、まさか排除が命を狙うことだったなんて。

			「あの出来損ないがいなくなれば、陛下も考えを改めるでしょう」

			「そうじゃの。魔力が強い者こそ優れていると、もう一度教え込まねばの」

			「さて、それにはどうするかだな」

			「教会に力を借りるか？」

			「いやいや、あまり教会の力を大きくしすぎるのも我々には都合が悪かろう」

			　カラカラカラ。カートを押しているのは長老会議のメンバーの貴族の誰かの屋敷から来ている侍女だ。通常カートの布に隠された部分にはバケツや布などの清掃道具が入っているらしい。飲みすぎて吐いたりした人の始末に使うらしい。

			　終盤になれば出番もあるかもしれないけれど。前半は布がめくられるようなことはないだろうとルークは言っていたけれど、見つかったらどうしようとドキドキしてる。いざとなればかくれんぼしていたと、子供っぽくすっとぼけて逃げろと言われている。

			　それで無理なら呼べと。手首にはブルーの毛が肌に触れるように巻いたリボン。

			　長老会議のメンバーたちは、話を聞かれていようが何も気にしていないようだ。

			　侍女や他の者たちもいるのに、女王であるレイナさんを悪く言う。そして宰相であるファーズさんを始末するという物騒な話をする。この空間にいる人間が皆同じような考えだということだから問題はないということだろうか……。

			　バタンと大きな音を立てて広間のドアが開いた。

			「ファーズ、何しに来た！」

			　ざわりと場が揺れ、会話をしていた者たちが一斉にドアに注目しているのが伝わってきた。

			「宰相として、長老会議の皆様方に新しく採用した兵たちのお披露目に来ました」

			　少しだけ布を持ち上げ、広間の入口を見る。

			　両開きの扉は全開になっており、中央にファーズさんが立っている。そして、昨日兵の採用試験で見た三人の男たちがファーズさんの後ろに立っていた。

			「は？　どういうつもりだ？」

			「汚らしい身なりで、よくここへ連れてこられたな！」

			「まさか、そいつら平民どころかスラムの人間じゃないだろうな？」

			　男たちは試験に現れたときのままの服装だ。この華やかで豪奢な迎賓館の広間とは対照的な、汚く薄汚れた服。

			「追い出せ、すぐに」

			　バタバタと長老会議メンバーの護衛兵らしき人間がファーズさんの後ろに立つ男たちに駆け寄り、ドアの外に連れ出した。

			　ファーズさんは何も言わずにずっと前を見続けている。

			「後悔しますよ？」

			　ファーズさんの言葉に、白髪で腹の出た男が歩み出た。

			「後悔？　はて？　何のことだ？　お前こそ、今ココに来たことを後悔するんだな」

			「どういうことかな？　ランスル侯爵殿」

			　ランスル侯爵殿？

			　侯爵というのは結構偉い貴族だけれど、それでも宰相であるファーズさんをお前と呼べる立場なのだろうか？

			　ファーズさんの連れてきた新しく雇った兵を勝手に追い出してしまったり……。長老会議の人たちはファーズさんを……いいえ、女王であるレイナさんのことも全く認めてないってことか。

			　なぜ、そんな強気に出られるのか。

			「みなさん、魔力の弱い者がどれほど愚かでみじめな生き物なのか、ここで教えてあげるというのはいかがでしょうかねぇ？」

			　ゲヒゲヒと変な笑い声を上げながらランスル侯爵が他の者の顔を見回した。

			「そうですな。あくまでもファーズ殿は魔力が強いことに意味はないというのであれば、意味があるということを教えて差し上げるのも親切でしょう」

			　ニヤニヤと笑う人たち。

			　護衛たちがドアをバタンと閉めた。外の部屋へと通じる扉も閉めて回る。

			　侍女たちは忙しそうに料理の載ったカートを押し、部屋の隅へと移動する。給仕たちが椅子やテーブルを同じように部屋の隅へと移動させている。

			「何のつもりだ？」

			　ファーズさんがすっかり空間ができた広間の中央へと足を進める。

			　何の命令も下していないのに、決められた動きをするということは……事前から計画していたのだろう。

			「魔力が強いことがどれだけ素晴らしいことか教えて差し上げると言っているのですよ？」

			　広間の中央へと足を進めたファーズさんを取り囲むようにして護衛や貴族たちが立ち並んだ。

			「【火】」

			　周りの者たちは一斉に火魔法の呪文を唱えた。それぞれの手の平に現れた火にファーズさんは囲まれる。

			　今は、ファーズさんから三メートルほど離れた場所で円形に並んでいる人たちが、ゆっくり、ゆっくりとファーズさんに近づいていく。

			「ほら、このまま我々が近づいたらどうなるかわかるでしょう？」

			　火に取り囲まれたら熱い。そんなのはわかり切ったことだ。

			「風魔法を使って助けを呼んでもいいんですよ？」

			　ファーズさんは顔色一つ変えていない。

			　そりゃそうだ。想定内なのだから。昨日の会議でファーズさんは言っていた。長老会議のメンバーが魔力の強い元騎士などを私兵として積極的に雇っていると。兵を集める目的など、誰かと一戦交えること以外はないだろうと。近いうちに何らかの動きを見せるはずだと。

			　ファーズさんが昨日採用した兵を連れてきたのは煽るためだ。

			「どうせなら、魔欠落者ってわかりやすい服装のまま連れて行けばいいよ」

			　ルークが昨日そう言った。

			「煽れば煽るほど、プライドの高い者たちは後先考えずに動くんじゃないかな？　うまくすれば釣れる」

			　ルークの言った通りになった。

			　本来はファーズさんが「魔力が強いことがどれだけ素晴らしいか見せてもらいましょう」と話を進める予定だったのだ。それが、見事にルークの読み通り先方が動いた。

			　ランスル侯爵は半分抜けた歯を見せてゲヒゲヒと笑った。

			「失敬失敬、貴殿は風魔法が使えなかったんでしたかな」

			「ランスル侯爵様、使えないんじゃないですよ。人に声が届かない風魔法は使えるそうですよ」

			　侯爵の隣の薄い唇の初老の男がキヒヒと笑う。

			「そうじゃった。はっ。魔力が弱くても魔法が一応使えるんだったなぁ、ファーズ。魔欠落者とは違うとお前にもプライドがあるだろう、間違えてすまなかったなぁ。さぁ、そろそろ熱くなってくるぞ、どうする」

			　ファーズさんを囲む円が小さくなっていく。それぞれが手の平に出した火はファーズさんとの距離を縮め、一メートルほどに迫っていた。

			「水魔法で消すか？」

			　と、ランスル侯爵がまたゲヒゲヒと笑った。

			　明らかにファーズさんが水魔法もほとんど使えないことを知っていて言っているんだろう。

			「魔力が強い者は、先ほど連れてきた者たちよりも優れているんですよね？」

			　ファーズさんが無表情で口を開く。

			「はっ、あたり前だろう、お前の採用した者が魔欠落者だというのを我々が知らないとでも思っているのか？」

			　恐怖に顔をゆがめるでもなく、怒りで顔色を変えるわけでもないファーズさんに苛立ったのか、ランスル侯爵が大きな声を上げた。

			「あいつらの十倍、いや百倍は我らは優れている。比べるのも汚らわしいほどだ！」

			「そうだ。そして、火魔法以外ろくに使えないお前よりも我々は優れた存在だ！」

			　ふっとファーズさんが軽く笑う。

			「それは良かった」

			「は？　どういう意味だ？　我々を馬鹿にしているのか？」

			「いいえ。新規採用の兵よりも、私よりも、そこにいる護衛兵や長老会議の皆さんは優れているのでしょう？」

			　ファーズさんの言葉にランスル侯爵が手の火を消す。

			「はっ。流石に逃げ場を失い、自分の無力を感じたか。そうだとも！　我々はお前のような下(げ)種(す)な魔力の弱い者たちとは違う選ばれた人間なのだ！」

			　ゲヒゲヒと笑って侯爵はファーズさんを取り囲んでいる者たちの顔を見回した。

			「侍女や給仕の者たちも優れた者というわけですか？」

			　壁際に立ち並んでいる者にファーズさんは視線を移す。危ない。視線がこちらに向く。

			　サッと布を戻して身を硬くする。

			「もちろん、お前よりもよっぽど優れた者たちだ。我々選ばれし人間に仕えているのだ、あたり前だろう」

			　ぼそぼそと侍女たちの声が聞こえてきた。

			「あたり前よ。魔欠落者なんかと一緒にしてほしくないわ！」

			「なんであんな男が宰相なの」

			「ご主人様たちが今、懲(こ)らしめてくださったからきっとすぐに別の者に代わるわ」

			「邪魔者がいなくなれば王宮勤めも夢じゃないわよね」

			「本当よ。王室付きの侍女だったのにわがまま姫のせいでこんなところで働かされて」

			　ファーズさんが声を張り上げた。

			「お前たちに尋ねる。本当に、新規採用した兵よりも優れた能力を有しているのか？　自信のない者、疑問に思う者は私と一緒に部屋を出よう」

			　ファーズさんの声が近づいてくる。足が布の隙間から見えた。

			　カラカラカラ。私の乗っているカートをファーズさんが押す。

			「新規採用した兵の実力を見せるために来たので、そろそろアレが来ると思いますが、皆さん兵や私よりも優れているそうなのでよかった」

			　ファーズさんが扉の前で一度立ち止まる。

			　今だ。

			「【取出】」

			「俺は一人で三体は軽い。俺より優れているというのならば、一人一体では物足りないかもしれませんね」

			　え？　一人一体？　ええ？　何人いたっけ？

			「【取出】【取出】【取出】【取出】」

			「は？　どういうことだ？」

			「うわぁ！　なぜここにモンスターが！」

			　なぜって、私が出したから。アネクモを八体。あと、侍女さんたちはレイナさんの基準で、アネクモは倒すのが難しいだろうと角兎くらいにしておく。それからえーっと、もう何人いたのかわからないので、スライムどっさり。

			　ごめんねブルー。あとでまた捕まえてくるから。

			「うわ、また出てきた！」

			「たっ、倒せ」

			「【火】」

			「お前たち護衛だろう、私たちを守らぬか！」

			　ちょっとパニックになっている。

			「うわー、エイル、派手に出したなぁ。俺と新規採用三人にこんなに出すつもりだったのか？」

			　え？　ファーズさんが小声でつぶやいた。ち、違うよっ。だって、ファーズさんが一人一体っていうから……。

			「まぁいい。よくやった」

			　楽しそうなファーズさんの声。

			「では、優れた皆様、あとはよろしくお願いしますよ。魔欠落者の兵は一体倒すのに何分もかかる無能ですから」

			　ファーズさんの声が聞こえていたかどうかわからないくらい、長老会議のメンバーたちはパニックに陥っていた。窓や他の扉は、ファーズさんを追い込む前にしっかりと施錠されていて逃げ場がない。カラカラカラ。ファーズさんが唯一の出口である扉を開けて外へ出る。

			「ま、待って、私もっ」

			　侍女の一人が扉まで駆けてきた。

			「あなたは長老会議の方々を信じないのですか？　魔力の強い人間があれだけ集まっているんですよ？　外には魔欠落者と、火魔法以外ろくに魔法も使えない人間しかいませんよ？」

			　侍女が扉の前で立ち止まった。そして、扉が閉まるのを見送った。

			「さて、中の騒ぎが収まったら開けてやってくれ。下手に途中で開けるとモンスターが出て来るから、魔力が強く選ばれた人間がモンスターを始末してくれるまでは開けるなよ」

			　ファーズさんが扉の外にいる騎士に声をかける。

			「さてと、次だな」

			　ファーズさんがそのままカラカラとカートを押していく。念のため私があそこにいたことを知られないためだ。

			「さぁ、もういいぞ。馬車に乗ってくれ」

			　布がめくられると、目の前には馬車の扉があった。

			　馬車に揺られて十五分ほど。

			「さぁ、着いたぞ。まずは中にあるものを収納してくれ」

			　大きな屋敷が見えた。誰の屋敷なんだろう？　立派だけれど、人の気配はない。

			　ファーズさんと中に入る。

			「ほらエイル、それもあれもどんどん収納」

			　テーブルにソファに花瓶。食器にタンスにベッドに……。

			　広い屋敷を歩き回りながら次々と家具や調度品などあらゆるものを収納していく。

			　客室も多く、ベッドだけでも二十は収納しただろうか。

			「ああ、あれはいらない。それも不要だな」

			　収納せずに残したのは誰かわからない肖像画や、趣味の悪い彫刻、それからこの家の主人が使っていたと思われる部屋にあった衣類だ。

			「さぁ、これで空っぽだ」

			　ファーズさんは、どうやって知ったのか秘密の地下室や本棚に隠された金庫の中の宝石まですっかり私に収納させた。

			「じゃあ、ブルーに頼んでくれ」

			　ファーズさんにこくんと頷いてみせ、手首のリボンに触れる。

			「ブルーお願いします」

			『ああ。昨日言ったようにすればいいんだな。ヌシ、我を城の上空に出してくれ』

			　屋敷の外に出て城の方角を見る。

			「【取出】」

			　城の上空にブルーを取り出す。すぐにブルーは城の一番高い塔へと着地。

			「はっ、こりゃすごい。流石ブルー様だ！」

			　ファーズさんが楽しそうな声を上げた。

			　馬車で十五分ほど離れた位置にいるはずなのに、ブルーの気が伝わり肌がピリピリする。

			　気を抑える訓練をしていたブルー。逆に発する気を大きくするすべも身に付けたのだろうか。

			「なんだ？」

			「あそこだ、あれはまさか」

			　王都の人々も異様な気を感じ取り、何が起きたのかとあたりの様子を確認しているようだ。

			　屋敷の周りが騒がしくなってきた。屋敷を取り囲む塀の中にいても、人々の動揺する声が聞こえてくる。

			「逃げろ」

			「いや、城には魔力の強い騎士様たちがたくさんいる。逃げる必要はないよ」

			「ああそうか。そうだな。騎士様たちがやっつけてくれる」

			　十分人々の注目を集めた後、ブルーは塔を蹴り、王都の広場に着地した。そしてすぐにまた地を蹴る。誰かを傷つけることはない。だが、ブルーの強い気は、それだけで人を恐怖で立てなくするには十分だった。

			　王都を縦横無尽に駆け巡り、恐怖を人々に植え付けていく。

			「気が付いてくれるといいなぁ」

			　ファーズさんがぼそりとつぶやいた。

			「魔力がちょっと強いとか弱いとか小さな問題だってこと。いや、問題でもないな。くだらない。人間は弱くてちっぽけだ。だからこそ、皆が助け合って力を合わせないといけないのに……」

			　ファーズさんのつぶやきに静かに頷く。魔力の強さなんて小さな問題……。

			「本当に騎士様はあの化け物に勝てるのか？」

			「無理じゃないか？　いくら魔力が高くとも……」

			「魔力が高いからって自慢していたのに、肝心なときに役に立たないっていうのか？」

			　ブルーは街を駆けまわった後、私とファーズさんのいる屋敷に来た。

			『この屋敷を破壊するのだな？』

			　確認するようにファーズさんに問う。

			「ああ、ここはエイルを殺そうとしたエヴァンスの屋敷だ」

			　ファーズさんの言葉に、ぶわっと身の毛がよだつほどの気がブルーから発せられた。

			　もう立っていることができなくて倒れそうになったのをファーズさんが支えてくれた。

			『おおおおおおっ』

			　咆(ほう)哮(こう)――。ああ、ブルーの毛からまたピンクの気が立ち上っている。綺麗だ。

			　地を蹴り、ブルーが屋敷に体当たりする。蹴った地面には大穴が開き、体当たりされた屋敷は半壊した。たった一回の体当たりで。それから残った屋敷にブルーが前足を振る。

			　ドオオオンと音を立てて触れてもいない場所からボロボロと屋敷が崩れていく。

			　すごい。なんて強い……。

			　塀の外からも、屋敷がブルーによってあっという間に破壊されている姿はよく見えているだろう。

			『女王、約束は果たした』

			　ブルーはがれきと化した屋敷の上に立ち、城に向かって声を発する。その声は王都中に広がった。
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			「ありがとう」

			　すぐにレイナさんが風魔法で王都中に聞こえるようにお礼を述べる。

			「これで、ブルーとレイナが何かしら関係あると皆に伝わっただろう。もういいぞエイル」

			「【収納】」

			　ブルーを収納してすぐにブルーの毛に手を添える。

			「ありがとう、ブルー」

			『お礼を言われるほどのことはしておらぬ』

			　ブルーの声は明るい。

			「すごいよ。かっこよかった。人をよけて着地したり大変だったでしょう？　ありがとう」

			『ふんっ。食事を求めて駆けまわることに比べれば大したことではない』

			　あ、そうだった！

			「あ、ごめんね。モンスターいっぱい取出しちゃったから、またすぐに捕まえに行くね。走りまわったからお腹すいたよね？」

			『二、三日食べなくとも平気だ。ヌシと会う前の我は何日も食べないことなど日常だったからな』

			　そうなんだ。でも、平気ではないよね？　お腹が空くと苦しいよね……。

			「なるべく早く捕まえに行くよ。ブルーの好物は蛇だったよね！　頑張って探す！」

			『ヌシ、無理はするな。平気だ。我はしばらく寝る』

			　無理じゃないよ。私がしたいからするんだもん。

			　城へ戻るために乗り込んだ馬車の中で早速ファーズさんに尋ねた。

			「ファーズさん、モンスターを収納しに出かけたいのですけど」

			　ファーズさんがうーんと少し考えた後に頭を下げた。

			「すまん。今日は無理だな。まだいろいろと後始末しなくちゃならないことがあるから」

			　そうだよね。私の仕事はもう終わったけれど、まだファーズさんたちにはやることがいっぱい残っているんだよね……。

			「明日でいいか？　さすがに魔獣の森に行くなら俺かイズルか……アマテか誰か信用できるものと一緒に行ってほしいからな」

			　こくんと頷いた。頷いたけれど……。何かしたい。みんなが頑張ってる。私も……。

			　馬車の小さな窓から外を見る。王都の人たちが、そこかしこに集まって噂話をしている。ブルーの存在。最後に交わされたレイナさんとブルーとの会話。

			　貴族街と呼ばれる地域で、普段は庶民がうろつくような場所ではない。だが、ブルーの動きを追ってかなりの庶民が足を運んだようだ。

			　破壊されたエヴァンスの屋敷跡を見るために集まった野次馬もいる。中には薄汚い服装の者たちもいて……。

			　普段であれば追い返されるような人たちも今日ばかりは誰も咎(とが)めはしないようだ。

			　いや、むしろ追い返す仕事をしている人間も混乱して何をすればいいのか戸惑っているようだ。

			「あ」

			　人ごみの中に、あの子がいた。

			「何だエイル」

			「昨日見かけた、回復魔法の使い手の魔欠落者の子供がいたの」

			「え？　おい、馬車を止めてくれ」

			　ファーズさんが馬車の扉を開ける。

			「どこだ、エイル？」

			　まだ完全に止まっていない馬車から飛び降りようとするファーズさんの服を掴んだ。

			「私が行きます」

			　ルークが言っていた。

			　騎士が突然自分を探しに来たら、魔欠落者の子供は恐怖で逃げるだろうと。

			　怖がらせたくない。幸い、今の私は目立たないように茶色の飾り気のないワンピース姿だ。

			　馬車から飛び降りて、地面に膝(ひざ)をつく。

			「おい、大丈夫か」

			「はい。大丈夫です。わざとなので」

			　そのまま両手も地面につき、土のついた手で頬をこする。髪にもこすりつけた。

			「私が話をしてみます」

			　ファーズさんは、私が服を汚している意図を察したのだろう。

			「そうだな。うん、エイル……頼めるか？」

			　頼まれた。うれしい！　胸の奥が熱い。私、誰かの役に立てるの！

			「はいっ！」

			　ファーズさんが御(ぎよ)者(しや)台(だい)に声をかける。

			「アマテ、お前が付いて行ってやってくれ」

			　馬車を動かしていたのはアマテさんだったんだ。アマテさんは頷くと御者がよく身に着ける黒いコートを脱いだ。

			　茶色のズボンにベージュのシャツ。私と同じように土をつけて汚し始めた。

			「なぁんかたりねぇな。ほら」

			　ファーズさんが馬が休憩用に食べる干し草を取り出して、アマテさんの頭や顔にこすりつけた。

			「うはっぷ、ちょ、ふえっくしょんっ」

			　ああ、干し草が鼻の穴に入っちゃったのかな……。

			「アマテ、エイルを頼んだぞ。エイル、無理するな。ダメそうならすぐに戻ってこい」

			　無理するな……か。ブルーも言ってた。無理じゃないよ。私がしたいことだもん。

			　馬車は通行の邪魔にならないように道の端に寄せて止められている。馬車と建物の陰から汚れた服装で飛び出し、さっき子供を見た方向に走り出す。

			　貴族街から庶民の生活する場所へ続く道を進んでいく。

			「いた！」

			　見つけた。

			　すぐに駆け寄って話しかけようとしたけれど、いったん足を止める。

			　そして、姿を見失わない程度の距離を置いて後をつける。なんて話しかければいいの？

			　魔欠落者ですか？　回復魔法は得意ですか？

			　知らない人にお前は魔欠落者だろうと言われたら……。警戒させるだけだろう。

			　どうしよう。私がまず魔欠落者なのと自己紹介してみようか……それも変かな。

			　ううん、やっぱり変でもなんでもそれが一番いい。

			「アマテさん、少し距離を置いてください。少年と話ができそうになったら手招きしますから」

			「わかりました」

			　大通りから路地を曲がり、少し人通りの少ない通りに入った。この先にスラム街と呼ばれるところがあるのだろうか？

			　よし。

			　思いっきり走り出して、少年の横を通り過ぎ派手に転ぶ。

			「いったぁい」

			　手の平に擦り傷ができた。足首もなんだか痛い。

			　ちらりとアマテさんを見れば焦った顔をしている。ここで来られたら作戦失敗しちゃうと目で訴えつつ、少年の顔を見る。

			　驚いて心配そうな顔をしている。よし。心配そうな顔をしてくれてるなら、きっと大丈夫。

			「痛い……ああ、足も……」

			　血のにじむ手の平を少年に見えるように開いて上を向ける。そして座り込んだまま足首をもう一方の手で押さえる。

			「痛い……痛いよ……」

			　少年は見た目が十一、二歳くらい。私やルークと同じように見た目より年上かもしれないし、見た目通りかもしれない。どちらにしても、八歳前後に見える私……八歳よりは年上だろう。

			　年下の子供が転んで痛がっている。それを心配そうに見てくれてる。

			　心配そうに見ながら声をかけずに横を通り過ぎようとしている。あ、あれ？

			　ここで「大丈夫？」って声をかけるもんじゃないの？　……いや、かけないか。薄汚い子供がって何度も言われた経験があるのかもしれない。魔欠落者が声をかけるんじゃないと怒鳴られたことがあるのかもしれない。優しい心を持っているからこそ辛い目にたくさんあってしまったのかもしれない。

			「あの、お願いです、回復魔法をかけてくれませんか？」

			　こちらから声をかける。

			　通り過ぎようとした少年が驚いて振り向いた。

			「え？　じ、自分で回復魔法を使えばいいだろ？」

			　少年の言葉に首を横に振る。

			「力が弱くても血を止めるくらいはできるだろう？」

			　もう一度、首を横に振る。

			　少年が私のすぐ横に立ちしゃがんだ。

			　そして、声をひそめる。

			「回復魔法が使えないのかい？」

			　こくんと頷こうとして、首を縦にも横にも動かさなかった。〝普通〟は魔欠落者であることは知られたくないはずだから。

			「そうか。うん、大丈夫。僕は水魔法が使えない」

			　微動だにしなかった私を安心させようと少年がにこっと笑う。

			　ああ、やっぱり魔欠落者だ。

			「痛かっただろう。すぐに治してあげる。【回復】」

			　少年が呪文を唱えると、手の傷も足首の痛みもあっという間によくなった。二か所とも一度の呪文でだ。どれくらいの力を持っているかはわからないけれど、やはり普通の人よりは回復魔法の力が強いみたいだ。

			「ありがとう。お礼……」

			「いいよ、お礼なんて。それよりももう転ばないように気を付けて。それから、ここから先はスラムって呼ばれるところだから行かないほうがいいよ」

			　少年は優しい。

			「私……」

			　どうしよう。お礼を口実にもう少し何か話をしてきっかけを掴もうとしたのだけれど……。

			　ルークならこんなとき、すぐにいいアイデアが浮かんで実行しちゃうのかなぁ。私はダメだな。どうしたらいいのかな。

			　怪我が治ったはずなのに、いつまでも立ち上がらない私の顔を少年はのぞき込む。

			「もしかして迷子？」

			　首を横に振る。

			「お母さんは？」

			　首を横に振る。

			　母様の顔を思い出して泣きそうになる。

			「お父さんは？」

			　母様を殴った父親の顔を思い出して胸が苦しくなる。

			「おいで、大丈夫だよ。お腹空いてない？」

			　何も答えなかったのに、少年には何かが伝わったのだろう。すっと手を差し出し立ち上がらせてくれた。

			「僕はテラ。いや、私はテラ」

			「え？　わ、私？　えっと、え？」

			「こんな恰好してるのは、身を守るため。女のほうが危険が大きいからね……」

			　テラが少し下を見て、それからすぐに顔をあげるとうっすらと笑った。

			「魔欠落者は特にね」

			　自(じ)嘲(ちよう)気味の笑み。

			「私……娼館に売られそうになりました。魔欠落者の娼婦は人気があるからって……」

			　随分昔のことのような気がする。

			　テラが息を飲む。そして、すぐに両手が伸びて私の体を包んだ。

			「よかった」

			　よかった？

			「逃げてこられたんだね。よかった。もう大丈夫だからおいで」

			　テラが私の手を握って歩き出した。

			「え？　どこへ行くんですか？」

			「私たちの家」

			　私たち？

			　テラに手を引かれて連れていかれたのは崩れ落ちた建物が並ぶ場所だった。屋根もあるかどうかわからないような状態で、かろうじて壁で場所が仕切られているといったところか。

			　壁と言っても穴だらけだ。それぞれの場所には生活の跡が見える。住んでいるんだ。

			「ただいま」

			　一番奥まった場所のがれきの山にテラが声をかけた。

			　すると、がれきの隙間から三人の子供たちがはい出てきた。五歳くらいかな。

			「おかえりテラ兄ちゃん」

			「兄ちゃん？」

			　女っていうことを隠すためだよね？

			「うん。そう呼べと言ってあるんだ。本当の兄弟じゃないけどね。家族みたいなものだから」

			　テラと話をしていると、子供たちが不思議そうな顔をして私を見た。

			「初めまして、エイルです」

			　ペコリと小さく頭を下げたら、子供たちが一斉に口を開いた。

			「お姉ちゃんは、何の魔法が使えるの？」

			「僕は水魔法が使えるんだ！」

			「私は光魔法と風魔法が使えるんだよ」

			　子供らしい好奇心全開の明るい声に驚く。

			　火魔法が使えない、水魔法が使えない、光魔法が使えない、使えない、使えない、使えない。

			　違う。この子たちは……。使えない魔法じゃなくて、使える魔法を一番に口にする。

			　魔欠落者だから……と、使えない魔法を数えたりしない。

			「テラ、仕事が入ったぞ」

			　背の高い痩(や)せた男が姿を現す。身なりはボロボロ。この人もスラムに住んでいるのだろう。

			「わかった。エイルちゃんはこの子たちと家に入ってて」

			　テラさんは男の後について歩き出した。

			「待って、仕事って？　私もついていっていい？」

			「うん、おいで」

			　テラがひょいと手を伸ばす。手をつないで男のあとをついていった。

			　着いた場所は、スラムよりはマシだけれど、決して裕福には見えない小さなアパートの一室だ。

			「ここで仕事？」

			「まぁね」

			　扉をノックすると小さく開いた。

			「治ったら銅貨三枚。それなりに回復すれば銅貨二枚。少しだけでも効果があれば銅貨一枚。まったく効果がなければお金は取らない。ただし二度と依頼は受けない。どうする？」

			　テラの言葉を聞いて、扉が開かれた。痩せて年老いた女性が部屋の中へとテラを招き入れる。

			　私もついていったが、女性は気にしないようだ。

			　小さなアパートの狭い部屋。奥の部屋のベッドに赤黒い顔色の年老いた男性が寝ていた。

			　足には血のにじんだ包帯が巻いてある。

			「教会は足の怪我を治すには銀貨五枚が必要だと……とてもそんなお金はなくて、爺さんは治療を断ったんだ。そうしたら……三日前から熱が出てきて、爺さんは今では声を出すこともできなくなってしまった」

			　老婆が泣き出した。

			　銀貨五枚。庶民であれば無理すれば支払える金額だろう。だけど、貧しい人間にとれば大金だ。一(ひと)月(つき)はゆうに暮らせる金額なのだから。

			「大丈夫。これくらいならすぐに治るよ。【回復】」

			　テラはポンと軽く老婆の肩を叩いて、簡単に呪文を唱えた。

			　それから、すぐにお爺さんの足に巻かれていた包帯を取り去る。とても怪我をしていたとは思えないつるりとした足が現れた。そして赤黒かった顔色は血色の良い色に変わる。

			「爺さん」

			「あ、ああ婆さん。喉(のど)が渇(かわ)いたな」

			　お婆さんはすぐに水魔法でコップに水を満たしてお爺さんに手渡した。それからほっとしたように息を吐きだし、ポケットから銅貨三枚をテラさんに差し出した。

			「ありがとう、ありがとう」

			　銀貨五枚は必要と言われるほどの怪我をあっさりと治してしまったテラ。やっぱりルークのように回復魔法の力が強いんだ。

			　部屋の外に出るとここへ案内してきた男が立っていた。

			「ありがとう。また頼むよ」

			　テラが銅貨の一枚を男に手渡した。男が去った後に、二人で並んでスラムへと歩いていく。

			「仕事の仲介料が銅貨一枚。残りが私の取り分。教会に支払うお金がない人や、教会では治らなかった人が客なんだ」

			　銅貨一枚ならパンが一つ買えるお金だ。銅貨三枚なら一日食べなければ支払える値段。

			　スラムに住むテラにとったら、とても大切な銅貨だろう。

			「ねぇ、教会の近くでお客さんを待ったらいいんじゃない？　銅貨三枚で治しますって言えば、お客さんはいっぱい来ると思うんだけど。そうしたら、仲介料も払わなくていいし……」

			　お金をいっぱい稼げたら、スラムから出て暮らすこともできるんじゃないかな？

			　私の言葉に、テラが頭をなでてくれた。

			「そうできたらいいんだけどね。魔欠落者に治療してもらうのは悪魔に魂を売ることなんだってさ」

			　え？

			「魔欠落者は悪魔でもなんでもないのにっ」

			「うん。でも教会では魔欠落者は悪魔に魅入られた人間。その魔欠落者に治療してもらうのは悪魔に魂を売ることとされ強く禁止している。もし、魔欠落者に治療してもらったら、たちまち魔欠落者と同じように差別を受ける」

			「そんな……」

			　魔欠落者を差別するだけじゃなくて、魔欠落者と関わった人間まで差別するっていうこと？

			　人々の救いになるはずの教会がそんなことを皆に教えているというの？

			　私の住んでいたユーリオル王国ではそんなことはなかった。魔欠落者を助け雇っているグリットさんが差別を受けているような感じはなかった。

			　ガルパ王国では、魔力至上主義のこの国では、魔欠落者と関わりのある人間までもが差別されるの？　この国では、私を産んで育ててくれた母様はどういう扱いを受けたのだろう。

			　魔欠落者だってかまわない、うちの子になりなと言ってくれたラァラさん……それがこの国では許されないっていうこと？

			「だから、人を介して知られないようにこっそり私に頼むしかないんだよ。それこそ、悪魔に魂を売ってでも治したいと思う人たちがね……」

			　それって、治してもらえるのに、魔欠落者には治してもらいたくないからって命を落とす人もいるってこと？

			「教会って何なの……」

			　病院も兼ねている場所。だけど、お金のない人は治療を受けられない。

			　そして、お金のない人が魔欠落者の治療を受けることを禁じている。

			　教会は、助かる命を助けるための場所じゃないの？　救いを求める人を助けるのが神様の教えじゃないの？

			　お金のある人は助けて、お金のない人は助けない。そして、都合の悪い存在である魔欠落者は悪魔だと人々に教え込み、自分たちの利益を確保する。

			「ねぇテラ、治療してあげよう！　救える命を救おう！　苦しんでる人たちを助けてあげようよ！」

			　テラの両手を力いっぱい握る。

			「え？」

			「レイナさんたちが今、国を変えようとしてる。すぐには無理かもしれないけれど、少しずつでも……この国を変えようとしてる。それにはテラの力が必要なの！」

			　テラが、首を傾げた。

			「レイナさん？　国を変える？」

			「うん。教会も何とかしようとしてる。そのために、回復魔法の得意な人を探してるの。お願いテラ、レイナさんに協力して！」

			　テラがふっと笑った。

			「私が誰かの役に立つならいくらだって協力するよ。必要と言ってもらえるなら」

			　ああ、私と同じ。テラも、魔欠落者だから何もできないなんて思わない。できることがあって、必要とされることがあって、それがきっとうれしいんだ。だから、笑う。笑って協力してくれるって言う。

			「でも、あの子たちの面倒も見なくちゃいけないし」

			「大丈夫、三人にも手伝ってもらいたいことがあるから！　ね、皆でレイナさん……陛下に協力して！」

			　テラがぎょっとした顔をする。

			「は？　陛下？　え？　レイナさんって、レイナ女王陛下？　エイルちゃん、それは、えっと」

			　あれ？　そうか。レイナさんって言うだけじゃ伝わらないんだ。陛下だって知って気が変わるとかないよね？　それは困る。

			「アマテさん、家の中の子たちを連れてきてください。みんなで戻りましょう！」

			　距離を置いて私についていたアマテさんに声をかける。家というのがあのがれきの山というのも見ていたならわかるだろう。

			「はい、呼んできます」

			　アマテさんがもうすぐその先に見える家に向かい、顔をがれきの山に入れて子供たちに話しかけている。

			　それを混乱したテラが口をパクパクさせながら見ていた。

			「エイルちゃん、どういうことなの？　魔欠落者を集めて、陛下はどうするつもり？　騙(だま)されているんじゃない？」

			　少し冷静になったテラの顔が青ざめ始めた。

			　ああ、そうか。私はレイナさんのことをよく知っているけれど、テラは知らない。魔力至上主義の頂点に立つ人間であることくらいしか知らないと、きっと不安だよね。

			「大丈夫だよ、あのね」

			　ちゃんと説明してあげないと、と口を開いたところで、体に何かが当たった。

			　びっくりして何かと見れば、人の手だ。そう理解したときには、そのまま担がれていた。

			「テ、テラ！」

			　テラも同じように覆面の男に担がれている。

			「エイルちゃんっ！」

			　テラが私に手を伸ばすけれど、その手は届かない。男に担がれてスラム街の外へと連れていかれる。

			「アマテさんっ！」

			　アマテさんに助けを求めて声を上げるが、がれきの山に頭を突っ込んでいたアマテさんには私の声が届かない。

			　スラムに住む人たちは叫び声を上げて道を開けた。男の手にナイフが握られていたからだ。

			　少し広い通りに出ると、別の男が広げていた麻袋に放り込まれてまた運ばれる。

			「はははっ、魔欠落者をさらうのは楽だな。風魔法で助けを呼ばれる心配がないもんな」

			「本当だぜ。まぁ、火魔法を使う子供はちょっと厄(やつ)介(かい)だがな」

			「こっちのガキが回復魔法だっけ？　そっちのガキは何の魔法が使えるんだ？」

			「さぁな。魔欠落者ならなんだっていいんだろう」

			　男たちが会話をしながら進んでいく。しばらくして硬い床の上に置かれた。ガタガタと動き出したことから荷馬車か何かに積まれたのだということがわかった。

			　どうしよう。見えるものなら収納できる。麻袋を収納すれば外に出られるはずだ。だけど、そこからどうする？　ブルーを出してしまえば、せっかくレイナさんが身代わりになると言ってくれたことが台無しだ。

			　考えるんだ。どうすればいいのか。外に出て、男たちを収納すれば逃げられる？　でも、私の収納が特殊なことがばれてしまう。それにブルーのことも……。

			「これで全部で三人だな」

			　え？　三人？　私とテラさんの他にもいるの？

			「そろそろ売りに行くか」

			「そうだな。ははは。楽な商売だぜ。魔欠落者のガキを捕まえて運ぶだけだからな」

			「楽で金になって、そのうえ街から魔欠落者を排除するという善行！　はっ、やめられねぇな」

			「善行な。くっくっく。人さらいが善行ってのは魔欠落者様様じゃねぇか」

			　売る？　魔欠落者を？

			　排除する？　なんで、どうして……。それが善行？

			　おかしい。おかしいよっ！　うん。おかしいから、だからレイナさんもファーズさんも世の中を変えようとしてくれている。

			　おかしいって気が付いたアマテさんやイズルさん、それからルークもみんな変えようとしてる。魔獣の森の村のみんなだって……。それから、ラァラさんたちも、グリットさんたちも……。

			　ぐっと奥歯を噛みしめる。おかしい、変だって私は気が付くことができた。私だって変わった。

			　魔欠落者だからそういう扱いでも仕方がない、そう思っていた私はもういない。

			　私にはたくさんできることがある。役立たずじゃないし、人さらいよりもよっぽど人としての心がある。悪魔に魅入られてなんかない！

			　私とテラの他にもさらわれた子がいるなら、その子も助けなくちゃ。

			「それにしても、魔欠落者ばっかり買い集めて、あの方はどういうつもりなんだろうな？」

			「さぁな。金払いはいいし、魔欠落者をどうしようがどうでもいいじゃねぇか」

			「そうだな」

			　買い集めている？　前にもさらわれて売られた人がいるってこと？

			　助ける。助けたい。

			　このまま売られよう。そうすれば、売られていった人たちと合流できるはず。助けるんだ。

			　一人じゃない。大丈夫。腕に巻いたリボンにそっと触れる。

			「ブルー」

			『どうしたヌシよ』

			「ルークとレイナさんに伝えてほしいの。もし、私のことを尋ねられたら、大丈夫だと。慌てて大事にしないでほしいと。危険があればブルーが助けてくれる。そして、私は皆を、家族であるみんなのことを信じていると。だから私のことも信じて待っていてと」

			『うむ、わかった。ヌシには我がいるから心配無用と言えばよいのだな』

			　ふふっ。かなり言葉が減っちゃうね。

			「うん。信じてるよブルー」

			『任せておけ』

		

	
		
			　

			第三章　夢の国へ

			　

			　馬車が二時間ほど進んで止まった。

			　麻袋を外される。

			「ほら降りて歩け」

			　目の前に広がっているのは森だ。魔獣の森だろうか。

			「エイルちゃん、大丈夫？」

			　自分も不安だろうに、テラは私の心配をしてくれる。

			「はい。大丈夫です……あの」

			　逃げようとすれば逃げられることも、ブルーという心強い味方がいることも……男たちの耳があるからテラには伝えられない。

			「大丈夫ですよ」

			　テラの目をまっすぐ見る。伝わって。私もテラも大丈夫だからって。

			「ほら、さっさと歩け」

			　男が私とテラの背中を小突いた。

			　男の一人が私たちの前、もう一人の男が私たちの後ろを歩くようだ。手も足も何も拘束されていない。前後を挟むことで逃げられないようにしているつもりだろうか？

			「逃げようと思うなよ。俺たちはお前たちとは違うからな。すぐに焼いてやる。【火】」

			　男が手の平に小さな炎を出してすぐに消す。人を焼く？

			　なんてこと。火魔法が使えたって、そんなことにしか使えないの？　そんなことに使うためなら、私は火魔法が使えなくたって構わない。

			　焼かれる恐怖で脅すから縄で縛ったりしないのか。今までさらってきた子供たちにも同じようにしていたのだろうか。

			　だけど、私は怖くない。いいえ、怖いけれど……でも、きっとテラがすぐに治してくれる。そしてその間にブルーを取り出せばいい。

			　それにきっと、この男たちの火魔法はファーズさんほどすごくない。こんなろくでもないことをしているんだから。命までは奪えないはずだ。

			　負けない。理不尽な扱いに負けたりなんかしない。

			　テラと手をつないで先導する男のあとを必死についていく。森の中で時々スライムを見かけた。

			　こっそり収納する。ブルーの食事を確保できてありがたいと思っているなんて、男たちは考えもしないだろう。

			　どれくらい歩いただろうか。

			　遅れないように必死に歩くこと三時間ほど。

			「おい、連れてきたぞ」

			　四人も入れば座ることもできないような小さな小屋があった。

			　先導していた男がドアを叩くと、中からつるりとした頭の、濁った眼をした男が顔を出した。

			「おう、二人か」

			　男が小屋の中央にあるテーブルをどかし、下にある板を持ち上げた。すると、そこから穴がぽっかりと現れた。

			「ほら入れ！　おとなしくしてろよ」

			　背中を押されて穴に落とされる。

			「痛っ」

			　ごつごつした岩肌が手に触れる。土を掘ったわけじゃない？

			　あたりを見まわそうとしたけれど、すぐに入口は板でふさがれ、ほとんど光がなくなってしまった。

			「【光】大丈夫？」

			　光魔法を唱える声で、すぐに昼間のように明るくなった。

			「あ、あなたは」

			「お前、捕まっちゃったのか？」

			　王都へ行く途中に森の中で山賊風の男たちから逃がしてくれた、男の子がいた。

			「森は無事に抜けられたんだけど、スラムにいるところで捕まりました」

			「山に隠れ住んでるオイラたちだけじゃなくて、スラムの子供までさらうようになったのか……」

			　たしか、ハーグ君だっけ？

			「怪我してる。【回復】」

			　舌打ちをしたハーグ君の頬にあった傷跡がテラの魔法で消えた。

			「え？　あ、ありがとう。えっと、お前は？」

			「エイルちゃんと一緒にスラムにいるところで捕まった。テラだ。よろしく」

			「ああ、オイラはハーグ。火と光のハーグだ！」

			　エッヘンとハーグ君が胸をそらした。

			「ぷっ。いいね、その自己紹介。じゃあ僕も」

			　テラは少年としてふるまうつもりらしい。一人称が僕に変わった。

			「爆裂回復のテラ」

			「ぷぅーっ、爆裂ってなんだよ」

			　ハーグ君が笑った。

			「いや、なんか回復ってどうにもインパクトがないから、かっこいいかなと思って？」

			「お前は？」

			　ハーグ君が私を見た。

			「エイルです。えっと、お腹空いてません？　【取出】」

			　ナナバを一房取り出し二人の前に差し出す。

			「うわー、すげー？　食べていいの？」

			　ハーグ君に頷いてみせる。

			「エイルちゃんは収納魔法が使えるんだね」

			「じゃあ収納のエイルだね。ありがとうもらうよ」

			　ハーグ君がナナバに手をかけたところで止めた。

			「もう少し奥で食べよう。あいつらに見つかると面倒なことになりそうだ」

			　ハーグ君が上を指さした。三人で、入口から移動する。

			　穴を掘ったわけではなく自然にできた洞窟の入口に小屋を建てて利用しているようだ。中は迎賓館の広間とまではいかなくてもかなりの広さがあった。

			　入口の穴から距離をとって座る。ごつごつした岩が冷たくて痛い。

			　あ、そうだ。

			「【取出】はいどうぞ」

			「え？　何でこんな立派なもの持ってるんだ？」

			　手渡したクッションを見てハーグ君が驚いた顔をする。

			「預かってる」

			　嘘じゃない。エヴァンスの屋敷のものを頼まれて収納したんだもの。

			「っていうか、えっと、屋敷を取り壊すために家の中のものの処分を頼まれたというか……」

			　そういえばファーズさんはどうするつもりなんだろう。

			「ああそうか。エイルはそういう仕事をしているんだな。荷運びとか荷預かりとか」

			　仕事というのとは違うけれど、でも自分にできることをして生活していることには違いない。

			「僕は、回復魔法を使う仕事をしている」

			　テラが二本目のナナバを食べながら小さな声で言った。表には出られない裏の仕事だ。

			　していることは何も悪いことじゃないのに。

			「そうか。王都で仕事をしてスラムで生活してるんだ。オイラたちはこの森に隠れ住んでるんだ。木の実を採ったり狩りをしたりして生活してる」

			　ハーグ君の表情に曇(くも)りはない。きっと、不満なく暮らしているのだろう。

			　スラムと森、どちらの生活が幸せなのだろう？

			　……って、一瞬でも思った自分が情けない。

			　隠れて裏の仕事をしてスラムに住むのも、人里離れた森に隠れ住むのも……その生活に幸せを感じていたって違うんだ。魔欠落者だから人並みの生活は望めない、望んではいけないと思っているようで、それじゃダメなんだよね。

			　私たち魔欠落者自身が何もかも諦めちゃったら……それで終わりになってしまう。

			「これいいな。これがあれば今日はゆっくり眠れそうだ」

			　ハーグ君がクッションを叩いて、にかっと笑う。

			「やっぱり、この岩場で寝るのか。まぁ家より体を伸ばして寝られるところがいいかもな」

			　テラの言葉に、ハーグ君が突然頭を下げた。

			「ごめん」

			「え？　あの、どういうこと？」

			　ハーグ君が頭を下げたまま口を開いた。

			「逃げようと思えば逃げられるんだ。見張りは一人だし……」

			　そうか。恐怖に震えていないどころか冗談を言う余裕があるのは、そういうことなんだ。

			「だけど、逃げたら……兄貴が……。オイラをかばって先に捕まったカイン兄貴どうなっても知らないぞって……」

			　ああ、カインさんも捕まってしまったんだ。

			「だから、ごめん。テラとエイルも……今は逃がしてあげられない……」

			　テラがぽんっとハーグ君の肩を叩く。

			「そっか、うん。気にするな。僕も今逃げるわけにはいかないからな。もし僕が逃げれば、僕を捕まえた場所にあいつらが来るかもしれない。そうしたら、あの子たちが危険にさらされるから」

			　あの子たち……？

			「それなら、大丈夫だよテラ！　アマテさんが保護してくれるはずだから安心して！」

			「アマテって？　陛下がどうの言っていたけれど……まさか、国の兵か何かか？」

			　ザザッとハーグ君が後ずさって私たちと距離を取った。

			「兵？　どういうことだ？」

			　警戒心むき出しの顔をしている。

			「敵じゃないよ。レイナさんは……新しく王になったレイナさんは敵じゃない」

			　ハーグ君が首を横に振った。

			「信じられない……いや、信じちゃだめだ。エイルもテラも騙されているんだ！」

			　ハーグ君の手が私の両肩をつかんだ。

			「耳を貸しちゃだめだ。エイル。魔欠落者を甘い言葉で集めて始末するつもりかもしれないっ！　あいつらは、魔力が強いというだけで自分たちを神かなんかと勘違いしているんだ」

			　テラの顔色が変わった。

			「違います、違う！　今までの国の体制を変えようとしてるの！　ねぇ、テラも見たでしょう？　兵の採用試験で、魔欠落者の人も採用されたのを！」

			　テラの顔色は悪いままだ。

			「それは本当か？　魔欠落者が兵に？」

			　ああ、ハーグ君は森で生活しているから王都での出来事を知らないのか。

			「そうなの！　えっと、水魔法が得意な魔欠落者が採用されたの。それから、魔力は弱いけど腕っぷしの強い人も何人か採用されたし、ね、テラ！」

			　テラもハーグ君も表情は硬いままだ。

			「あのね、魔力が強いだけの実力のない騎士は騎士を首になってね、兵の採用試験も受けに来てたんだけど、でもやっぱり実力不足の人は落ちたんだよ？　採用されたのは、その騎士たちが馬鹿にしていた魔力の弱い者や魔欠落者で……」

			　ハーグ君が小さく笑った。

			「きっと、今の王様はエイルの言う通りの信じられる人かもしれないね」

			「うん、あのね、レイナさん……女王陛下は、魔力至上主義の国を変えようとしてるの」

			　ハーグ君の表情が少し柔らかくなった。手が伸びて私の頭をなでてくれる。

			「でも、きっと無理だろう。王が替われば、またもとに戻るよ……。そのときに、魔力至上主義を壊そうとした王に協力した者として処罰されるよ」

			　え？

			「もし生きていく方法が王に協力することしかないなら、大丈夫だよ。オイラたちと森に暮らそう？」

			　ハーグ君がにこっと笑う。

			「国を変えるのは無理だって思っているの？」

			「んー、変わればいいとは思うけどなぁ。うん、陛下が変えてくれるといいな」

			　イシシとハーグ君が笑う。

			　無理、無理、無理……。

			「わ、私……父親に殴られてた」

			　体の中からふつふつと自分でもわからない感情があふれだす。これは、何？　何なの？

			「そっか。大変だったな」

			　ハーグ君は優しい。

			「母様が死んだら、父親は私を売った……」

			　小刻みに指先が震えてきた。テラが、それに気が付いて、そっと手を握ってくれる。

			「魔欠落者だから、殴られても仕方がないって、魔欠落者だから売られたって仕方がないって、そう思ってた」

			　ハーグ君が怒りを顔に浮かべる。

			「そんなわけあるかっ！　俺たちだって人間だぞ！　魔法がちょっと使えないからって殴られてあたり前なんてことないっ！」

			　ああ、ハーグ君はすべてを諦めたわけじゃないんだ。でも……。

			「私、魔欠落者だから、笑って暮らすことも幸せになることもダメなんだって思って……。母様は、魔欠落者の私を産んでしまったから不幸になった。私のせいで、だから、魔欠落者の私は幸せになってはいけないって思って」

			　テラがぎゅっと震えだした体を抱きしめてくれる。

			「魔欠落者だから、あれもできない、これもできない、ううん、しちゃいけないって全部、全部、魔欠落者だからって……諦めてた」

			　ふっとそこまで口にして、私の中にふつふつと湧き上がってきた感情が何なのか少しわかった。

			　苛立ち。

			「わかるよ。オイラも魔欠落者だから。いろいろ諦めた。だけどね、生きてくことだけは諦めてないよ」

			　ハーグ君がニカッと笑う。

			「カイン兄貴はすごいんだぞ！　森の中にすごい隠れ家作っちゃったんだからな！」

			　過去の自分への苛立ち。

			「諦めてたんじゃないって、今ではわかるよ。逃げてたんだ。何も考えてなかったんだよ、私。どうせ魔欠落者だからって……だから仕方がないって、自分で何かしようとしなかった。何をすればいいのか考えなかった。諦めてたんじゃなくて、抗(あらが)うことから逃げてた……」

			　テラが耳元で小さな声を出す。

			「楽だもんな。食べて寝てなんとか生きてくだけなら……」

			　ハーグ君が立ち上がった。

			「何が言いたいんだよ！」

			　テラの襟(えり)元(もと)をつかむ。

			「綺麗な服を着ることも、温かい食事をとることも、柔らかいベッドで寝ることも、誰かと恋をして結婚することも、甘いお菓子を食べることも、全部、全部、諦めれば楽だよっ！　望めば苦しい。だから、初めから全部諦めて、諦めて……」

			　テラが襟をつかんでいるハーグ君の手首を振り払った。一触即発の雰囲気で、二人が睨み合っている。
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			「エイルちゃんの言う通りだろ！　考えることから逃げてるだけだ。行動することから逃げてるだけだ。魔欠落者だってことを言い訳にして……。どうしたら綺麗な服を着られるかって、考えもしなければ努力もせずに諦めて……」

			「うるせー！　考えたって、努力したって、どうせオイラたち魔欠落者が綺麗な服を来て街を歩くなんて無理なんだよっ！」

			　どうせ無理だから、行動しない。だから、いつまでも変わらない。

			　わかるよ。わかる。わかりたくないけど……。

			「ねぇ、どうせ無理だって、だから行動しないのを責めるつもりはないよ？」

			　私だってそうだった。行動したら辛い思いをするかもしれない。

			　怖い。だから、行動しないことを責めたりなんてしないし、できない。

			「だけど……」

			　ああ、この苛立ちは。

			「なんで、変えようとして頑張っているレイナさんたちをどうせ無理だって馬鹿にするの？　何もしない人間が、必死に行動している人を応援しようとしないの？」

			　誰もが行動できるわけじゃない。

			　だけど、無理だ、無理だって、周りの人が呪いみたいに言う権利がどこにあるの？

			「陛下は……レイナさんは……命を狙われながら、魔力至上主義の国を変えようとしてくれているの！　それを……手伝ってくれなんて言わない。だけど、騙してるんだとか、どうせ無理なんだとか、馬鹿にしないで！」

			　魔欠落者自身が諦めているなんて。

			　魔欠落者が、魔欠落者のためにと動いている人を疑ったり、否定するなんて……。

			　思ってもみなかった。

			　どこかで、魔欠落者はみんな味方みたいな気持ちがあったんだ。

			　ルークも言っていた。逆差別の国にしちゃうところだったって。

			　私もどこかで、五体六法満足な人間と、魔欠落者と、二つに分けて考えていたんだ。

			「僕は、協力するよ。どうせ、これ以上悪くなることなんてないんだ。やってみて無理だったとしたって損したなんて思わないからな！」

			　テラが私の顔を見る。

			「わ、悪かった……」

			　ハーグ君が下を向く。

			「諦めたほうが楽なんだ」

			「私もそうだった。だけど、今は……一人じゃないから。諦めない。みんなで頑張る。ううん、私、大切な人たちのために私にできることはなんだってしようと思ってる。私……魔欠落者は無能の役立たずだってずっと思ってたけど、違うってわかったから」

			　下を向いたままのハーグ君が、ぐっとこぶしを握っている。

			　何か考え込んでいるようだ。いや、葛(かつ)藤(とう)しているんだろうか。

			「エイルちゃんは、陛下のことを名前で呼んでいるけれど、知り合いなのか？　僕はまるきり陛下のことを知らない。だから信用しろと言われても、簡単に信用なんてできないんだ」

			　うんと頷いてから、魔獣の森の村の話をした。

			　レイナさんとはそこで出会って一緒にしばらく生活していたこと。

			　そこには片腕で弓を引く人もいれば、盲目で刺繍をさす人もいる。

			　腕を失ったから、視力を失ったからと、できないと諦めなかった人がいること。

			　魔力が強くても辛い思いをしている人がいることも。

			　今、レイナさんとともに魔力至上主義を変えようとしている人たちのこと。

			　失う恐怖におびえていること。

			　歩けなくなったら、耳が聞こえなくなったら、声が出せなくなったら、魔法が使えなくなったら……。

			　あたり前にできることができなくなったとき、どうなるかわからない不安。

			　魔獣の森の村のように、皆が自然と助けあえる、笑いあえる国を作りたいと思っていることを。

			　聞き終えて、ハーグ君は納得したように頷いた。

			「そうか。陛下一人で何ができるんだと思ったけど、騎士や兵士たちの中にも魔力至上主義を変えたいって思ってるやつがいるんだな……」

			　ハーグ君はクッションをお腹に抱えて壁にもたれている。

			　テラがホッとした顔をしている。

			「アマテさんって、スラムの家に来た男の人だよね？　よかった。表面上、陛下に従っているわけじゃないんだね」

			「うん。……不安を持っている人はいっぱいいるってアマテさんが言っていた。もし、喉が潰れて声が出なくなれば魔法も使えなくなる。そうなったらどうなるんだろうなぁとか。もちろん戦争で傷を負って兵としての役割を果たせなくなったらどうなるのか不安に思ってる人もいるって」

			　テラがふと眉を下げた。

			「そういやあ、スラムにもいたよ、元兵士が。片目を失って距離感がつかめなくなって戦えなくなったんだって」

			　ハーグ君がぎゅっとクッションを潰すようにして上体を乗り出す。

			「え？　兵だったんだろう？　戦えなくたって、魔欠落者じゃないなら他に仕事見つけられたんじゃないのか？」

			　テラが首を傾げた。

			「うーん、自分より魔力の弱い人に使われるのが我慢できなかったのか、片目を失ったショックからか……よくわからないけどさ。スラムにも、魔力の強い人は他にもいたよ」

			　ハーグ君がさらに身を乗り出す。

			「え？　なんだよそれ！　魔欠落者じゃないのに、魔力が強いのに、仕事しないのか？　なんでスラムなんかにいるんだよ！　家族はどうしたんだ？　俺たちみたいに捨てられたわけじゃないんだろう？」

			「その、家族が捨てるんだよ」

			　ハーグ君がびっくりした顔をしている。

			　私もそんな話は初めてで、驚いた。

			「は？　魔欠落者じゃないのに、魔力が強い人間を家族が捨てる？」

			　テラはうんと頷いた。

			「なんで？」

			　テラが首を傾げた。

			「さぁ。理由はいろいろあるみたい。魔力が強いというだけで威張り散らしていた親が邪魔になったとか。怪我や病気で働けなくなったとか。あとは、単純に魔法が使えなくなったとか……かな。声が出せないと魔法が使えないから」

			　そういえば、魔獣の森へ行く途中にも娘が声が出なくなったと言っている人がいたっけ。

			「声が出ないのは、回復魔法で治せるんじゃないの？」

			「うん。僕には怪我や病気は治せるよ。でも、心の傷は治せないから……」

			「なんだよ、心の傷って！　魔欠落者でもない人間が何に傷つくっていうんだ！　甘ったれんなってのっ！」

			　ハーグ君がちょっと小ばかにしたように鼻を鳴らす。

			「声が出せなくなるようなココの傷はね、誰かにやられたものだったりするんだ」

			　テラが首元を指さしてココと言った。

			「相続争いで、本妻が魔力の強い愛人の子に毒を盛るなんて聞いたことないか？」

			「相続争い？　それで声を出すことができなくなるような心の傷を受けるってこと？」

			　テラはふっと笑った。

			「魔欠落者のようになった子供に、親は何て対応すると思う？」

			　ハーグ君がぐっと握りしめたこぶしをクッションにぶつけた。

			「はっ！　魔法が使えなくなった子などいらないって子供に言ったってことか？　相続できない役立たずのお前などいらないと……ちくしょう！　ちくしょう！」

			　ハーグ君が何度も何度もクッションにこぶしを打ち付ける。そのうち、クッションを外れて岩にガツンと当たった。

			「ハーグ！」

			「ちくしょうっ！」

			　こぶしから血が飛び散る。

			「【回復】もうやめるんだ」

			　ハーグ君の腕をテラがつかんで止めた。どうして突然ハーグ君はこんなにも怒り出したの？

			「魔欠落者のような子は必要ないのか……オイラはいらない子なのか……。魔欠落者だから……。親にも捨てられるような、生きていても仕方がないような……」

			　ずっと抱えていた気持ちが今の会話をきっかけに爆発したようだ。

			「ハーグ、いらない子なんていないって僕は思うんだ……」

			　テラがハーグ君の手に残った血をポケットから出した小さな布片でふき取った。

			「スラムに住む人間がどうして生きていられるかって思わない？」

			「は？　仕事をしているんだろう？　テラは回復魔法を使って、エイルは収納魔法を使って」

			　テラが首を横に振った。

			「寝たきりの老人もいるよ。まだ働けないような小さな子もいる。みんな生きてるよ」

			　ハーグ君が目を見張る。

			「は？　どうやって食ってるんだ？」

			「夜、人目につかないように時々人がやってくるんだよ。食べ物やお金を持って」

			　それって、善意の人？

			「馬鹿な、わざわざ魔欠落者の住むスラムに食べ物や金を持ってくるなんて、そんな奴いるわけないだろう！　どうせ食べ物には毒でも入ってるんだろ？　じゃなきゃ、人さらいの罠だ！」

			　テラは首を横に振る。

			「ごめんね、ごめんねって泣きながら、そっと食べ物やお金を置いていくんだ。ろくに食べてないから骨ばった手で、パンを置いていく」

			　ハーグ君が感情を抑えきれずに立ち上がった。

			「なっ、何だよ、謝るくらいなら捨てなきゃいいだろう！　謝ったって、許されるようなことじゃない、そうだろ？」

			　ふっとテラが笑った。

			「そうか。ハーグは捨てられたくなかったんだ。僕は、捨てなきゃいいなんて思わないよ。だって、魔欠落者の子供と暮らしているというだけで仕事を失ったり白い目で見られたり……あの、骨ばった手の持ち主がもっと辛い思いをするのは……」

			　テラの両目から大きな涙がこぼれ落ちた。

			「テラ、まさか、その人はテラの……？」

			「僕がいないほうが幸せになれるなら、僕はそれでいいんだ。捨ててくれてよかった。細い手の持ち主が罵(ば)倒(とう)されたり殴られたりしないなら、僕は……」

			　テラは大粒の涙を流し続けている。

			　母様の姿を思い出す。

			　父親に殴られ続けていた母様。母様も私を捨ててくれたらよかったのに。そうすれば……。

			　そうすれば……。私さえいなかったら、母様は……、魔欠落者の私さえいなければ……。

			　ううん、違う、違う。違うっ！

			　私は母様と一緒で幸せだったし、母様だって私と一緒にいて幸せだったんだ。ラァラさんが言っていたもの。

			　悪いのは、殴る父親。悪いのは魔欠落者だからと罵倒したり殴ったりする人たち。

			　魔欠落者も、魔欠落者の家族も、魔欠落者と交流を持つ人たちも悪くない。

			　ううん、もしかしたら罵倒する人も殴る人も、そうしないと自分が今度は世間から弾かれてしまうと怯(おび)えているのかもしれない。もちろん、だからって殴るのはだめだけど……。

			　だけど、この国は私の住んでいたところよりもひどい。

			　売られた店の女将さんが「魔欠落者なんて雇いやがって」なんて言われていたことなんてなかった。でも、この国では「魔欠落者が働いている店」というだけで店が立ち行かなくなるのかもしれない。

			　魔欠落者に治療してもらうことを死よりも恐れる人がいるくらいだ……。

			　……悪いのは世の中だ。世の中を変えなければ苦しむ人がいる。

			　それは魔欠落者だけじゃない。魔欠落者に手を差し伸べる人も。そして、差し伸べたいと思っているのに差し伸べられない人も。……もしかすると、魔欠落者を罵倒する人も……。

			　みんな苦しんでいるのかもしれない。

			　世の中だ。

			　世の中が悪い。

			　魔欠落者を差別しなければならない風潮……。

			　そりゃ、他の人があたり前にできることができないから、ときには足手まといになるかもしれない。

			　人に頼ることが多くなるかもしれない。

			　だけど、だけど！

			　役立たずなんかじゃないし、それに……誰だって老いれば人に頼らなければならないことは出てくるのに。人に頼ることが駄目だっていうなら、老いる前に、人の手を借りなければならなくなる前に死ねということだ。

			　そんな世の中……。子を捨て、年老いた親を捨てる世の中……。

			　捨てられることを怯えて老いることが幸せなの？

			　手を、足を、声を、何か一つを失っただけですべてを失う世の中が幸せなの？

			　誰が、幸せなの？

			「私、幸せだよ……」

			　テラの顔を見る。

			「魔獣の森の村で、私は幸せを見つけたよ。きっと、レイナさんも、魔獣の森の村で生活すれば幸せなんだよ……。だけど、レイナさんは王族に生まれたから、だから国を変えるために村を出た。私は、レイナさんに協力する。私も、世の中を変えたい――」

			　テラがグイッと涙をぬぐった。

			「僕も。僕は不幸なんかじゃない。だけど、母に……誰かに不幸になってほしくないから、協力するよ」

			　テラが手を差し出した。そこに手を重ねる。ぐっと強く握手をする。

			「オイラは……」

			　ハーグ君が小さく首を横に振った。

			「うん、わかってる。無理に協力してほしいなんて思ってないよ、でも」

			　ハーグ君が私の顔をまっすぐ見た。

			「もう、無理だなんて言わないし、やめろとも言わない。絶対、十年でも二十年でも何年かかるか知らないけど、国は変わるってそう信じるよっ！」

			「ありがとう」

			　ハーグ君に手を差し出す。ハーグ君とも握手。

			　落ち着いて、三人で輪になって今後のことを相談することにした。

			「うまくカイン兄貴と同じところに連れていってくれるかな」

			　ハーグ君がうーんとうなる。

			「大丈夫じゃないかな？　魔欠落者を買い集めてる人に売るって言ってたから」

			　男たちの会話を思い出す。

			「問題は、何のために買い集めているかだね。……合流できればいいけど……」

			　テラの言葉にハーグ君が沈んだ顔を見せた。が、それも一瞬ですぐに顔をあげる。

			「できなきゃ、逃げて探すさ！　考えたって仕方がないな。なるようになるさ。自慢じゃないが、オイラの火魔法はちょっとすごいんだぜ」

			　ハーグ君がニッと笑う。

			「だけどあいつらはオイラが光魔法しか使えないと思ってる。だから、逃げるのは簡単さ」

			　なるほど。そういうことか。あいつらも、逃げようと思ったら火魔法で焼いてやると脅していた。つまり、あいつらも火魔法が怖いんだ。

			　自分たちよりも強い火魔法を見せられたら、さっさと逃げていく可能性は確かに高い。

			　普通は人を焼き殺すほどの大きな火魔法は使えない。せいぜい火傷(やけど)を負わせるくらいだ。

			　魔力が強いレイナさんや騎士たち、火魔法に特化したファーズさんが特殊なのだ。まあ騎士たちだって何人集まってもアネクモを倒せるような強い火魔法は使えなかったけどね。

			　魔欠落者のハーグ君はどれほどの力があるのだろうか。

			「僕の回復魔法もそこらの教会の神父よりも期待していいよ」

			　二人が私を見る。私の収納も人よりは大きいと、言った方がいいのかな……？

			「えっと、ベッド出そうか？」

			「ぷっ。はははっ、ずいぶん大きな収納だな！　ベッドまで入るんだ！」

			　ハーグ君が笑い出した。

			　ドスンッ！

			　ハーグ君が楽しそうに笑い声を上げると、この穴の入口になっている木の床が大きな音を立てた。

			「うるせーぞ！　静かにしろっ！」

			　見張りの男が床を蹴ったらしい。

			「うはっ」

			　ハーグ君が首をすくめ、テラが人差し指を口に当てて、しぃーっとジェスチャーする。

			「明日に備えて寝るか。【光】小さくなれ」

			　ハーグ君が、周りが見えるくらい明るかった光を小さくして入口に移動させた。

			「そうね。これから何があるかわからないから。休めるときに休んでおこう」

			　クッション一つでごつごつした岩場で寝るのは大変だったので、毛布を一枚だけ取り出し三人で身を寄せ合って固まって寝る。男たちに見つかるとまずいと思ってそれ以上は出さなかった。

			　夢を見た。

			　旅先で、収納に入れていた家を取り出す。

			　その家は、魔獣の森の村長の家みたいに広さがあって、風雨はしのげるけれど物がなくて殺風景だ。

			　そこにブルーを取り出す。

			　人目があるとブルーを取り出すことができないけれど、家の中なら大丈夫。

			　くるりと体を丸めて休むブルーに身を寄せて、私とルークが眠っている。そしてそれを見て、レイナさんとファーズさんが幸せそうに微笑(ほほえ)んでいる。

			　そんな夢。

			　うん、収納に家を入れて旅に出るのもいいかもしれないなぁ……。

			　

			「おい、お前ら行くぞ！」

			　入口から光が入ってくる。

			「【収納】」

			　毛布とクッション、それからナナバの皮を慌てて収納する。起きてから三人でまたナナバを食べたのだ。

			　光の先からするすると梯(はし)子(ご)が下ろされた。

			「上がってこい。いいか、逃げようと思うなよ」

			　男がこれ見よがしに「【火】」と手の平に出した魔法の火を地下洞窟内に放り込んだ。

			「きゃあっ！」

			　怖くない。あんな小さな火、全然怖くない。ファーズさんの出す炎に比べたら全然怖くない。小さな悲鳴を上げたのは怖がっているふりをするためだ。

			　相手を油断させるため。とにかく私たちよりも前に売られたであろう子供たちと合流するまでは、おとなしく言うことを聞こうと決めた。

			　どこかの屋敷に閉じ込められているか、牢屋か、ここみたいな洞窟か……。

			　何の目的で買い集めているのか。ひどい虐待をしていなければいい。

			　いいや、いくらなんでもあまりにひどい虐待をしていれば、魔欠落者の子供たちの誰かが暴走するんじゃないだろうか。火魔法を使う魔欠落者は買っていないようだが、火魔法じゃなくたってあまりにひどい扱いを受ければ買った人もただでは済まないだろう。

			　ドミンガさんの水魔法を思い出す。あれだけの量の水を部屋に充満させれば溺(おぼ)れるだろう。

			　風魔法も声を届けるだけじゃない。風の力を借りて人が高く飛んだり物を飛ばしたりできるのだ。抵抗はしていないのだとすれば……ひどい扱いを受けているわけではないと信じたい。

			「ほら、食え」

			　洞窟から上がり狭い小屋から外に出ると、私とテラをさらった二人の男がパンを差し出した。

			　驚いて三人で顔を見合わせる。

			　まさか、食事が与えられるとは思ってなかったからだ。

			「早く食え！　痩せ細ってふらふらだと買い叩かれるからな。お前ら、どっかに傷はないだろうな？　傷ものも買い叩かれる」

			　そういうことか。高く売るための投資か。優しさからでは決してないのだ。

			「ほら行くぞ。歩いて二日だ。魔物が出る森を通るからな。野営地に日が暮れるまでにたどりつけなきゃ死ぬと思え」

			　え？　魔物が出る森？　いや、今もそうだけど、まだそれほど深い場所じゃないからスライムのような初級モンスターしか出てこない。

			　これからもっと強いモンスターが出る場所へ向かうということ？

			「はっ、そう脅かすな。あるとしても中級モンスターが時々出る程度だ」

			　小屋から背に大きな剣を背負った見張りの男が出てきた。

			　前に髭(ひげ)面(づら)の男と禿(はげ)頭(あたま)の男。私たち三人を挟んで後ろに大剣の男という順で歩いていく。

			「魔獣の森を進むって大丈夫なのかな？」

			　テラが男に聞こえない声で囁いた。

			「大丈夫さ。オイラが何とかする」

			　うん。私も何とかする。というか、むしろモンスターがいっぱい出てくるとうれしいな。ブルーのご飯いっぱい収納したいし。蛇型モンスターがいるといいのに。

			　あ、でもみんなにばれないように収納しなくちゃいけないよね。

			「といっても、なるべく火魔法のことは内緒にしたままにしたい」

			「うん。どこか怪我したらすぐに教えてくれ。手足がちぎれたら無理だが、ちぎれそうなら何とかできる」

			「うわー、すげーなテラ。そんなにか！」

			「おら、くっちゃべってる余裕はねぇぞ。とっとと歩け」

			　ひそひそと会話をしていたら、大剣の男に怒鳴られた。

			　気が付けば前の男たちと二メートルほどの距離が開いていた。

			　

			　時に険しい道のりを、出てくる魔獣を倒しながら進んでいく。

			　初めのほうこそ、三人で話をしながら歩いていたが、道が険しくなるに従い、話をする余裕がなくなった。

			　はー、倒れそうだ。前の男たちとの距離が広がっていく。

			「おい、お前ら、待て。一度休憩するぞ」

			　私たちの後ろを歩いていた大剣の男……どうやらリーダーらしい男が声を上げた。

			「休憩？　やった！」

			　ハーグ君がうれしそうな声を上げ、私とテラはお礼を言う。

			「ありがとうございます」

			「お前らな、自分たちの立場がわかってんのか？　俺たちにさらわれて、これから売られるんだぞ？」

			　呆れたようにリーダーは頭をかく。

			「どこに連れていかれるのかとか、助けてくれとか、なんか他に言うことあるだろ？　泣くとか震えるとか」

			　首を傾げる。

			「今までさらった子供たちは何て言っていましたか？」

			　私の質問に今度はリーダーが頭をひねった。

			「ん？　そういえば、助けてくれと泣いた子供はいなかったか？　この先を不安がって震えるやつはいたが……。ああそうだ。殴らない？　って聞かれたことがあったな。大事な商品を傷ものにはできないと言ったら、うれしそうな顔をしてた」

			　そこまで言って、リーダーは立ち上がった。

			「はっ。魔欠落者のガキどもは肝が据わってるのか、諦めがいいのか……。まぁ、こちらとしてはギャーギャー騒いで逃げられるより楽だがな！」

			　殴られないと聞いてほっとするか。今まで連れていかれた子供たちも、辛い思いをしてきたんだろう。魔欠落者というだけで……。

			　ぎりりと奥歯を噛みしめる。

			　子供たちを助けたら、レイナさんが国を変えるのに協力してくれる子には協力してもらおう。

			　もちろん帰る場所があるのなら、帰ってもらって……帰る場所がないのなら、魔獣の森の村に連れていってあげよう。

			　家族が増える。

			　私やルークを受け入れてくれたように、村の人たちはきっと受け入れてくれる。

			「さ、休憩はおしまいだ。行くぞ！」

			　あれ？　遠くに人の姿が見える。

			　危ない、モンスターと間違えて収納しそうになった。そうか。このあたりにも人は来るんだ。

			「そろそろ中級モンスターが出てくるぞ。用心しろ」

			　リーダーが前の二人に声をかける。

			「ああ、わかってる」

			「お前たちもモンスターを見かけたらすぐに教えろよ」

			　禿頭の男が振り返って私たちに命じた。黙って頷く。

			　角兎や牙兎が時折、姿を現し始めた。

			「【火】」

			　禿頭の男が小さな火魔法でモンスターに脅しをかけ、ひるんだすきに髭面の男が剣を振る。前の二人がうち損ねたモンスターをリーダーが始末していった。

			　そうして順調に進んでいたところ、突然髭面の男が足を止めた。

			「待て」

			「どうした？」

			　リーダーが髭面に尋ねる。

			「これ……」

			　足元から何かを拾い上げ、髭面がリーダーに見せた。

			「アネクモの糸か！　まずい！　近くにいるのか？」

			　リーダーが顔をあげる。アネクモは木の上に巣を張り、突然降下して人を襲うからだ。

			「糸はどちらに延びてる？」

			「あっちだ」

			「くそっ、野営地のある方向か……」

			　リーダーが顔をしかめる。

			「どうする？　引き返すか？」

			「いや……。少し遠回りして行こう。野営地にはモンスターは近づかないはずだ」

			　モンスターが近づかない？　野営地って、滝のある場所なんだろうか。

			「おい、お前ら急ぐぞ」

			　そこから先、男たちは今まで以上にスピードを上げて歩き出した。

			　その様子から、決して男たちにとってもこの道が安全とは言えないことがわかる。命の危険を冒してまで進むほど、たくさんのお金が手に入るのだろうか？

			　魔欠落者の子供にそんなにお金を出す人がいる？

			　急いで移動したものの、野営地に着く前にあたりは薄暗くなってきた。

			「畜生、どっちだ」

			　いつもと違う道を進んだため、野営地にたどり着けないでいた。

			「おい、お前ら、ここで少し待ってろ。探してくる」

			　リーダーが縄を出し、私たち三人の腕を木に括(くく)り付けた。

			　そして三人の男たちが光魔法で前方を照らしながら離れていった。

			「おい、お前たち、大丈夫か？」

			「は？」

			　男たちの光魔法が遠ざかると、突然後ろから声がかけられた。

			「だ、誰？」

			　振り返ると白い髪の男がいる。

			「あ、あなたは……」

			　ファーズさんと言おうとして口をつぐむ。

			「宰相を助けた矢を放った人？」

			　テラの言葉に、白い髪の男が小さく頷いた。

			「ああ、見てたのか。ならわかるな。俺は弓使いのロンダース。ロンだ」

			　見てた。私も舞台というか小屋の上で。私の顔は覚えられてないのかな。

			「お前たち、大丈夫か？　あの男たちにさらわれたのか？　今助けてやる」

			　ロンさんが腰から短剣を引き抜いてロープにあてがった。

			「待ってください！」

			　せっかくおとなしく言うことを聞いてここまで来たのだ。

			「待て？　あいつらがいつ帰ってくるかわからない。急がないと」

			　ロンさんの言うことももっともだ。だから、急いで説明と、お願いをする。

			「オイラたち、先に捕まった子供と合流して助けるつもりなんだ」

			「そのために、黙って連れていかれる必要があるんです」

			　ロンさんが驚いた顔をする。

			「なんだって？　わざと捕まっているのか？」

			　細かい説明をしている暇がないので、頷いて話を進める。

			「そうです。でもよく考えたら。どこに連れていかれたのか場所を説明する手段がなくて……ロンさんお願いがあります。私たちの後をつけて、どこに連れていかれたのか場所を覚えてファーズさんに……宰相に伝えてもらえませんか？」

			「宰相に伝えろだと？　いや、俺のような立場の人間が宰相に会えるわけないだろう？　せいぜい城の門番に伝言するのがやっとだと思うぞ？」

			　うーん。事前にブルーを通じてロンさんのことを伝えてもらえば大丈夫なはずだ。

			　ただそれをどう説明するか。

			「宰相は、兵の採用試験であなたのことを覚えていると思います。白髪の弓使いが訪ねてきたら宰相と会えるように手配しておきますから、お願いします」

			「手配？　風魔法で王都に伝えるのか？　王都は遠いぞ？　とてもそこまで声が届くとは……」

			　ああ、どうしよう。光が再び目に入ってきた。男たちが戻ってくる。

			「大丈夫さ。カイン兄貴と合流すれば、王都だろうと声は届くさ。すごいんだぜ、カイン兄貴」

			　ハーグ君がどんっと胸を叩く。

			　ありがとう。うん、そういうことでロンさんは納得してくれたようだ。

			「わかった。とにかくお前たちの後をついて、たどり着いた場所を宰相に伝えればいいんだな。できるかどうかわからないがやってみるよ」

			「お願いします」

			「ああ。お前たちも無理するなよ」

			　光がチラチラと揺れて近づいてきた。男たちが戻ってきたのだ。ロンさんは急いで私たちの元を離れて姿を隠した。

			　森を西へと進んでいるということはわかっていた。だけど、たどり着く場所がどこかなんて正確に伝える手段はない。ファーズさんたちに助けを求めるにしても「どこ」が伝えられないと困る。もちろん私たちだけで何とか子供たちを助けるつもりではいる。魔欠落者の子供と合流するのだ。子供とはいえ力を合わせれば何とかなるはずだ。

			　……最悪、ブルーにお願いすれば……。

			　だけど、できればブルーにはお願いしたくない。人の争い事にブルーを何度も利用するなんてずるいと思う。

			「おい、お前ら急げ。もうじき真っ暗になる」

			　リーダーが縄をほどいて私たちの背中を軽く押した。二人の男の光魔法を頼りに後を追う。

			　しばらくして、水音が聞こえてきた。

			「滝だ」

			　やはり、野営地と呼ばれる場所には滝があった。

			「ほら、あそこに固まって今日は野宿だ。いいか、逃げようとするなよ？　滝から離れればモンスターだらけだ。死にたくねぇだろ？」

			　やはり後ろが壁になっている場所。いつの間に集めていたのか禿頭の男が枝をくんだ。

			「【火】」

			　火魔法で火を点けると、すぐに焚火で木に刺したパンをあぶる。

			「ほら、食え」

			　男の差し出したパンをかじると、温められたパンは朝食べたものより柔らかくなっていておいしかった。

			「ありがとう」

			　口から出た言葉に禿頭の男は小さく舌打ちした。

			「リーダーも言ってるだろう。俺は親切でしてるんじゃないからな！　明日空腹で倒れられたら迷惑だから渡してるんだ！」

			「でも、温めてくれた。ありがとう」

			「【取出】」

			　収納からナナバを一房取り出す。房には十本前後のナナバが付いている。

			「森で見つけたの」

			　と、ナナバを取ってみんなに手渡す。もちろん男たちにも。

			「お、ナナバじゃねぇか」

			　男たちは素直にナナバを受け取ってくれた。毒でも入っていると疑いもしないんだ。

			　そういえば、私も男たちから差し出されたパンに毒が入っているなんて疑いもしなかった。

			　ふと、常に命を狙われ、毒を気にして食事すら自由に食べられないレイナさんのことを思った。そこまでして頑張ってくれている。私、もっとレイナさんのために何かしてあげたい。何をしてあげられるだろう。

			　テラ……は協力を約束してくれた。魔欠落者の力が必要だというのなら……。

			「あの、聞きたいことがあるんですけど……」

			「なんだ？」

			「魔欠落者がどこにいるかっていう情報は、どうやって集めているんですか？」

			　禿頭と髭面がぷっと笑った。

			「情報なんて集めようと思わなくたってなぁ」

			「ああ。教会に行けばみんな噂してるぞ」

			　教会？

			「どこそこの子が悪魔付きだとか、あそこで悪魔付きがうろうろしているとかな」

			「そうそう神父に密告する人間も後を絶たないからな」

			　密告？

			「隣の家の子供が五歳になっても魔法が使えないみたいだ、悪魔付きに違いないとか」

			　禿頭の言葉に続いて、髭面も話し始めた。

			「懺(ざん)悔(げ)の間の話も駄々漏れだしな。親父が、水をくれと訪ねてきた男に水を恵んでしまった。水を欲しがるなんて魔欠落者に違いない。悪魔付きに水を恵んだ父親を救いたまえとかよ。もしそれで地獄に落ちるなら、パンを渡した俺らなんてとっくに死んでるよな？」

			　懺悔？　水を出してあげる、たったそれだけのことが罪だっていうの？

			　ガルパ王国の教会の……神殿の教えは……本当にひどい。

			　げらげらと教会の教えを笑い飛ばした髭面の男に、ハーグ君が尋ねた。

			「信じてないの？」

			　リーダーがハーグ君の頭をポンッと叩く。

			「はっ、悪事を働いてる人間が、神を信じてどうする。信じてたら悪事なんて働けねぇだろ」

			「てかさ、神殿のほうがよっぽど悪いことしてるぜ？　懺悔した人間に何て言うと思う？」

			　わからなくて首を横に振る。

			「その罪は銀貨三枚で救われるでしょう」

			「なんだそれ？」

			　ハーグ君が大声を出した。リーダーが冷たい声を発する。

			「つまるところ、神殿なんてのは、人々を救うためにあるんじゃねぇよ。悪徳商人だな」

			　悪徳商人？

			「そうそう。回復魔法が得意な人間が配置されてるだろう？　怪我や病気につけこんで、大金を請求するのは有名な話だ」

			　リーダーの言葉にテラが小さく頷いた。

			「お金のない人たちは、僕に治療を頼みにくる……。人目を忍んで……」

			「ああ、お前は回復魔法が使えたんだな。どうせ神父より回復魔法が使えるんだろう？」

			　リーダーの言葉は不思議だ。魔欠落者を馬鹿にする言葉を含まない。

			「自分たちよりも回復効果が高くて安く治療する人間がいるとな、神殿にとって金儲けの邪魔だろ。お前たちを悪魔付きって呼んで、悪魔付きに治癒してもらうと不幸になるって言ったほうが都合がいいんだよ。金儲けのために魔欠落者を悪魔扱いしてるってだけだ」

			　あ。同じだ。レイナさんが言っていたことと。

			　神殿の教えは、神殿側の都合。自分たちに都合がいいように言っているだけだっていう……。

			「リーダー、今までそんなこと……俺たちは、悪魔付きを街から排除してる、良いことをしてるんだって言ったじゃないか」

			　髭面の男が青ざめた。

			「はっ。そうだった。悪魔付きを街から排除する立派な仕事を俺たちはしてる。神殿の人間も街の人間も、だから俺たちを悪く言うことはないさ。それに」

			　リーダーが私たち三人の顔を見る。

			「俺らは、お前たちを殴らない。食べ物も水も与える。な？　悪いことなんてしてないだろう？」

			　魔欠落者を殴らない、食べ物も与える……？

			「ちげぇねぇ。誰も不幸になってやしないな。俺らには金が入る」

			　髭面の顔色が戻った。リーダーは神殿の教えを信じてはいない。でも、髭面の男は信じているのだろう。魔欠落者は悪魔付きだと。悪魔付きだから、何をしても許される。むしろ、悪魔付きに親切にすると罰せられると……。

			「よかったな、お前たち。魔欠落者なのに、痛い思いをしなくていいし、腹も空かせなくていいなんて幸せだろう？」

			「ふっ」

			　ふざけないで！

			　殴られなくたって、食べ物が貰えたって、自由を奪われて売られるんだもの！　家族や友達と引き離されるんだもの！　って言おうとして言葉を飲み込む。

			　ハーグ君やテラも同じようにぎゅっと口を強く引き結んでいる。

			　大人しく言うことを聞いて、前にさらわれた子供たちと合流するって決めたんだ。ここで逆らうわけにはいかない。

			　食べ終わったらすぐに寝るように言われた。明日、日の出とともに移動を開始するために。

			　

			　なかなか寝付けないでいた。見張りで一人起きている男は、少し離れた周りがよく見渡せる場所に座っている。

			　ハーグ君とテラと残りの男たちが寝息を立てているのを確認して、ブルーの毛に触れる。

			「ブルー、起きてる？」

			『ヌシ、起きてるぞ。ずっとあいつらがお前の心配をしてうるさくてな』

			　あいつら？　ブルーの毛を持っているのは、ルークとレイナさんだ。二人のことかな。

			「ごめんね。えっと、そのうるさい人に伝えてほしいんだ」

			『うむ、今ならあやつらともつながっている。ヌシの言葉をそのまま伝えよう』

			　すぐにブルーが返事を伝えてくれた。

			『エイル？　大丈夫なの？　うるさい人ってどういうこと？　――とちびが言ってるぞ』

			　え？　ブルーったら、本当にそのまま伝えてくれたんだ。うるさい人ってところまで……。

			「私は大丈夫。テラという回復魔法が得意な子と一緒だから病気や怪我をしても平気だし、危険があればブルーが助けてくれるからね」

			『テラ？　……僕はもう必要ないってこと？』

			「違う、そうじゃないよ。ルークは私にとって大切な家族だもの。必要あるとかないとかじゃないよ。テラは、レイナさんの回復魔法の得意な人を派遣するっていう計画に協力してくれるんだって。他にも協力してくれる人を連れて帰れるように今頑張ってるところ」

			『エイルちゃん、どういうこと？　さらわれたって聞いたけど、大丈夫なの？　私のために無理しないで！　どこにいるの？　すぐに助けに行くから！　あ、私が行きたいけど……俺が行く！　レイナ、俺がエイルを助けてくるから安心しろ。馬鹿じゃないのファーズ、ファーズは宰相の仕事があるし、レイナさん一人城に残すほうが危険だってわかってるだろ』

			　うーん。ブルーがすべて伝えてくれるのはいいけれど、ルークとレイナさん、それにファーズさんの言葉までが混じっている。ファーズさんは毛を持っていなかったはずだから、レイナさんと手でもつないでいるのだろうか？

			　……うん、想像できないな。っていうかルークがファーズさんに馬鹿とか言っていたような。だんだん言いたい放題だね。

			「ファーズさん、兵の選抜試験で矢を放った白い髪の男の人を覚えている？」

			『ああ。ぜひ兵に欲しかったが、残念だった。アネクモ狩りをすると言っていたな』

			「ロンダースさんって言うの。その人が、私がどこにいるのか伝えに城に行くはずだから。もし、助けが必要になったら、そこにアマテさんと何人か派遣してください。たぶん、助けが必要になることはないと思うの。ブルーの他にも火魔法の得意なハーグ君もいるし」

			　三人の声……ブルーの声だけど、話し口調をブルーが忠実に再現してくれるから、まるで三人と本当に話をしているようだ。たった一日離れているだけなのに、懐かしい。

			『なんだ、火魔法が得意なって、俺は必要ないってことか。ぷっ、ファーズもルークと同じこと言ってる。真似するなよファーズ。ま、真似じゃねぇ』

			　誰が誰の言葉なのか、わかるけど、混乱するよ。

			「私は私で頑張るから、皆もすべきことをしてください。心配かけてごめん……心配してくれてありがとう。本当に大丈夫だから。えっと、また連絡します。何かあれば、ブルーに乗ってひとっとびで帰るから本当に大丈夫」

			『と、ヌシは言っている。――わかったか、ヌシのことは我に任せておけ。火魔法使いや回復魔法使いの代わりはいても、我の代わりはどこにもいないからな』

			　ブルーがクックと笑った。

			『エイルちゃん、無理しないでね。二人はちょっとむくれてるけど、ブルーのことを信用してるから黙ってる。じゃあ、また明日！　――つながりはここでおしまいだ、ヌシ』

			　むくれてる？　なんで？

			　確かに火魔法や回復魔法を使える人なんていくらでもいるよ。でも、ルークの代わりもファーズさんの代わりもどこにもいないのに。回復魔法が使えなくたってルークは大切な家族。ファーズさんもそう。魔法が使える使えないなんて関係ないのになぁ。

			「ありがとうブルー。またお願いね」

			『了解した。我はもう寝る』

			「うん、おやすみブルー」

			　あれほど寝付けないと思っていたけれど、話を終えると眠気が襲ってきた。

			　

			　次の日、日が暮れる寸前、木々の切れ目から前方に高い塀が見えた。どこまでも続く長い塀。

			「お前たちが行くところはあそこだ」

			　塀に大人の腰くらいまでの高さの小さな扉が一つついていた。

			　リーダーがドアをノックすると、扉が内側に開いた。

			「ほら、入れ」

			　背中を押され、中に通される。目の前にはまた壁だ。どうやら塀の中にすぐに建物が建っているようだ。

			「今回は三人。汚いガキが光、そっちのガキが回復、女が収納だ」

			　扉の内側にいたのは、枯れ木のように肌から水分の失われた、かなり高齢の男性だった。

			　椅子に座って小さな声で私たちにそこにいなさいと言ってから、リーダーと値段の交渉をしている。

			「なぁ、汚いガキってオイラのことだよな？　テラとそう変わんねぇだろ？」

			　ハーグ君がぼそりとつぶやいた。

			　うーん。服装は確かに二人とも薄汚れてるんだけど、ハーグ君と違ってテラは髪の毛は整えられてるからなぁ……その違いかな？　と思ったけど口にしない。

			　男はリーダーとの交渉を終えると、がしゃりと扉に閂(かんぬき)をかけて南京錠を取り付けた。

			　そのあと、ベルを大きく打ち鳴らす。

			　エヴァンスの屋敷ほど大きな建物。ベルの音がどこまで届くものかと思っていたら、すぐ上にある二階の窓からするすると縄梯子が下りてきた。

			「ほら、行け」

			　梯子を上るの？　一階に出入口がない？

			　逃がさないようにしているのかと思うと、背中が寒くなる。私たちの前に売られた子供たちは大丈夫なのだろうか。

			「あの老人も魔欠落者かな」

			　ハーグ君が梯子を上りながら話しかけてきた。

			「ああ、そういえば風魔法使ってなかったね」

			　確かに。

			　私が恐怖ですくんでいる間に、ハーグ君とテラはいろいろ見て考えている。そうだ。落ち着こう。まだ何もわからない。わからないことに怯えて、考えることを放棄しちゃだめだ。

			　

			「ようこそ、妾(わらわ)の城へ」

			　通された部屋は思いのほか広く豪奢だった。悪魔付きと呼ばれる人間を招きいれるような場所としてふさわしいとはとても思えない。

			　舞踏会が開けそうなほど広い部屋の奥に三段高い台がある。

			　そこにひじ掛けのある背もたれの高い椅子に黒い女性が腰かけていた。

			　真っ黒なドレスに顔を覆う真っ黒なベール。

			　唯一見える手から、それほど年かさではないことだけが判断できた。
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			「哀れな魔欠落者の子供たちよ、お前たちはこれから妾のために一生働くのじゃ」

			　女の声は高く、感情の色が見えにくい。表情が隠されているから余計にそう思うのか。

			　哀れと言いつつ、馬鹿にした響きもなければ同情した響きもない。

			「お前たちには一切の自由はない。逃げることもかなわぬ。死ぬまで、ただ妾のために生きるのじゃ。恋愛もできぬまま、結婚も望めぬまま、ただ生きて働いて死ぬだけじゃ。あはははははははっ。哀れじゃ。哀れじゃのぉ」

			　盛大に笑い出した。

			　だけどやはり、その笑い声には感情が見えなかった。違う。楽しくて笑っているようには聞こえなくて、悲しんでいるように聞こえた。

			「優しい妾は、今日だけは仕事を免除してやろう。明日から皆と同じように働いてもらうぞ。新入りだからと言って、子供だからといって容赦はせぬ。連れていけ」

			「はい。ジョセフィーヌ様」

			　ジョセフィーヌ様というのがこの女性の名前らしい。貴族？

			　ジョセフィーヌ様は部屋に控えていた男に命じると、奥の扉から出ていった。

			「まずは、汚れを落として着替えろ、こっちだ」

			　通された部屋は、ベッドが四つ並んでも十分な広さがあった。クローゼットに鏡台に窓辺には花瓶があり、花まで飾られている。

			「下手な宿より立派だね」

			　テラが驚いている。

			「すげー、ベッドやわらけぇぞ！」

			　はしゃぐハーグ君の様子を見て、案内してきた男がくっと小さく笑いを漏らした。

			　それから厳しい口調で、汚れるから早く汚れを落として着替えろと言われる。

			　部屋には続きで小さな湯あみ場があった。大きなタライが一つと少し小さめのタライが二つ置かれている。

			「これを使え、着替えはこの中だ。脱いだ服は処分する。そこに放り込んでおけ」

			　清潔そうな体拭き用の布と籠(かご)がそれぞれに渡される。

			「適温でタライを満たせ【水】熱湯【水】【水】」

			　男は最後に湯あみ場のタライに水を満たして部屋を出て行った。

			「なんだ？　今の呪文の唱え方？」

			　あ！　私は知ってる。……今の人、もしかして魔欠落者？

			「うわー、これ、お湯だ！」

			　ハーグ君が湯気の上がるタライに顔を近づけてびっくりした顔をしてる。

			「冷めないうちにせっかくだから入ろうか？　レディーファーストでエイルちゃん先にどうぞ。次は僕で、最後にハーグな」

			　テラの提案に、ハーグ君が抗議の声を上げた。

			「なんで、オイラが最後？　テラ、じゃんけんだ！」

			　いや、テラも本当は女の子なんだよって、言うわけにもいかない。

			「あの、ハーグ君が一番その、汚れてるから、なるべく汚れないように使うとやっぱりそういう順番がいいと思うよ？」

			　テラはスラムで生活していたけれど、体も服もそこそこ綺麗だ。洗濯したり体を拭いたりしていたのかもしれない。

			　一方ハーグ君は泥まみれとまでは言わないけれど、かなり汚れた服に、首や腕にところどころ垢(あか)が浮いている。

			「あー、うん、そうだな。エイルのいう通りか。仕方ない、オイラは最後でいいよ！」

			　湯あみ場には体をこするためのスポンジや石(せつ)鹸(けん)までも用意されていた。

			　随分待遇がいい。

			　用意されていた着替えは、柔らかな生地でできた下着。丈夫そうな厚手の布でできた薄茶色のシャツと、動きやすそうな濃い茶色の長ズボン。それから、ふわふわとフリルが付いたかわいい真っ白なエプロンだった。

			　それから、最後にもう一つ。

			　収納と書かれた橙(だいだい)色の細長い布。どうやって身に着けていいのかわからず首を傾げる。エプロンと布は手に持って湯あみ場を出た。

			「これ、何に使うのかな？　エイルちゃんもあった？」

			　テラが細長い布をぶらーんとぶら下げて湯あみ場から出てきた。

			　服は私と一緒だ。だけれど、謎の細長い布は違った。白だ。そして回復って書いてある。

			「うん。私のはこれ。収納って書いてある。テラのには回復って書いてあるから、ハーグ君は光って書いてある布が入ってるかもね？」

			　という私の言葉にテラが目を見開いた。

			「エイルちゃんは、文字が読めるの？」

			　あ。そうか。文字の読み書きは誰もができるわけじゃないんだっけ。だとすると、この布に文字を書いてる意味って何？　目印にするためじゃないのかな？

			「なぁー、これ、何に使うんだ？」

			　湯あみ場のドアが開いてハーグ君が顔と腕を出した。腕の先には石鹸が握られている。

			「石鹸だよ。一緒に置いてあったスポンジにこすりつけて泡立てて使うんだ」

			　質問にテラが答えた。

			　ハーグ君は石鹸もスポンジも見たことがない。

			　テラは石鹸やスポンジは知ってるけど文字は知らない。

			　魔欠落者だからってひとくくりで考えてはいけない。きっと五体六法満足な人たちにもいろいろいる。神殿の教えを信じる人もいれば、人さらいのリーダーのように信じていない……いいえ、それどころか神殿を金儲けの悪徳商人だと言う人もいる。

			　

			　ハーグ君もすっかり身ぎれいになって湯あみ場を出てきた。

			「ねぇ、ハーグ君のところにもこういうの入ってた？」

			　橙の細長い布を見せる。

			「あー、あったぜ。これ、頭にでもまくのかな？」

			　黄色い細長い布をハーグ君がズボンの後ろについているポケットから取り出した。

			「光……だね」

			　書かれた文字を読む。

			「え？　光？　これ、そう書いてあるのか？　っていうか、エイル、お前何者だ？　陛下たちと村で知り合ったって話は聞いたけど、それから文字とか覚えたわけじゃないよな？」

			　何者？　私は何者だろう。言ってはいけない父親の家名はある。言ってはいけないということは、言うと父親が誰かバレるということだ。

			　ということは、ある程度知れ渡っている家名ということ？　母様と私は隔離されていたとはいえ生活に困ることはなかった。……それなりに裕福な家だったのだろう。

			「文字は、死んだ母様に教えてもらった。だけど、母様は自分のことは教えてくれなかった」

			　そうだ。母様は自分のことはあまり話さなかった。時々懐かしそうに昔のことを話すことはあったけど。

			　母様にもらったペンダント。青い石のペンダントは、おばあ様にもらったものだと言っていた。

			「そうか……死んじまったのか……」

			　ハーグ君はそれ以上尋ねるようなことはしなかった。

			「なぁ、オイラたちどうなると思う？　この服さ新品だろう？」

			　ハーグ君が私とテラと同じシャツとズボンを指さした。

			「ってことはさ、前に売られてきた魔欠落者は生きてて、お古の服がないってことじゃないかな？　兄貴たちも無事ってことだよな？」

			「だけど、僕たちの着てた服を処分すると言っていたし、単にお古というものが嫌いなだけという可能性もあるよ？」

			　二人が、今与えられた情報だけでいろいろと考えを巡らしている。

			「死ぬまで働けっていってたじゃん。だからきっと生きて働かされてるんだよ」

			「確かにそうだね。この恰好で働かされるってことは、体を動かす仕事かな」

			「私、女子だからか、これもあった」

			「エプロン？　じゃあ、この屋敷の下働きかな？」

			　いろいろと三人で話をしてはみたけれど、まったくわからなかった。細長い布の意味も。

			　しばらくしてあの男が部屋に食事を運んできた。

			「あ、水って書いてある」

			　さっきは気が付かなかったけれど、男の腰に青い布が巻かれていて、その布には水と書かれていた。

			「お前、これが、文字が読めるのか？」

			　男が私の顔を見た。

			　はっと口を押さえる。

			　男はテーブルに食事の盆を置くと、部屋に備え付けられた鏡台の引き出しから紙とインク壺とペンを取り出した。

			「お前の名前は？」

			「エイル」

			　男がペンを持ち、たどたどしい手つきでエイルと書いた。

			「二人の名は？」

			「ハーグだ。そっちはテラ」

			　男が再びペンを持ち、ハーグと書いた。次にテ、リ。

			「あっ」

			　思わず声が出る。

			「そうか。文字がわかるか」

			　しまった！　わざと間違えて書いたんだ。

			「なぁ、これなんだ？」

			　ハーグ君が話題をそらそうとしてか、黄色の細長い布を持って男に質問した。

			「私のように腰に巻いてもいいし、スカーフのように首に巻いてもいい。手首だろうが腕だろうが頭だろうがどこでもいい。他の人が見てわかるようにどこかに身に着けてろ」

			　そこまで言って、男はちらりと私を見た。

			「ちょうどいい、忘れないようにメモを取れ」

			　ペンと紙を渡される。

			「黄は光、白は回復、収納が橙、私の青は水、風は緑で、火が赤だ」

			　言われたことを紙に書きとる。

			「ほう、ずいぶん書きなれているようだ。私よりも読み書きは得意そうだな」

			　男が私の手元をのぞき込んでニヤリと笑う。

			「明日までに色の意味を覚えておけ。ここで生活するうえで、水が飲みたければ青、具合が悪くなれば白を見つけて頼むことだ。お前たちも頼まれたら決して断るな。それがまず一つ目のルールだ」

			　一つ目のルール。

			「なぁ、あんたも魔欠落者なのか？」

			　腰に巻かれた青い布を指さしてハーグ君が男に尋ねた。

			「あんたも？　いいや。違う」

			　そうなの？　あの温度を調整できる水魔法は誰にでも使えるっていうこと？　でも、レイナさんは魔力が強いけれど、お湯は出せなかったんじゃないかな？

			「ここには魔欠落者はいない。私は水魔特化者だ」

			「「「え？」」」

			　私たちの声が重なった。

			「お前たちは光魔特化者、回魔特化者、収魔特化者だ」

			「収魔特化者……？」

			　男が頷く。

			「もう一度言う。ここには魔欠落者などいない。ジョセフィーヌ様に仕えたときから、我らは特化者だ。ルールの二つ目は、魔欠落者という言葉を使わないことだ。覚えておけ。さぁ、食事が冷める。さっさと食べて寝ろ。明日からは馬車馬のように働かされるからな。覚悟しておくんだ」

			　男はそう言い残して出て行った。

			「光魔特化者か……なんか、かっこいいな」

			　ふふっとハーグ君が笑った。

			「魔欠落者を……悪魔付きを雇っていると知られると都合が悪いから、魔欠落者はいないということにしているんだろうか？　まぁ雇われているわけではないけれど……」

			　テラがうーんと首をひねる。

			「まぁ考えるのは後にして食おうぜ。見てみろよ、これ！」

			　パンと具のたくさん入ったスープ。それから、肉まであった。

			「すげーな。売られた初日だからかな。逃げ出そうとしないためにごちそう食わせて、ふかふかのベッドで寝かせるのかな。ラッキーだな。オイラたちどうせ逃げる気なんてないのになぁ」

			「はは。本当だ。そう考えたら今夜はラッキーだね。明日から、どんな状態になるかはわからないけど」

			　ないものからあるものに目を向けるだけで……。私たちは魔欠落者じゃなくなる。

			「おいしい」

			　口に入れたスープは優しい味がした。

			「なぁ、頼まれたら断っちゃダメってルール聞いたよな。ってことはさ、風魔法の使い手……えーっと、緑だっけ？　緑の人にエイルやテラに声を届けてくれって頼めば、連絡が取れるってことかな？」

			「そうだね。流石に逃亡計画はバレるから話せないにしても、自由な時間が取れるようなら、会う約束くらいはできないかな？」

			「みんな同じ場所で働かされれば問題ないんだけどね……なんか、私も男の子のふりすればよかったなぁ」

			　エプロンをつかんで持ち上げる。

			「んー、どうなんだろう。まだ子供の姿一人も見てないし。大人の魔欠落……あ、えっと、魔特化者はさっきの人の他にいるかわからないし。門番っての？　お金をあいつらに渡してた老人ってさ、布つけてなかったよな？」

			　ハーグ君の言葉に老人を思い出す。どの布も目立つから、身に着けていたとすれば覚えているはずだ。確かにつけてなかった。

			　この先どんな扱いされるのかわからないものね。

			　

			　次の日、朝食が運ばれてきてから少しして、ドアが開き、いつもの男が顔を出した。

			「おい、お前、ジョセフィーヌ様がお呼びだ。ついてこい。他の二人はすぐに仕事だ。さっさと食事を済ませろ」

			　え？　ジョセフィーヌ様が私を？

			　ハーグ君とテラが小さく頷いた。大丈夫、頑張れって言っているようだ。

			　通されたのは、初めに連れていかれた広間とは違い、書類のたくさん載った机や本棚が所狭しと並ぶ執務室のような場所だった。

			　机の数は四つ。奥に一つだけ他のよりも大きな机があり、そこに黒い服に身を包み、ベールを被った女性が座っている。

			「ジョセフィーヌ様お連れいたしました」

			「ふっ、下がってよい」

			　男は頭を下げて部屋を出る。部屋には私とジョセフィーヌ様だけが残された。

			「哀れな魔欠落者の娘、名をなんと言ったか」

			「……エイル、です」

			　くっとジョセフィーヌ様は笑い、一枚の紙を取り上げた。

			「そうじゃった。ここに書いてあったわ。エイル、ずいぶん美しい字を書くの」

			　字を褒められた？　お礼を言うべきか躊(ちゆう)躇(ちよ)していると、ジョセフィーヌ様の低い声が耳に届いた。

			「魔欠落者のくせに」

			　びくっ。

			　ジョセフィーヌ様が立ち上がり私のすぐ前に来た。

			　顎(あご)をつかまれ顔を上に向けさせられる。

			「魔欠落者のくせに、お前はなぜこのような美しい文字を書けるのじゃ」

			「母様が……母が教えてくれました」

			　ベールに隠され表情は見えない。

			　だけれど、ジョセフィーヌ様の手に力が入っていることから、ずいぶんと感情が揺さぶられていることがわかる。

			　怒りか。驚きか。悲しみか。

			「お前の書く文字は庶民のそれとは違う。いいところの人間が書く文字じゃ」

			「え？　私の書く文字が？」

			　なぜ母様は知っていたの？

			　父親もそこそこ裕福だったとは思うけれど、母様はどこでどうやって育ったの？

			「なぁ、エイルよ、いいところの子として生まれたのに魔欠落者だったお前は」

			　ジョセフィーヌ様の顔が私の顔に近づいた。ベールの奥の目の光が少しだけ見える。

			　憎しみの光？　そう感じて背筋が冷たくなる。

			「なぜ生きてる」

			　ドンと肩に衝撃が走る。

			　ジョセフィーヌ様が私の右肩をついたのだ。突然のことでそのまま後ろによろけて床にお尻をついた。

			「お前はなぜ生きていられる」

			　なぜ？

			「家の恥だと言われなかったのか」

			　言われた。父親に何度も何度も。

			「お前さえいなければと言われなかったのか」

			　言われた。言われた。父親に何度も。

			「死んでしまえと、言われなかったのか」

			　仁王立ちになって私を見下ろすジョセフィーヌ様。

			　言われた。そして……殴られた。そのたびに、母様が私をかばってくれた。

			　気が付くと涙が頬を伝っている。

			「生きているのは……母様がいたから。私のことを愛してくれた、母様がいたから……」

			　ジョセフィーヌ様の足元がふらりと揺れる。

			「はっ、はははっ、はーっはっはっは。愛か。愛など口にするとは愚かとしか言いようがないの」

			　机に手をつき体を支えるジョセフィーヌ様。

			「お前には愛を語る資格があるはずがなかろう？　お前の存在が家族を苦しめていたのじゃ。なぜ生きておる。なぜ死なぬ。愛があれば、その愛が本物であれば、愛する家族のために、なぜ死なぬのじゃ？」

			　私さえいなければ母様は幸せになれたの？

			　ううん、違う。違う。

			　いつも私を両腕に抱えて守ってくれた母様。

			　生きていてくれたらそれでよかったと涙を流していたラァラさん。

			　それから……スラムに子供を置いてきてしまったけれど、自分が食べるよりも子供に食べさせたいと痩せた手で食べ物を届けるテラのお母さん。きっと私の存在がいっぱい母様を苦しめてた。

			「死んだら、もっと苦しめる」

			　いつも謝っていた母様。魔欠落者に産んでしまってごめんねって。私が死んだりしたら……魔欠落者に産んでしまったという自分を責め続けるに違いない。

			「産んでくれてありがとうって、そう言うために私は生きてる」

			　ジョセフィーヌ様が机についた手が小刻みに震えている。

			　怒っている？　私、何か怒らせるようなことを言ってしまった？

			　でも、やめない。

			　生きている私を否定することは、私を大切に思っていてくれるみんなを否定することだもの。

			「幸せに笑って暮らしてる姿を見せるために……生きていきます」

			　沈黙が下りた。

			　呼吸音すら聞こえない。息を止めているのか。

			「ははは。それは残念なことだ。母様はなぜ今いない？　捨てられたのではないか？　お前はもうこの先幸せになどなれぬ。ずっと妾の奴隷として働くのじゃ。一生ここから出ることはかなわぬ。母親に言葉を届けることなど二度とできぬ」

			　力のない声だ。

			「母様は亡くなりました。だから、母様にはいつでも声を届けることができます」

			　人は死ぬと天に上ると言われている。夜空に輝く星は、亡くなった人の魂だと。指を上に向ける。

			「はっ。生意気な魔欠落者の娘。いいさ。妾が地獄を見せてやる。妾は魔欠落者が死ぬほど嫌いじゃ。憎い。妾の幸せを奪った魔欠落者がな！」

			　ドンッと机をこぶしで叩いた。

			「【風】新入りに仕事を教えてやれ」

			　ジョセフィーヌ様が風魔法で声を飛ばすと、すぐに一人の二十代半ばに見える女性が姿を現した。

			　貴族のお屋敷にいる侍女のような服装をしている。カラフルな色の布はつけていない。

			「文字が書けるようじゃ」

			　ジョセフィーヌ様の言葉に女性の顔が明るくなった。

			「それは素晴らしいです。収魔特化者というのも助かります」

			　ぺこりと女性がお辞儀をして部屋を出ていく。私もそれを真似して部屋を出た。

			　どういうことだろう。

			「私はツイーナよ。人事管理の仕事をしているの。働いているみんなの様子を見たり、御用聞きをしたり、まぁ説明するよりは実際に働いたほうが早いわね。名前は？」

			「あ、エイルです」

			　ツイーナさんはジョセフィーヌ様の前で「収魔特化者」と私のことを言った。

			　魔欠落者という言葉は使わないというルールは誰が決めたものだろう。ジョセフィーヌ様は私を何度も「魔欠落者」と呼び……そして、魔欠落者を憎んでいると言っていた。

			　わからないことだらけだ。

			　ジョセフィーヌ様に仕えるツイーナさんは私に対して不快な態度をとるようなことはない。

			　廊下を移動しながらツイーナさんは人懐こい笑顔を私に向けてくれた。

			「新入りはあなただけ？　一緒に来た子はいない？」

			「います。二人」

			「そう。何特化？」

			「光と回復です」

			「そう。じゃあ光の子はあそこで働くことになると思うわ」

			　ツイーナさんが窓の外を指さした。そういえば窓から外の景色を見るのは初めてだ。私たちが来た方向とは逆側が見える窓。

			　コの形に屋敷は建っているようで、建物に囲まれて整えられた庭が見える。噴水を中心に花々や木が植えられている。

			　庭の向こうには背の低い垣根がある。越えようと思えば越えられそうだ。垣根の向こうには大小さまざまな建物が建っていた。

			　部屋が二十ほどありそうな大きな二階建ての建物がいくつも並んでいる。一階建ては、何かの作業場のような簡素な建物から石造りのしっかりしたものまでいろいろだ。

			　小さな街の向こうには山があった。どうやらこの屋敷は後ろと東側が魔獣の森。前方と西側が山という場所のようだ。

			　ツイーナさんが指をさしたのは西側の山だった。

			「山？」

			「鉱山があるのよ」

			　鉱山？　鉱山で労働させられるってこと？　……重労働のイメージだ。大丈夫かな。ハーグ君にテラ。……それに、私たちより前に売られた子供たち。

			　あれ？　重労働であれば、子供よりも大人のほうが役に立つんじゃないの？　なんで子供なんだろう？

			「大丈夫よ」

			　ツイーナさんが私の背をぽんっと叩く。

			　一階に降りる。ツイーナさんの作業部屋だろうか。机と椅子、それに簡易なソファセットが置かれただけの部屋に案内された。

			「さて、ではエイルはこれを持ってね」

			　ツイーナさんが紙束を載せた木の板と携帯用インク壺とペンを私に差し出した。

			「それから、これを押していくんだけど」

			　部屋の隅をツイーナさんが指さす。そこには大人が三人乗れそうな大きなカートがあった。

			「私一人じゃ押せないからね」

			　じゃあ、収納して持っていきますと言おうとするより先に、ツイーナさんが風魔法で人を呼んだ。

			「【風】カート運びお願い」

			　現れたのは私たちと同じズボンとシャツの男の人だった。長い布は身に着けていない。

			「ツイーナお待たせ。その子は？　収魔特化者だろ？　なんでこんなとこにいるんだ？」

			「文字が書けるんだって」

			「へー、そりゃいい。ツイーナは字がへたくそだもんなぁ」

			「何よ、私だって、右手が使えればもっと上手に書けるわよ！」

			「へへへっ、どうだかなぁ。ツイーナのがさつな性格じゃ書く文字も想像できるけどな」

			　右手が使えれば？

			　ツイーナさんがカートの持ち手を左手で握る。その隣で男が右手で握って二人でカートを押し始めた。

			　ぶらぶらと揺れるツイーナさんの右手。動かないの？

			　ぶらぶらと揺れる男の左袖。袖の中は空洞だ。

			「あ、あの！　私が収納して運びます！」

			　後ろから声をかけると二人が同時に振り向いた。

			「大丈夫よ。いつものことだし。収納してほしいものは他にあるから。それに、これはジャッカの仕事なの」

			　ツイーナさんが男の顔をちらりと見る。

			「そ。足が丈夫な俺の仕事」

			　にぃっとジャッカと呼ばれた男が笑う。

			「まぁすぐにわかるから。行くわよ」

			　屋敷を出て、庭を突っ切って、垣根を越えて、一番手前の二階建ての建物の前に来た。

			「仕事の時間だぞー」

			　カートを押して男が建物に入っていく。

			　ジャッカさんが建物から出てきたときには、カートの上になんと男が二人と女が一人座っていた。

			「え？」

			　びっくりして立ち止まる。

			「ほら、収納では無理でしょう？　人を乗せないといけないんだから」

			　私の収納なら人も運べるというのは言えない。だから、素直に頷いておく。

			　人を乗せたままカートを押して、すぐ隣に建てられた簡素な建物に入っていった。

			　建物の中には食堂に置かれるような大きなテーブルがあり、そこを囲うように十人ほどの人が座っていた。カートに乗っていた人を、ジャッカさんが片手で持ち上げて椅子に座らせていく。

			「おーい、ジャッカ、アレとってくれ」

			「次は俺にハンマー」

			　作業場で、ジャッカさんは次々と人に頼まれて物を取って渡していく。

			「うん。今日もジャッカはよく働いてくれてる。健康状態も良さそうね。エイル、ジャッカと書いて二重丸」

			「あ、は、はい」

			　紙にジャッカと名前を書き、隣に二重丸を書いた。

			「足が丈夫な彼の仕事は物や人を運ぶこと。ほら、てきぱきと頼まれたものを間違えずに人に運んでいるでしょう？」

			　確かに。次々と頼まれる品物を、どこにあるのか探すようなこともせず、ぱっぱと渡している。

			　だけど、渡されるのを待っている人は、自分で取ったほうが早いんじゃないのかな？

			「さて、次のチェックね」

			　テーブルの一番奥に座っている人のところへ行く。

			「昨日の成果はこれだ」

			　小さな蓋つきの箱を男が開けると、中には柔らかそうな黒い布が詰められていた。

			「【取出】」

			　男が呪文を唱えると、黒い布の上に小さな輝くものがぽんっと現れた。

			「宝石……綺麗」

			　小指の爪よりもずっと小さな石だけれど、すごく輝いている。薄いブルーの宝石だ。

			　ツイーナさんが箱を持ち上げ、顔のすぐ前に持ってくる。箱の中に入っていた棒で宝石の向きを変えながらじっくりと確かめている。

			「うん、とても綺麗にカットされているわね」

			　ツイーナさんの言葉に男がふっと鼻を鳴らし、もう一度呪文を唱えた。

			「【取出】」

			　黒い布の上に、もう一つ薄いブルーの宝石が現れた。

			「え？　もしかして……」

			「ああ。昨日は二つ磨き上げた」

			　男が自慢気に鼻の下を人差し指でこすった。

			　ツイーナさんは新しく現れた宝石もしっかりと確認。

			「こちらも素晴らしい出来だわ。ポンズ、昇段よ。ジョセフィーヌ様に給料をあげてもらうわ！」

			　ツイーナさんの言葉に、男がガッツポーズをする。

			「やったな、おめでとう」

			「ポンズに先を越されたか！　次は俺だ」

			「おごれよ、給料上がるんだろう」

			　作業場に明るい声が上がった。

			「エイル、メモしてちょうだい。ポンズ、昇段」

			　言われるままにメモを取っていると、ガツンと大きな音がした。

			　ポンズさんの前にいたモミアゲの濃い男の人が、額を机に打ち付けていたのだ。

			　ガツン、ガツンと。

			「何をしているの！　やめなさい！」

			　ツイーナさんが叫び、ジャッカさんが慌てて男の肩をつかんで止めた。

			「俺はダメだ。歩けないだけじゃない。座ってする仕事だってまともにできねぇ。ポンズよりも二年も早くここで働いているのに、昇段できない……」

			　男の目には涙がたまっていた。

			「俺は、役立たずの出来損ないだ……」

			　歩けない？　もしかして、ここにいる人たちは皆、足が悪いの？　だからジャッカさんに運ばれてきたし、物を取るのをジャッカさんに頼んでいるの？

			　足が丈夫な俺の仕事と言って、ジャッカさんは物を運ぶ仕事をしている。ここにいる人たちは足ではなく手を使った仕事をしているということなんだ。

			「エイル、メモを。ハデストに×印を」

			　ハデストさんがビクンと肩を震わせた。

			　紙にハデストと名前を書く。だけれど、×印が書けなかった。

			　×印は……。

			「さぁ、エイル、きちんと記録を取りなさい。ハデストは自らこの仕事が向いていないと言ったのですから。×を」

			「ああああっ」

			　ハデストさんが机に突っ伏して泣き出した。

			「ジャッカ、ハデストを部屋に運んでちょうだい。こんな状態で宝石に触れられては原石がもったいないわ。他の人にも迷惑になりますから」

			　ジャッカさんは頷くとカートにハデストさんを乗せた。

			「すぐに戻ってくるから、エイルはここで皆の仕事の様子をよく見ておくこと。それから手の届かないものを取ってあげて」

			　ツイーナさんがジャッカさんと作業場を出て行ってしまった。

			　私の手元の紙にはまだ×印が書けないままだ。

			　役立たずの出来損ない……ハデストさんの言葉が耳の奥でこだましている。

			　私の前に座っていた中年の女性がくるりと振り向いた。そして、私の手を取って、大きな×印を書いた。

			「あ、待ってください、彼は、ちょっと他の人の昇段に情緒が不安定になっただけで……役立たずなんかじゃ……」

			「新入りだもんね、何も知らないんだから仕方ないけど」

			　女性がふっと複雑な笑いを顔に浮かべた。

			「だって、何年かここで仕事が続けられたんでしょう？　役に立たないなら、もっと前に追い出されるでしょう？　だから、彼は役に立つんですよね？」

			　女性が隣の空いている椅子をぽんぽんと叩いた。

			「後ろを向くのも大変だからね、ちょっとここに腰かけてくれないかい？」

			「あ、ごめんなさい……」

			　素直に椅子に座る。

			「ほら、これが私の加工した石さ。どうだい、綺麗だろう？」

			　見れば、ポンズさんの加工した石よりもずっと大きな、親指の爪くらいの大きな宝石があった。光が幾重にも反射して大きさだけでない加工による輝きが美しいと一目でわかった。

			「歩けなくたってね、誰も私のことを役立たずなんて言わないさ。これほど宝石を磨く技術に長(た)けた人間は他にいないだろうからね。だけど、ハデストはダメだ。三年、見てきたからわかる。努力していたが、とてもものにならない」

			　そんな……。

			「優しい子だね。そんな悲しそうな顔をしなくても大丈夫さ。ねぇ嬢ちゃん、役立たずでいることは苦しいんだよ、わかるかな？」

			　役立たずでいることが苦しいっていうのは、誰かの役に立ちたいけど立てないっていう苦しさ？　単純に役立たずの足手まといでいる劣等感が苦しいっていうこと？　それとも、役立たずと罵(ののし)られることが苦しいっていうこと？

			「私はね、ここに来る前は食堂に配置されてたのさ。芋の皮むきが私の仕事だった。歩けなくてもできるからね。だけど、私は役立たずだったよ」

			「え？」

			「どうも、へこんだ芽の部分の皮が少し残っているのが気になって仕方がなかった。食べて害がないのだから他の人は気にせず大方皮がむけたら次の芋に取り掛かるのに、私はその小さな部分が気になって一つの芋の皮をむくのに他の人の三倍も四倍も時間がかかったのさ。だから、私は役立たず。誰も私を責めやしなかった。だけれど、他の人のバケツがむいた芋の山になっているのに、私のバケツは三分の一も埋まっていない。それが心苦しくて。いくらむく練習をしても、やっぱり細かいことが気になって、気にしないようにと思ってもダメでね。だから、×がつけられた」

			　手元の紙の×印を、女性は指でとんっと叩いた。

			「役立たずには×。そうして、細かいことを気にしすぎる私はここに異動になった。ここの仕事はとても繊細だ。細かなことを気にしないようでは仕事にならない。小さな細かい作業を根気よく続けることが大切さ」

			「それって……」

			　女性がうんと頷く。

			「役に立っていないと苦しんで続けるよりも、自分が役立てる仕事に変えてもらったほうが幸せさ。そうだろう？」

			「はい！」

			　無能の役立たずじゃなくって、この場よりももっと役に立てる場所がある。

			「ハデストはね、どうも右手の握力が少し弱いようで、右手と左手でバランスよく石を磨くことができないでいたようなんだよ。だからこういう仕事はいくら続けても難しかったと思うよ。その代わり、工具の具合が悪いと、ちょいちょいと直してくれたからね。そういう仕事が向いてるんじゃないかな」

			　女性が、×印を再びトントンと叩いた。

			「ほら、メモしときな」

			「は、はい！」

			　工具の修理が得意。

			「嬢ちゃん、無能の役立たずっていうのはな、たいてい働かずに人を貶(けな)してるのさ。自分が無能の役立たずだって思いたくないから、人を貶して自尊心を保つのさ」

			　女性の前に座る老女がふふっと笑う。

			「嬢ちゃんは魔欠落者だろう？」

			　私の腕に巻いた橙色の布を指さす。

			　びくっ。そうだ。ここでは、このカラフルな布が魔欠落者を隠すことを許さないんだ。

			「魔欠落者だと馬鹿にする人間がいたらさ、そいつは無能の役立たずだ」

			　隣の男性が頷いた。

			「ちげーねぇな。文字が書けない学のなさを、魔欠落者のくせに文字が書けるなんて生意気だって言葉でごまかすのさ」

			「ハデストをかばおうとした優しさも、人を思いやることができない自分の醜さから目をそらすために、魔欠落者がいい気になるなって言うんだろうよ」

			　別の男性も頷く。

			「あの、ここにいる人たちは、魔欠落者は悪魔付きだって、だから、その……」

			　だから馬鹿にしたり貶したり……。

			「まぁ俺たちもさ、誰か彼かに似たようなこと言われたのさ。悪魔付きよりも役に立たないお前たちは何なんだってな。そこで考えたわけだ。悪魔って何だと」

			「なんつぅかさ、ここになじめない人間は、はなからここに残っちゃいないからなぁ。神殿の教えを心底信じてるやつはここにゃいない。神様に祝福された人間、悪魔に魅入られた人間、そんなもので人間は分けられるわけねぇよな。嬢ちゃんは優しいし、俺の家族は……家にいるときはまるで地獄だった」

			　混乱する。

			　魔欠落者だからさらわれて売られたのに。奴隷としてずっと働けと言われたのに。

			　ジョセフィーヌ様は、魔欠落者が憎いと言っていたのに。

			　ここにいる人たちは、魔欠落者を差別しないの？　なんで？

			「ま、ちゃんと仕事をして役に立っている限り、温かいご飯を腹いっぱい食べられるし、酒も飲める」

			「そういうこと。ここに役立たずはいない。嬢ちゃんもしっかり働けば追い出されないよ」

			　追い出されない？　逃げるとか逃げないとかじゃなくて？

			　どういうことなの？

			「おしゃべりばかりしてないで、仕事をしてください！　三角つけますよ！」

			　ツイーナさんが戻ってきて大声を出した。

			「あー、はいはい」

			　作業場の人たちは、すぐに作業に取り掛かる。

			「あー、ジャッカ、戻ってきたならそこの大きいほうの取ってくれ」

			　私も急いで立ち上がり、メモを持ってツイーナさんの元に駆け寄った。

			「ここは第一加工所ね。他のメンバーで問題があった人はいた？」

			　メモ用紙に第一加工所と書いて、全員二重丸と書き加えた。

			　それを見てツイーナさんが笑った。

			「ふっ。そう。まぁ、今日はそれでいいか」

			　それから、ハデストさんに関するメモを見て私の頭をなでる。

			「いい情報をゲットしたわね。エイルの仕事っぷりも今のところ二重丸だわ」

			　あの女性のおかげだ。私の手柄ではないので、少し複雑な気持ちだ。

			「じゃあ、次に行きましょう」

			　次の建物は、二階建てで頑丈そうな作りだ。一階に入ると、ぷぅーんと独特の匂いが鼻を突いた。何だろう。嗅(か)いだことのある草の匂いや木の葉の匂い……不快ではないけれど、いろいろな匂いが混じって濃い。

			「ここは医務局」

			　部屋にはいくつかの簡易ベッドと椅子やテーブルがあり、五人ほどの人が忙しく動いていた。

			　全員白い布を身に着けている。回復魔法の使い手だ。

			「製鉄所で火傷患者、レベル三」

			　突然風魔法で声が届いた。

			「製鉄所、レベル三の患者か、おい新入り、火傷の治療はできるか？　小さな火傷じゃないぞ。手一本とか広範囲の火傷だ」

			「大丈夫です」

			「じゃぁ、ついてこい。製鉄所はこっちだ」

			　すぐに男の人が一人、カバンを掴んで出口に向かった。

			「あ」

			　新入りと呼ばれたのはテラだった。

			「行ってくる」

			　そうか。テラは医局で働いているのか。

			「第二鉱山で発熱患者、レベル二」

			　小さく頷いてテラに返事する間にも再び声が届いた。

			「あー、俺行ってくるわ。薬、これでいいよな」

			　薬？　そうか。この匂いは薬草の匂いなんだ。

			　傷薬にシップ、飲み薬に……。自分の回復魔法では治せないけれど、教会にお金を払って頼むほどではない怪我や病気は薬に頼ることもある。

			　魔欠落者……ううん、回魔特化者の回復魔法はよほどのことがなければ治せないなんてことはないんじゃないの？

			　顔に思っていることが出ていたのか、ツイーナさんが教えてくれた。

			「回復魔法で熱が治まって体力が回復したとしても、熱が出たってことは疲れがたまっていたって言うことだからね。魔法で回復して治ったつもりでも、無理はできないんだよ。ちゃんとある程度時間をかけてしっかり治したほうがいいこともあるんだ。だから、体力回復の手助けと熱があんまり高けりゃ下げる手助けはするけれど、あとは薬でゆっくり治していくんだよ。だから、薬も使うのさ」

			　そうなんだ。なんでも魔法で何とかなるんじゃないんだ。

			「さ、いつもの、お願いね」

			　残っていた青年にツイーナさんが声をかけた。

			　青年は、大きなカバンを手に持ってツイーナさんの後を追って階段を上っていく。あ、私もついていかなくちゃ。

			　二階には四つほど扉があった。一番手前のドアをノックしてツイーナさんと青年が入っていく。

			「！」

			　部屋の入口で思わず立ち止まる。つい出そうになった声をぐっと飲み込む。

			　部屋にはベッドが六つ並び、痩せ衰えた老人たちが横たわっていた。

			　優秀な回復魔法の使い手が何人もいるのに寝たきりになっているということは……彼らは、死を待つばかりということなのだろう。

			「さぁ、彼らの働きぶりも評価するのよ」

			　入口で立ち止まっている私にツイーナさんが声をかけた。

			「働き？」

			　ベッドに力なく横たわっている彼らが何の仕事をしているというの？

			「さぁ、メンネさん、この子は新入りで何も知らないから、お話ししてくれる？」

			　手前の右側のベッドの老人にツイーナさんが話しかけた。

			「よかろう。いいかい、嬢ちゃん。鉱山に入るときは必ず右足から入るんじゃ。左足から入ると不幸が訪れるからな。わしゃ、長い間右足から入ることを心掛けておったからこの年まで無事に生き延びられたんじゃよ」

			　鉱山には右足から入る？　右足から入ろうが左足から入ろうが一緒じゃないの？

			「ちゃんと聞いた話はメモを取りなさい」

			　ツイーナさんに言われてメモをする。でも、何の意味があるのだろう。

			「ふふ、ゲン担ぎや迷信と思われることにも意味があるのよ。常に右足から入ることを心掛けるということはね、今から鉱山という危険な場所に足を踏み入れるんだという気持ちの切り替えになるの。だから大切なことよ」

			　ああそうか！　右足から入ると意識することで、それまでおしゃべりしながら歩いていたとしても、鉱山の入口でいったん立ち止まり足運びを確認する必要がある。

			　今から鉱山に入る。危険が待っている。そう意識をするための儀式が、右足から入るということなのか。

			「信じずに鉱山に入っていった仲間たちは、次々に落石に足をつぶされたり不幸な目にあったんじゃよ。嬢ちゃんも鉱山に入るときは右足から入るんじゃよ」

			「はい。わかりました。ありがとうございます」

			　お礼を言うとツイーナさんが次の人に声をかけた。

			「第三鉱山ではな、赤い石の場所がいくつかある。そこは決して掘り進めちゃいけない。赤い場所を掘ると大地が揺れ、坑道が崩れ落ちるからな」

			　赤い石の場所は掘ってはだめ。大地が揺れるというのはよくわからないけれど、弱い地盤なのかもしれない。

			　触ると崩れてくるんだね。メモを取る。

			「ドラゴンの鳴き声が聞こえたらすぐに逃げるんだよ」

			「ドラゴン？　ドラゴンがいるの？」

			　びっくりしてメモから目を離し、もう目が見えるのかどうかわからないほど弱ったおじいさんに問いかけた。

			「ゴゴゴという地を這(は)うような鳴き声が聞こえるのさ。それがドラゴンの鳴き声。鳴き声が聞こえると濃い毒ガスが坑道に流れてくる。一息でも吸ってしまえば、すぐに意識を失いそのままじゃ」

			「ドラゴンの吐く毒ガス？」

			　モンスターのことはよくわからないけれど、そういうドラゴンがいるのかな？

			「もともと鉱山にはうっすらと毒ガスが流れているのよ。だから鉱山で仕事をするためにはガスを吸わないような工夫が必要なの。吸い続けると、数年で神経が麻痺して歩けなくなったり手足が震えたり目が見えなくなったり……彼らのようになるから」

			　彼らと言って、ツイーナさんは目の前に横たわっている老人たちを視線で示した。

			　かつて、鉱山で働いていた人たちなのか……。

			　痩せ細り弱っているのは、何も年を取ったせいばかりではない？　毒を吸い続けたから？

			「ドラゴンの鳴き声というのも、たぶんどこかで毒ガスが噴き出す音のことなのだと思うわ。わかりやすく鳴き声だと言っているのね」

			　なるほど。むずかしい話をするよりも、ドラゴンの鳴き声が聞こえたら逃げろと子供たちに教えたほうがわかりやすい。左足から入ると不幸になると恐怖心を煽り注意喚起したほうが「気を引き締めろ」と言うよりも効果がありそうだ。

			　……そんなの嘘だ、そんな馬鹿な話があるものかと、一蹴するのは簡単だ。

			　だけど、その嘘に、その馬鹿みたいな話に、何か意味があるのかもしれないと考えると、とても大切なことが隠されていることもあるんだ。

			　彼らの仕事は、知っていることを話すことなんだ。大切なことを、伝え残す。彼らの実体験。

			　大きな亀裂を見逃してしまったために、岩が崩れて仲間を失った話。実体験だからこそ、話に深みがあり説得力が増す。楔(くさび)を打ち込む前にはしっかりと岩肌を見る必要がある。小さな見逃しが大事故につながることがあると……。

			「火を点けると爆発するからな、火魔法は使っちゃいけねぇんだ」

			　毒ガスと言っていたけれど、それかな？　引火性のガスがあるって聞いたことがある。

			　鉱山の中で火は厳禁とメモに書き加える。

			「だからな、頼れる灯りは光魔法だけじゃ。儂(わし)ら一人ずつの光魔法なんて周りをちらりと照らせる程度じゃからなぁ。初めてあいつが来てくれたときには神の使いだと思ったほどじゃ」

			　あいつ？

			「儂は鉱山の中を昼間のように明るく照らしてくれるあいつを、儂らを護(まも)ってくれる神のようだと思ったんじゃがな……」

			　昼間のように照らすというのは、魔欠落者だったのかな？

			「愚かな信徒のせいで……」

			　信徒？

			「ゲホッゴホッ」

			　突然一人の老人が咳(せ)き込み始めた。

			「大丈夫ですか？　【回復】」

			　青年がすぐに呪文を唱える。咳は治まったけれど、老人の肌の色がどんどんとくすんでいく。

			「ありが……とう。ありがと……。だが、そろそろ儂にも……お迎えが……来たようじゃ」

			「【風】ミミリーナを誰か医務局二階に連れてきて！」

			　ツイーナさんが風魔法で声を飛ばす。

			「ミミリーナは墓地で見つけた。今から連れていく」

			　すぐに声が返ってくる。

			「墓地からだと五分くらいか……。そうだエイル、驚かないでね」

			「え？」

			「ミミリーナは姿は大人だけれど、心は幼児……ううん、それよりも幼いから」

			　どういうこと？

			「何を言っても理解しているのかしていないのかわからない。だけど、きちんと仕事は評価しないといけないから」

			「理解していないのに、仕事ができるの？」

			　仕事っていったい何？

			　五分ほどして見た目だけなら中年と言ってよい女性が別の女性に腕を引かれながら現れた。

			「やだ、わたし、かえる」

			「ミミリーナ、いつもの仕事よ」

			「きれいな、おはな、みつけたの、かえる」

			　片言で話すミミリーナの動きはまるで二歳か三歳の子供のようだった。そんな彼女に仕事？

			　ツイーナさんがミミリーナの背中を優しくさする。

			「ミミリーナ、おじいちゃんがねむねむなの。お歌を歌ってあげてくれるかな？」

			「ねんねするの？　うん、おうた、うたったげる」

			　ミミリーナは両手を広げてパタパタと老人の元へ向かった。

			　そして、優しい声で、子守唄を歌い始めた。

			　ああ、懐かしい。私も幼いころに母様に歌ってもらった歌だ。

			「ねーむ、ねーむ、ころろん、ころろんよ」

			　老人の表情が柔らかくなった。

			「彼女が無垢な心で歌う歌はね、旅立つ人の気持ちを安らかにしてくれる……」

			　ツイーナさんの言葉に静かに頷いた。

			　うん。安心して眠りなさいってそう言ってもらってるみたいな歌だ。

			　憎しみを知らない彼女にしかきっと歌えない歌。

			　手元の紙に、ミミリーナと名前を書いて二重丸をつける。

			「あとは二人に任せましょう」

			　青年とミミリーナを残して部屋を出る。

			　次の部屋にも同じように寝たきりの老人がいて、話を聞いてメモをしていく。

			　不思議な場所だ。ここは、役立たずと呼ばれる人がいない。

			　身震いがした。

			　善意なんかじゃない。同情なんかじゃない。

			　誰もが、誰かの役に立っている。仕事をしている。その人にあった仕事を、できることを……。

			「どうしたの？」

			「あ、あの」

			　立ち止まってしまった私にツイーナさんが声をかけた。

			　なんて言えばいいんだろう。すごすぎて震えているのを……。

			　感動？　衝撃？

			「えっと、皆が働いて、仕事して、寝たきりになっても誰も役立たずなんて言わなくて、言われなくて……あの、すごいなって……。なんか、すごいなって……」

			　ツイーナさんがふっと笑った。

			「仕事？　働いてる？　ここに寝ている、昔話しかできない人たちが働いているように見える？」

			　え？

			「あの、話をするのも仕事なんじゃ……？」

			　ふふふとツイーナさんは微笑みながら、次の部屋に向かった。

			　カチャリとドアを開いて、私を部屋の入口に立たせた。

			「じゃあ、エイル、ここにいる話もできなくなった人は役立たずかしら？」

			　今までの部屋と違う、静寂があった。

			　ドアが開いたというのに、誰もこちらに視線を向けたりしない。

			　音が聞こえないのか。目も見えていないのか。

			　ベッドの上で時折手や足が痙(けい)攣(れん)しているのが見える。

			「彼らは、坑道の毒を浴びすぎてしまったのよ。まともに食事すらできない。すりつぶした食べ物を口から入れてもらわないと命もつなげない。話すこともできない。わずかにできることは、瞬きくらいよ」

			「坑道の……毒で……」

			　怖い。

			「彼の名はピーター、彼はゴードン、彼女はパナヤ、さぁ、書いてちょうだい。エイル」

			　紙に名前を書く。その横の印は……。

			「あ、あの、ツイーナさん……どうしたら……」

			「どうって、仕事をしてるかどうかチェックするんでしょう？　もっと近くに行って接しなければわからないんじゃない？」

			　だって、近づいたって、彼らは何もできないのでしょう？

			　だったら、×を書くしか……。役立たずだって……そう書くしか……。

			「ふふ、エイルは優しい子ね」

			　ツイーナさんが私の肩をぽんっと叩いた。

			「役立たずって何だと思う？　作業場にいる人たちは宝石の加工をしていた。歩けなくても手を使った仕事をしている。だから、役に立ってるわね？　じゃあ、この建物で寝ている人は？　幼児のように歌うことしかできないミミリーナのような人は？　話や歌なんて仕事のうちに入るかしら？」

			　ツイーナさんの顔は決して意地悪を言おうという風には見えない。

			「仕事というのは、生産性がないと成り立たないわね。非生産的なことなど、お金にもならない。だから、役立たずだと切り捨てるべき。いえ、切り捨てたとして誰にも責められない……。人の手を借りなきゃ生きていけない人間は必要ない。違う？」

			「ち、ちが……」

			　違うと言いたいけれど、はっきりと言うことができない。

			　魔欠落者の子供がいては、生きていくことすらままならないテラの母親。苦渋の選択でテラを捨てたのだろう。

			　切り捨てられたテラ自身も、母親が幸せになれるなら、捨ててくれてよかったって……。

			　生きていかなくてはならない。生きていくためには、綺麗ごとばかりでは無理だというのはわかる。わかるけど、わかりたくない。

			「エイルもわかってるわよね。生産性のない人間を養うにもお金が必要。お金がないから切り捨てるしかない。じゃあ、切り捨てられたらどうなるのかしら？」

			　目の前のベッドに横たわる人たちが捨てられたら、きっと生きていけない。見殺し……。

			　ツイーナさんがぽんと背中を押す。

			「ピーター、今日は彼女がお手伝いに来てくれたのよ。エイルよ」

			　ツイーナさんの言葉が耳に届いているのか、ピーターさんが瞬きをした。

			「ほら、エイル、挨拶してあげてね」

			「は、はじめまして、エイルです」

			　瞬きが返ってくる。

			「エイルはね、とても優しくて、皆のことを心配しているみたいなのよ。ピーター、だから教えてあげて」

			　瞬き。

			「今日の気分はどうかしら？　上々？」

			　瞬き。

			「エイルのこと、気に入らない？」

			　瞬きはない。

			「エイルのことよろしくね」

			　瞬き。

			「ほら、エイルも。何かお話ししてあげて」

			「わ、私、えっと……魔欠落者だから、あの、それでもよろしくお願いします」

			　何を言っていいのかわからなくて、そんな言葉が出てきた。

			　瞬きがない。

			　え？　魔欠落者とはよろしくできないのかな……。

			「エイル、魔欠落者じゃなくて、魔特化者でしょう？　ね、ピーター」

			　瞬き。

			　ピーターさんに表情はないのに、その瞬きがとても優しく映った。

			　順に三人に話しかけて部屋を出る。

			「さぁ、エイル、印をつけて。あなたはどう思った？」

			　三人の名前の横を、ツイーナさんがトントンと指ではじく。

			　仕事をしているか……してない。でも×は書けない。動かない私にツイーナさんが口を開く。

			「エイル。この建物の非生産的な人たちの役割って何だと思う？　仕事じゃなくて、役割よ」

			　役割？

			「彼らの役割は、死ぬこと」

			　死ぬことが、彼らの役割？　どういうことなの？

			　背筋が寒くなる。

			「幸せに死んでいく姿を見せることが、彼らの仕事」

			　ツイーナさんが笑う。

			「人は必ず老いていく。病気や怪我は突然人を襲う。もし、目が見えなくなったら、もし歩けなくなったら、もし老いて働けなくなったら……。もしものときの安心を与えるのが彼らの役割」

			「安心を与える？」

			　頷きながら、ツイーナさんは私の手からペンを取り、三人の名前の横に〇を書いた。

			「何かあっても、最期まで幸せに生きられる場所があれば安心できるでしょう？」

			　安心できる場所？

			　……そういえば、彼らも、アマテさんたちエヴァンスに連れられてきた騎士たちも言っていた。

			　足が悪くなって除隊させられた兄がいる。魔力がより強い者が現れたら捨てられる。

			　いつ自分がその立場になるかわからない。それが不安だ。もう嫌だと……。

			「何かあったら、不幸になってしまう……最悪死ぬしかない、そんな場所では、明日がくるのも怖いと思わない？　怖くない人は、自分だけは大丈夫だと盲信しているのかもしれないわね。怖いから、もしものことなんて考えないようにしている人もいるかもしれないわ」

			　ツイーナさんは楽しそうだ。

			「ここは違う。働けなくなってもジョセフィーヌ様が最期まで面倒を見てくださる。素晴らしいでしょう？」

			　ジョセフィーヌ様。黒ずくめの姿を思い出す。魔欠落者が憎いと言っていたあの人。

			　働けなくても見捨てない優しい人なの？

			「だから、安心して暮らしていける」

			　わからない……。

			　ジョセフィーヌ様という人物がどのような人なのか。

			「あの、でも、ジョセフィーヌ様はどうして、その、最期まで面倒を見てあげるの？」

			　優しさから？　レイナさんのように皆が幸せに暮らせる場所を作ろうとしているの？

			　でも、魔欠落者の子供を買って、奴隷のように自由を奪い働かせるんじゃないの？

			「簡単なことよ。みんなまじめに働いていたでしょう？」

			　作業場の様子を思い出して頷く。

			「まじめに働いている間は、何かあっても生活が保障されるのよ。逆に、働かない者、人に迷惑をかける者は追い出される」

			「追い出される？」

			「そう。ここを囲う城壁の外へね」

			　人さらいに売られた人間も？　魔欠落者の私たちもってこと？

			　閉じ込められるわけじゃないの？　追い出されることがあるの？

			「追い出されてもみじめな生活が待っているだけ、いいえ、生きていくことができるかどうかもわからないと理解しているからね。だから、追い出されないようにコツコツと皆仕事をする。彼らのように幸せな最期を迎えられると思えばこそ……強くここにいたいと思う」

			　老人たちの表情は皆一様に明るかった。

			　昔話をする老人も、寝たきりでも話をすることが自分の大切な仕事だと思っているからだろうか。いろいろと思い出しては熱心に話を聞かせてくれる姿は、不幸そうには見えなかった。

			　そして、瞬きだけの彼らですら、ツイーナさんの問いかけに気分は上々だと……そう、答えていた。

			「幸せに死んでいく姿を見せること。大切な役割でしょう？」

			　ああ、そうなのか……。生産性だけを追い求めて、役に立つ立たないとか、そういうことなんかじゃないんだ。彼らを切り捨てれば生活が豊かになるというわけじゃない。

			　彼らがいるからこそ、彼らが幸せに生活しているからこそ、それを見て他の人は安心して生活が送れる。

			　何かあっても大丈夫だと。安心できる。物質的な豊かさだけではなく、心の豊かさ……。

			　魔獣の森の村を思い出す。

			　家は風雨がしのげる程度の粗末なもの。食べるものは量的には足りていたけれど、塩が不足した味気ない食事を何日もとらなければいけないこともある。着るものも生活に必要な細かいものや娯楽……何もかも豊かとはいえなかったけれど。

			　幸せだった。みんなが幸せだった。

			　モンスターに襲われて、村のあちこちがボロボロになった後でさえ……。誰も死ななくてよかったと。

			　不幸を嘆くことなどせずに、皆で笑いあって暮らしを立て直していた。

			　心が豊かだから。

			　役立たずだと誰かを切り捨てることは、自分自身の安心感を切り捨てることなのかもしれない。いつか自分も切り捨てられるかもしれない不安を生む。

			　役立たずだと誰かを罵ることは、自分自身に大きな枷(かせ)をはめることかもしれない。自分は無能の役立たずではないと思い続けなければならない枷。役立たずだと思われた瞬間に、罵る側から罵られる側になってしまう。

			　……だからなのかな。魔欠落者よりはましだという人がいるのは。

			　自分が底辺ではないのだと、六魔法さえ使えない役立たずがいるではないかと。

			　あれ？　だとしたら、ジョセフィーヌ様のこの屋敷の中は、心豊かに人々が過ごせているのであれば、魔欠落者を蔑(さげす)む必要がなくて、だから……あれ？

			　身に着けた橙色の布を見る。

			　収魔特化者……。言葉を言い換えただけではなくて、この場所では誰も魔欠落者を馬鹿にするようなことはないっていうこと？　ますますわからなくなる。

			　ジョセフィーヌ様は私を魔欠落者と呼んだ。そして、憎いと言った――。

			　

			　次に連れていかれたのは製鉄所だ。

			　赤い布を身に着けた子供や大人が五人いる。赤々と焼けているのは鉄だろうか。

			「すごいわよね。彼らは一日中火魔法を使い続けても、魔力が尽きないのよ。あ、エイルも魔特化者だから知っているわよね。鉱山で取れるのは宝石の原石の他に、鉄と銀の鉱石があるのよ。鉱石から鉄や銀を取り出すには高熱が必要なの。よく働いてくれているわ」

			　会話をしながら製鉄所へ近づく。すごい熱量で毛穴がぶわりと開く感じがした。

			　熱い。普通の火よりも温度が高いような気がする。

			　ファーズさんの出す火魔法を思い出した。アネクモを焼き尽くした高熱の炎を。ファーズさんは確かにすごい魔法を使えたけれど、あれだけの火魔法を使うとすぐに魔力が切れてしまっていた。魔欠落者……火魔特化者はやはりすごい。当然名前の横には〇。

			　次に案内されたのは、鉱山だった。

			　入口に立っているのは、緑の布をつけた少年と少女が一人ずつ。

			「【風】」

			「風魔法で、外の空気を坑道の中に送り込んでいるのよ。これで、中の毒ガスを押し出しているの。常に綺麗な空気を送り込むために、二人で交互に魔法を使ってもらっているのよ」

			　ツイーナさんの説明に、寝たきりの老人の姿を思い出す。

			　長年毒を吸い続けると歩けなくなる……と。

			「この子たちのおかげで、毒ガスを吸う危険が格段に減ったわ。大丈夫、入りましょう」

			　ツイーナさんが坑道に足を踏み入れた。

			　私も、そのあとに続く。坑道の入口で一度立ち止まり、えっと、右足から。うん、よし。

			　坑道の中は、驚くほど明るかった。洞窟をイメージしていたので暗いと思っていたけれど。

			「【光】」

			　黄色の布を身に着けた子供とすれ違う。

			「昼間のようでしょう。この子たちが光魔法で照らしてくれるから、ほら、足元の段差に躓(つまず)いて転ぶこともないわよ」

			　老人の話を思い出す。天井や壁を見上げると、亀裂が入ってぽろぽろと今にも崩れそうな場所もはっきりと見える。その下を除(よ)けながら、坑道を奥へ奥へと進んでいく。

			　もし暗かったら……。この何倍も進むだけで危険なのだろう。

			　いくつもわかれる横道。その先がどこにつながっているのか、明るい場所に向かえば迷うことはないけれど、もし暗ければ……。

			　十分ほど進むと、カツンカツンと岩を砕く音が響いてきた。

			　坑道の分かれ道を右に進むと、二十人ほどの大人が岩を砕いている。

			　緑の布、青い布、白い布、橙の布、黄の布……赤い色の布以外の人たちと、布をつけていない人たちがいた。

			「喉が渇いたな。水頼む。皆も一度休憩を取ろう」

			「【取出】」

			「【水】」

			「【回復】」

			　すぐにコップが姿を現し、中に水が満たされ、疲労が吹き飛ばされた。

			「ありがとう」

			　呪文を唱えた人に、礼を言いながらおのおの腰を下ろしてコップの水を飲んでいる。

			「おーい、新入り、お前も休憩だ。こっちこい」

			　年長者の男に呼ばれて、壁に向かっていた少年が振り返る。

			「あ、ハーグ君」

			「エイル！」

			　ハーグ君はここにいたのか。

			「ああ、一緒に入った子なのね。うん、私たちも休憩を取りましょうか」

			　ツイーナさんがにこっと笑う。

			「ありがとうございます！」

			　それは、ハーグ君と話をしてもいいということ、なんだよね？

			　コップを二つ受け取り、ハーグ君の元に行く。

			「はい、どうぞ」

			　二人で壁を背にして腰かけて、水を飲む。

			「よかった。無事だったんだ」

			　ハーグ君がほっと息を吐く。

			「うん。テラも見たよ。医務局っていうの？　なんか回復魔法の魔……特化……者が集まっている建物で働いてた。ハーグ君は坑道で働くことになったんだ」

			「ああ、そうだ。まぁ、オイラは非力だから主に光魔法要員。あとは大きく切り崩した壁面に宝石の原石がないか探すのが仕事」

			　ハーグ君がちょっと声をひそめて話を続ける。

			「初めさ、坑道で働くなんて、犯罪者や奴隷が送り込まれるって噂も聞いたことがあったからさ、すごい重労働で数年で命を落とすような仕事だと思ってたんだ。だから人を買い集めてるのかと。でも、どうも違うみたいなんだよなぁ」

			　ハーグ君が首を傾げる。

			　犯罪者や奴隷が送り込まれて働く場所か……。数年で命を落とすような過酷な仕事。

			　風魔法で空気を送り込まなければ、光魔法で照らさなければ……。

			　毒に侵され、落石に押しつぶされる。

			「【収納】」

			　私と同じくらいの背丈の女の子が、壁から落とした大きな岩を収納した。

			　ゆらゆらと腰から下げた橙色の布が揺れているのが目に入る。

			　収納魔法の魔……欠、特化者！

			　いた！　いた！　いたよ！

			　世の中には私以外にもいる。だったら、私が年老いて死んじゃうまでには、私の代わりにブルーと生きてくれる子が見つかるかもしれない。

			　よかった。ブルー。

			　女の子に話しかけようとしたけれど、忙しそうに坑道の出口に向かって早足で行ってしまった。

			「エイルも、あの子と同じようにここで荷運びの仕事だったら一緒に働けたのにな」

			　荷運び。そうか。収納魔法を使えば、重たい鉱石だって、大きな岩だって、簡単に坑道の外に運び出せる。

			「で、エイルは何の仕事をすることになったんだ？」

			　ハーグ君の質問に首を小さく横に振った。

			「よくわからない。今は、ツイーナさん、あの人にいろいろと案内されて、紙にメモを取っているんだけど。何の仕事をすることになるかはよくわからないの」

			「ふーん、そっか。エイルは字が書けるから、坑道では働かないのかな。聞いた話だと、こういう坑道が複数あって、それぞれ二十人から五十人くらい働いてるらしいんだ。その坑道ごとに宿舎があるんだってさ。オイラは今日からその宿舎で寝泊まりすることになる。エイルやテラとはばらばらになっちまうみたいなんだ」

			　ちょっと寂しい。

			「で、でも、明日もこうしてあちこち回る仕事だったら、会って話をすることができるよ！」

			　このまま、仕事ぶりをチェックして回ることが仕事になれば、毎日とはいかないにしても会えるチャンスはあるだろう。

			「そうだといいな。エイル、この後もいろいろと回るんなら、カイン兄貴がいないか探してくれないか？　この坑道にはいないし、カイン兄貴の名前を知っている人間もいなかった。どうも宿舎が別だと交流もあんまりないみたいなんだ」

			「うん。任せといて。あと、探してほしい人がいたら名前を教えて」

			　紙にはツイーナさんに教えられ、一人ずつ名前を書いていく。だから、ハーグ君の探している人は顔を知らなくても見つけられるかもしれない。名前と、何の魔法が使えるか知っていれば。

			　山狩りにあって連れていかれた子供たちの名前をハーグ君から聞き終わると、リーダーと思(おぼ)しき人が声を上げた。

			「よし、休憩は終わりだ。さぁ仕事を再開するぞ！」

			　その言葉で、皆きびきびと仕事を始める。

			　ハンマーを杭に振り下ろして岩肌を削っていく男たち。

			　ハーグ君は、男が削った岩肌を光魔法で他よりも明るく照らしてじっくりと見ている。

			「あ、親方！」

			　ハーグ君の声に、頭の毛が少し薄くなった三十前後のがっしりした男が振り返った。

			「見てください、この隙間から光を入れると、あそこ」

			　ハーグ君が光魔法で岩の隙間の先を照らす。

			「どれどれ」

			　親方が隙間をのぞく。

			「ほー、こりゃまた、えらくキラキラと輝いてるな」

			　キラキラ？

			「でも、ありゃダメだ。宝石じゃない」

			　親方はそれだけ言うと、また自分の持ち場に戻った。

			「え？　違うんですか？　あんなに綺麗なのに……。宝石じゃなくても、価値がありそうじゃないですか！」

			　ハーグ君が親方の後を追う。

			　そんなに綺麗なの？　隙間から中をのぞき込む。

			「うわー、本当に綺麗」

			　赤い小さな玉みたいなものがキラキラと光を受けて輝きを放っている。

			　……違う、よく見ると、光を受けなくてもキラキラしてる。

			　赤？

			「あ！　ハーグ君、赤いところは掘っちゃだめなんだって。大地が揺れて岩が崩れ落ちる」

			「え？」

			　ハーグ君が振り返った。

			「おお、嬢ちゃんよく知ってるな。そうだ。赤いところは触っちゃならねぇ。おい皆、ハーグがいち早く赤い壁を見つけてくれた。その奥は赤い。だからそっちは掘り進められない。わかったな！」

			　親方が、皆に指示を出していく。

			「新入り、よく見つけた。宝石じゃないが、赤い壁に穴開けて生き埋めなんて洒落(しやれ)にならないからな。助かった」

			　親方がハーグ君の頭にぽんっと手を乗せた。

			　ハーグ君は褒められたことがうれしいのか、人差し指で鼻の下をこすった。

			「いいか、赤は危険を知らせてくれる色だ。しかも段階がある。ちょっと赤いだけならいい。だが、今見たように輝けば輝くほどやばいやつだと、言い伝えられている。それから、もう一つ。危険な赤は、これが赤いやつな」

			　親方が、ハーグ君の身に着けている黄色い布を手に取った。

			「赤い布、つまり火魔法はやばい」

			「毒ガスが出ていて、火魔法で燃えるんですよね。魔法だけじゃなくて火が坑道の中では使えないから、灯りの確保を光魔法に頼るしかないって、聞きました」

			　親方の手が伸びて、今度は私の頭をぽんっとなでる。

			「本当に嬢ちゃんは物知りだ。あとは何を知っている？」

			　老人たちに聞いた話をする。

			　ドラゴンの鳴き声の話。右足から入る話。

			「なんでエイルはそんなに詳しいの？」

			　ハーグ君が驚いた顔をする。

			「話を聞いてメモを取るのが、今日の私の仕事だから」

			　手元の紙とペンをハーグ君に見せた。

			「おう、嬢ちゃん、字が書けるのか。ちょうどいい」

			　親方がズボンのポケットから紙を四枚つなげた大きなものを取り出して広げた。

			　木の枝のようにいろいろと枝分かれした線が書かれている。ところどころに何かの記号や文字が書き込まれている。

			「ここに、赤って書いてくれないか？」

			　指をさされた場所に赤と書き込む。よく見ると他にも何か所か赤の文字。何だろう？

			「ここの地図だよ。今いるところがここ。赤い壁があったところは掘り進められないから除けて進む。あと、×印は毒ガスの噴出口が近くにあって危険な場所。〇が鉱石や宝石がよく出た場所だな。おお、ここに青い石、こっちに鉄って書いてもらえるか？」

			　言われたように地図に書き加えていく。

			「親方、この黒い○印は？」

			　ハーグ君が興味深そうに地図をのぞき込む。

			「ああ、空気の抜け穴だ。風魔法で送り込んだ空気に押されて、毒ガスが抜ける穴の場所。毒ガスが流れていくから近づいちゃだめだ」

			「毒ガスは外に出るんですか？　その、大丈夫なんですか？」

			　今まで話を聞くだけだったツイーナさんが、親方の代わりに説明してくれた。

			「毒ガスは魔獣の森の方向へ抜けていくのよ。街に影響がないだけじゃなくて、毒ガスがモンスター除けの効果にもなってちょうどいいの」

			　そっか。モンスター除け。滝以外にも、モンスターが嫌うものってあったんだ。

			「さぁエイル。まだたくさん回るところがあるから。ここもみんな〇ね」

			　坑道の出口で、収納魔法で岩を運んでいた少女に会った。

			「ツイーナさん、少し時間をください。収納魔法、収魔特化者と会ったの初めてで、えっと」

			　ツイーナさんがうんと頷く。

			「そう。いいわよ。情報収集も重要だものね。ここでの収魔特化者の役割を教えてもらうといいわ。私は先に出て外にいる人たちを見ているから」

			　ツイーナさんに許可をもらって、少女に話しかけた。

			　見た目は私と同じくらい。見た目通りなら十歳よりも少し下の年齢だ。私のように、見た目が幼くて実際はもう少し上の年齢という可能性もある。

			「初めまして。私はエイルです。少し話をしてもいい？」

			　ひらひらと橙色の布を振って見せる。

			　少女も、私と同じ橙色の布を振って笑ってくれた。

			　同じ収魔特化者……っていうのが違うってことは会話を始めてすぐにわかった。

			　私と少女の収納魔法は……違う。

			　私の収納魔法は時間停止も状態維持もできない。だけれど、この子の収納魔法は時間停止も状態維持もできる。

			　……。だから、生きたものを収納できない。

			「じゃあ、仕事に、戻るね……」

			　その事実を知った後、少女とどのような会話をしたのか覚えていない。

			　収魔特化者だからって、皆が同じではない。ひとくくりにはできない。それぞれが違う……。

			　ブルー。

			　私以外にいないかもしれない。ブルーを収納してあげられる人……。

			　やっぱり、私、ブルーのために長生きしようって頑張るけど、私がいなくなってもブルーがお腹いっぱい過ごせるように何か考えないといけない。帰ったら、ここから帰ったら考えるね。

			「次は、どこを見に行きましょうか、あ、そろそろお昼の時間なのね」

			　ツイーナさんが屋敷から立ち上る煙を見つけてつぶやいた。

			「あれは時間を知らせる狼煙(のろし)よ。始業時刻、昼食時刻、終業時刻を知らせるものよ」

			　細く白い煙が天高く上っていく。

			「あの煙の色が赤かったら、近くの建物に逃げ込みなさい。魔物が現れた合図だから。わかったわね？」

			　赤い煙は、魔物が現れた合図。

			「もちろん、風魔法で声も届けるけれど、大きな音が出る職場も多いから聞こえないこともあるから」

			　なるほど。鉄を打ち付ける音、壁を崩す音、大きな音がそこかしこから聞こえている。

			　でもきっと、それだけじゃないだろう。耳があまり聞こえない人のことも考えての配慮のような気がする。

			「収魔特化者だったわね、エイルは。せっかくなので食事を運ぶ仕事をしてもらおうかしら」

			「食事を運ぶ仕事？」

			「中央調理場があって、そこでまとめて食事は作られているの。それを、各職場に配達する仕事。大量の食事を出来立ての状態で届けられるでしょ？」

			　びくっ。

			「わ、私……」

			　どうしよう。秘密にしているわけにはいかない。

			「時間停止と状態維持ができなくて、その……大量に物を収納はできるけれど……」

			　手に汗をかきながらツイーナさんに伝える。

			　収納魔法しか使えないのに、その収納魔法ですら中途半端な能力しかない。だからって、もう恥じたりなんてしなくていいって、そうは思っていても……。

			　やっぱり人と違う自分のことを……自分が〝できないこと〟を伝えるのは辛い。

			　自分で自分のできないことを伝えるのは……。

			「あら、そうなの。じゃあ、運んでいるうちに冷めてほしいものを運ぶのにいいわね。夏場なんて出来立ての熱々よりも冷めたものが食べたいから」

			「え？」

			　驚いてツイーナさんに聞き返してしまった。

			「どうしたの？　そんな驚いた顔をして？」

			　は、はは。そっか。〝できないこと〟にしか〝できること〟があるのか。そうだ。

			　父親に売られた食堂の女将さんには食料が駄目になったと殴られた。

			　でも……。時間停止ができないから、時間が経過するからこそ――。

			「早くに収穫したナナバを収納しておけば、食べごろになります」

			　うん。森の中では便利に使えた。時間停止や状態維持が使えないから〝できた〟ことだ。

			「ふふ、それはいいわねぇ」

			　

			　ツイーナさんに中央調理室へ連れていかれる。

			　まずは調理室で働いている人たちのチェック。そして料理を運ぶために橙色の布をつけた人が来て、次々と料理を収納していく。具がたっぷり入ったスープに、薄切りの肉と野菜を挟んだパン。それからリリンゴという果物。

			「みんな同じメニュー？」

			　ハーグ君は昨日の夕飯で、次はいつこんなおいしいものを食べられるかわからないと言っていた。

			　逃げ出さないように今日だけいいものを食べさせてくれるんじゃないかって。でも、それは違って、毎回みんなちゃんとした食事が用意されるのかなと思って尋ねてみた。

			「あら、違うわよ。歯が弱くて食べられない人には柔らかく煮てあるもの。それからすりつぶしたものしか食べられない人はそっちにあるわ」

			　ツイーナさんの言葉はいつも、私の想像を覆す素晴らしいものだ。

			　同じじゃない……それは、誰かを豪華にして誰かを粗末にする違いじゃなくて、誰もがおいしく食べられるようにと工夫された違い。

			　ここは、どこまでも優しい世界だ。魔欠落者だからって十分な食事を与えられないなんてこともない。

			　だからこそ、やっぱり、わからない。

			　ジョセフィーヌ様が、とても魔欠落者を憎んでいるようには思えない。

			「ああ、それからジョセフィーヌ様の食事も違うわよ。ちょうどいいわ。午前中の報告書と一緒に運びましょう」

			　カートに載せられた銀のドーム型のふたがかぶせられた食事。

			　ツイーナさんが料理している誰かに声をかけてカートを押し始めた。

			「エイル、あと三人分……いえ、四人分の食事を収納してついていらっしゃい」

			「四人分？」

			　すぐに用意されたジョセフィーヌ様とは別の四人分の食事を収納してツイーナさんの後を追う。

			　中央調理室は、屋敷の隣に建てられていた。渡り廊下で屋敷とつながっている。

			　緩(ゆる)い坂になっているスロープを、カートを押して屋敷の二階へと向かった。

			「わざわざスロープを使うんですか？　カートを使わずに食事を収納して運ばないんですか？」

			「ああ、このスロープは階段を上れない人のためでもあるのよ。今朝ジャッカが人を運んでいるのを見たでしょう？」

			　そうか。時間停止や状態維持ができないということは伝えたけれど、それで生き物……人間を収納できるというのはわからないんだ。

			　というか、今までに誰も私のように人を収納できる人がいなかったんだ。

			「ジョセフィーヌ様、お食事をお持ちいたしました」

			　ノックをし、外からツイーナさんが声をかけるとすぐに返事がくる。

			「うむわかった。すぐに参る」

			　返事を確認すると、ツイーナさんはノックしたドアの向かい側のドアを開いた。

			　食事用のテーブルがある部屋だ。白くて綺麗な布がテーブルを覆っている。八脚の椅子がテーブルの周りに並んでいる。

			　部屋の中を見回していると、すぐにジョセフィーヌ様が姿を現し、一番奥の正面の椅子に座った。

			　それから、かなり年配の男の人と、右目に眼帯をした青年が、ジョセフィーヌ様の席の右前と左前にそれぞれ座った。

			　ツイーナさんがカートの上の食事をジョセフィーヌ様の前に置く。

			「エイル、出してちょうだい」

			「あ、はい。【取出】」

			　取り出した四人分の食事。

			「ツイーナ、一人分多いようじゃが」

			　ジョセフィーヌ様の言葉にツイーナさんが小さく頷いた。

			「ふ、そういうことか。よかろう」

			「さぁ、許可が出たわ。エイルも座って」

			　え？　わ、私？

			　どうしたらいいのかわからず立ち尽くす私に、皆の視線が注がれる。

			　私が立ったままでは、食事が進められないというのは明らかで、慌てて眼帯の青年の横、ツイーナさんの向かい側の席に座る。

			「では、いただこう」

			　ジョセフィーヌ様の合図で食事が始まった。

			　緊張してパンが喉を通らない。それをスープで何とか流し込みながら食べていく。

			「ジョセフィーヌ様、午前中に回った記録です。エイルが書きました」

			　私の名前が出るたびに緊張する。

			　ツイーナさんが、紙の束を隣の年配の男性に渡す。

			「ほほう。しっかりした、綺麗な字じゃ。儂の手伝いをしてもらおうかの」

			「宰相、エイルには私の仕事を手伝ってもらっています」

			　年配の男性の言葉にツイーナさんが冷たい声で答える。

			「何だよ、字が書ける人材は貴重なんだ。独り占めはよくない」

			　眼帯の青年が書類をのぞき込んでツイーナさんに文句をつける。

			「将軍のところは……確かに解読の難しい書類ばかり出されて困っていますが……でも、エイルには私の仕事を手伝ってもらいますっ！」

			　宰相？　将軍？

			　なんかみんなすごい肩書が……。もしかしてツイーナさんもすごい立場の人？

			「フハハハハ。エイルが驚いておるぞ」

			　ジョセフィーヌ様が笑い声を上げる。

			「エイル、ひどいところじゃろ、文字を書ける人材すら不足しておる。まぁひどいのはそれだけではないがな」

			　くくっと喉の奥で笑いながらジョセフィーヌ様が私を見た。

			　ベールで顔が隠されているため、顔の動きしかわからない。本当に私に目が向いているのかはわからないけれど、それでも強い視線を感じるので見られているのだろう。

			　何か、答えなければ。

			「ツイーナについてあちこち見たから、我が国についてよくわかったじゃろう？」

			「我が国？」

			　ガルパ王国からさらわれて、別の国に売られたのか。国の名前がわかればブルーを通じて伝えられるんだけど。

			「そうじゃ。魔獣の森と、毒ガスの山に囲まれた小さな、小さな国じゃ。鉱山での労働から国民の多くは逃げ出し、残った者の大半は毒に侵されてろくに働けぬ。ろくでもない国じゃ」

			「そ、そんなことないです。ろくでもなくない！　素晴らしい国だと思いました！　国民は皆幸福そうで、あの、本当にすごい国だと思います」

			　ジョセフィーヌ様が笑う。

			「アハハハハ。エイルは何もわかっておらぬ。何を見て素晴らしいというのじゃ」

			　何をって……。

			「もう一度言わねばわからぬか？　魔獣の森と毒ガスの山に囲まれ、農地もろくにない。山の幸は毒まみれで食べれば死期が迫ってくる。仕事と言えば過酷な鉱山での仕事のみ。早くに命を失うか、体の一部を失うか、正気を失うか……」

			　ジョセフィーヌ様が言葉を区切る。

			「生きていくために、食糧を隣国から輸入せねばならぬ。金が要るのじゃ。金のために、鉱山から鉱石や宝石を得ねばならぬ。国のために、毒を浴びよと、崩れる岩の下敷きになれと国民に言うしかないのじゃ。ろくでもない国じゃろう」

			「あの、でも……」

			　口を開こうとしてすぐに閉じる。

			　ジョセフィーヌ様は偉い人の立場のだ。許可なく発言してはいけないと聞いたことがある。いや、すでにもう発言してしまったけれど……。

			「何だ、申してみよ」

			「国のためでなくても、人は生きていくために働かなくてはいけないから、宝石を掘れば生きていけるなら、自らの意思でそうすると思います。それに……、ちゃんと、皆幸せになるようにしてあげてます。すごいです。見捨てずに幸せな最期が迎えられるように」

			「黙れ！」

			　ジョセフィーヌ様が怒りをにじませた声を出す。

			　怒らせた？　どうして……？

			「綺麗ごとじゃ。エイル、薄汚い魔欠落者よ。すべて綺麗ごとじゃ。お金があるからできるだけのまやかしじゃ」

			　お金があるから？

			「お金がなくなれば働けない者たちなど、すぐに捨てられる。邪魔でしかない。違うか？」

			　……。そりゃ、そうだ。働ける人間と働けない人間。パンが一つしかなければ、それを分けて食べるというのは綺麗ごと。自己満足。

			　働ける人間が十分に食べられずに倒れてしまえば、どうにもならない。

			　ジョセフィーヌ様がカチャリとスプーンを持ち上げスープを口に運ぶ。

			　顔を覆っているベールを左手で持ち上げると、口元が見える。

			　赤い口紅。白い肌。ああ、若い女性なんだ……。と、会話していた内容と違うことを考える。

			「だから、妾はお金を稼ぐ。国を豊かにするのじゃ。そのために、妾はな」

			　スプーンをずいっと私に向けてジョセフィーヌ様が突き出した。

			「悪魔の子供を奴隷のようにこき使ってやるのじゃ。ふっ、ふはははははっ」

			　パンをちぎり、スープに浸して口に運ぶジョセフィーヌ様。

			　ツイーナさんも、宰相と呼ばれた年老いた男性も、将軍と呼ばれた眼帯の青年も、何も言わない。

			　黙って食事を口に運んでいる。ジョセフィーヌ様の言葉に、何を思っているのかもわからない。

			「便利じゃのぉ、悪魔の子たちは。鉱山から産出される鉱石や宝石の量が二十倍じゃ。不自由な体で鉱山で働いておった者たちは加工に回った。原石ではなく加工して輸出することで、価値が何倍にも上がる」

			　ジョセフィーヌ様の手が止まる。

			「何をしておる。食べよ。憎き魔欠落者どもをこき使って得た食事じゃ。うまいぞ？」

			　わからないことばかりだ。

			　こき使う？　鉱山では、魔欠落者……魔特化者も、そうじゃない人も、同じように働いていた。

			　確かに岩を砕いたりするのは重労働かもしれない。だけど、休憩時間もあったし、苦しそうに働いているようには見えなかった。

			　魔欠落者が憎いと言いながら、扱いはとても憎んでいるようには思えない。

			　もしかして……本当は憎んでなどいない？

			　止まっていた食事をとる手を動かす。スープはすでに冷めてしまっている。

			　だけど、おいしい。よく煮込まれてうま味のいっぱい詰まったスープ。

			　肉と野菜を挟んだパンは柔らかい。そして、リリンゴは甘くておいしい。

			　……大事にされてると思う。もし本当に魔欠落者を憎んでいるなら、輸入した貴重な果物を食べさせる必要はない。同じ料理を出すとしても、貴重な甘いものを出す必要はないはずだ。

			　本当に、憎んでいるんだろうか？

			「あの、」

			「何じゃ」

			「本当に、魔欠落者が憎いのですか？」

			　その瞬間、ぶわりと部屋の空気が変わった。

			　宰相も将軍もツイーナさんも、固まり、ジョセフィーヌ様はスプーンを取り落とした。

			　カツーン。

			　静まり返った部屋に、スプーンが音を立てて床に落ちる。

			　数秒。たったの数秒だけど、とても長く感じる沈黙のあと、ジョセフィーヌ様が立ち上がる。

			「憎い、……憎いのじゃ。妾は、魔欠落者が憎い……」

			　声が震えている。

			　動揺？　怒り？　悲しみ？　ベールの奥の表情はわからない。

			「憎い、憎いのじゃ。……妾の幸せを奪った魔欠落者が……。だから、だから……」

			　おぼつかない足取りで、ジョセフィーヌ様が私の元へふらりと近づく。

			「憎いっ！」

			　グイッといきなりものすごい力で襟元をつかまれた。

			　うっ、喉が締まる。

			「妾の幸せを奪ったのじゃ。私から、愛しい人を……だから、憎い。魔欠落者さえいなければ、妾は……」

			　くっ、苦しいっ。
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			「ジョセフィーヌ様！」

			　宰相の声に、ジョセフィーヌ様は正気を取り戻した。

			　ゲホ、ゲホ、ゴホッ。

			　解放され、一度に大量の空気を吸い込んでむせる。

			「妾は……。妾は……憎いのじゃ……だから、だから、魔欠落者が死のうが、どうなろうが……」

			　ジョセフィーヌ様は、そう言うと踵(きびす)を返して部屋を出て行ってしまった。

			「大丈夫？　エイル？　【回復】」

			　ツイーナさんが咳き込む私の背に手を当て、回復魔法をかけてくれた。

			　喉の詰まったような感じがなくなり、呼吸が楽になる。

			「かわいそうに……」

			　宰相の声に顔をあげる。

			　宰相は、ジョセフィーヌ様の出て行った扉を見ていた。

			　かわいそうという言葉は、ジョセフィーヌ様に向けられたものだ。

			「私……その、ごめんなさい」

			　宰相だけじゃない。将軍もツイーナさんも、同じ目をしていた。ジョセフィーヌ様を気遣う目を。

			　だから、謝った。何か、知らないうちに私は、ジョセフィーヌ様に辛い思いをさせる発言をしてしまったんだ。

			　ツイーナさんが首を横に振った。

			「さぁ、片づけて午後の仕事をしましょう」

			「は、はい！」

			　今度は食器もカートもすべて収納して食堂に戻した。

			　

			「あ、カインさんっ！」

			　午後に回った第五鉱山の入口でカインさんを見つけた。

			　いたんだ！　見つけた！　よかった！

			　風魔法の使い手だとハーグ君が言っていたので、ここで空気を送り込む仕事をしているようだ。

			「あら？　知り合い？　だったら彼に皆の名前を聞いて記録しといてくれる？　私は中を確認してくるわ」

			「はいっ！」

			　ぺこりとツイーナさんに頭を下げる。少し話をする時間をくれたみたいだ。

			「君は、あのときの、そうか。うん、よかった。君もここへ来られたんだね」

			　よかった？　来られた？

			「えっと、ハーグ君も一緒です。その……カイン兄貴や他の連れていかれた子供を助けたいと、わざと捕まって……」

			　他の人から距離があるので、声をひそめれば聞こえないだろう。

			　それでも用心しながら周りを確認して、カインさんに逃亡するために火魔法が使えることを隠してハーグ君が行動していることなど伝えた。

			「そうか、ハーグが……。そうだな。ハーグは知らないものな。だがすぐに気が付くさ」

			　気が付く？

			「逃げる必要などないことに。ここは、魔欠落者にとっては天国みたいな場所だ」

			「天国？」

			「魔欠落者を、魔特化者と呼ぶことは聞いたかい？」

			　こくんと頷く。

			「それが国民にすんなり受け入れられているのはなぜだと思う？」

			　鉱山で働くにはとても役に立つからじゃないの？

			「ここにはないんだよ、あれが。そしてあいつらがいない」

			「あいつらって？」

			　カインさんは、苦々しい顔をして答えた。

			「教会だよ。教会がないから神殿のやつらもいない」

			「神殿って、国境を越えた行き来が許されて独立してるんだよね？　なんで、この国にはないの？」

			　神殿は、どの国にも所属しない。神殿関係者は、国境も自由に行き来できる特権があったはずだ。

			　どの国も神殿に逆らおうという気はない。なぜなら、回復魔法の力が強い者の派遣を打ち切られると困るからだ。

			　……レイナさんは、回復魔法の力の強い魔欠落者に神殿が独占的に担ってきた治療をしてもらおうとしている。神殿の力が弱まれば、魔欠落者に対する差別的な教えを信じる者も減るのではないかという考えだ。

			　この国に神殿関係者がいないのは、治世者が受け入れを拒否していたからだろうか？　拒否なんてできるの？　できるとしてもなぜ？

			「おーいカイン、次はお前の番な、頼んだ。魔力が切れた」

			「あ、はい！　今行きます！」

			　カインさんが緑の布の人……別の風魔法の使い手に呼ばれて持ち場に戻っていく。

			「そうだ、ハーグに森に残っている他の子供たちもここに連れてこられないか相談したいって、できたら伝えてくれないか？」

			「わかりました」

			　他の子たちも連れてくる。

			　カインさんは、見ず知らずの私やルークも必死に守ってくれた。きっと一緒に生活していた子供たちもそれは大切にしていたのだろう。

			　カインさんは一カ月ほど前に連れていかれたと言っていた。一カ月ここで生活して……他の魔欠落者の子たちも連れてこようと言うほどに、ここを気に入り、信用しているのだ。

			　国を治めるジョセフィーヌ様が……あんなに魔欠落者が憎いと言っているにもかかわらず。

			「おまたせエイル。どう、皆の働きは」

			　ツイーナさんが戻ってきて手元の紙をのぞき込む。

			　あ！　しまった！　すっかり仕事がおろそかになっていた。

			「ご、ごめんなさい、あの、私……」

			　自分の名前を書いて、×印を付けた。

			「エイルはまじめないい子ね」

			　ツイーナさんが困ったような顔をする。

			「そうね。さっきの……ジョセフィーヌ様にはびっくりしちゃったわよね。ごめんね、仕事も手につかないよね。私が食事の席に着かせたのが悪かったわね……。まだ、何もこの国のことを知らないのに……」

			　ツイーナさんがペンを持って、私の名前の横の×印を塗りつぶした。

			「少し、話をしましょうか」

			　ツイーナさんは話をしようと言ったのに、黙っていた。

			　そのまま、鉱山を離れ、建物の並ぶ場所へと歩いていく。

			　街の中を通り過ぎ、屋敷から一番遠い場所まで来た。いや、屋敷ではなく、お城と呼ぶべきなのかもしれない。

			　街には二階までの建物ばかりだったが、一番端の中央に一つだけ四階建ての細長い建物がある。

			　ツイーナさんは入口に立つ人間に軽く合図をして建物に入っていった。

			　一階には、部屋の奥の少し高くなったところを向いて、ベンチがたくさん並んでいた。

			　二階は、簡易ベッドがいくつかとカーテンで区切られた場所がある。

			　そして、三階には何かの執務を行うための部屋だろうか。机と椅子、書類や本を並べるための棚などが置かれている。

			　一階も二階も、三階も、大きな家具は置いてあるものの、細かいものは何もない。棚は空で、机の上にはペンの一本もなかった。

			　四階に上がると、廊下があり扉が三つ並んでいる。ツイーナさんが中央の扉を開いて中に私を招いた。

			「！」

			　一階も二階も三階も、木と石で作られたシンプルな部屋だった。だけど、この部屋は違う。厚みのある絨毯が床には敷かれている。壁には白く塗られた板がはめ込まれ、細かく飾りが彫刻されている。天井からは、キラキラと光を受けて輝くものがつりさげられている。お屋敷……お城の一室のような豪華さだ。

			　ツイーナさんは、窓辺まで歩いていき、そこでやっと立ち止まって私を見た。

			「この建物は何だと思う？」

			　誰も使っていないこの建物が何かって？

			　わからないと、首を横に振ると、ツイーナさんがふっと悲しそうな顔を見せる。

			「この建物はね、教会になるはずだった。この豪華な部屋は神父の……ヴィドルク様の部屋になるはずだった」

			「教会？」

			　言われてみれば、一階は礼拝堂のようだった。二階は回復魔法を使うための部屋だろう。三階が執務室で……。

			　お城よりも豪華に見えるこの部屋が神父の部屋？

			「なるはずだったって？　この国にはずっと教会がないって、だから魔欠落者も受け入れられるって聞きました！」

			　人の意識を根本から変えるのは大変なことだ。親が信じていることは子供に言って聞かせる。そしてその子もまた孫へと伝える。

			　だから、十年や二十年教会がなかったくらいで魔欠落者に対する意識が変わるとは思えない。……つまり、この国にはずっと長い間というか、もしかすると今までずっと教会はなかったのかもしれない。

			　でも、こうして建物はある。こんなに立派な建物が。どういうことなんだろう？

			「エイル、こっちへいらっしゃい」

			　窓辺でツイーナさんが手招きする。

			「ほら、見て。ここからの眺めは素晴らしいでしょう。国が一望できる」

			　窓から外を見れば、ガルパ王国の王都よりも小さな街が一望できた。

			「小さな国でしょう」

			　この高い塀に囲まれた街が国のすべてなのかな？

			「はい。あの、小さいから、だから、教会がなかったんですか？」

			　私の育ったユーリオル王国でも、小さな街や村には教会がないと聞いた。だから、ひどい怪我や病気になって、神父様に治療してもらわないといけないときは大きな街に行く必要があって、ときには手遅れになってしまうこともあると……。

			　ツイーナさんが首を横に振った。

			「小さいからじゃない。貧しいから教会がないのよ」

			　貧しいから？

			「鉱山で働く人たち……人一倍、回復魔法を必要とする人が多い国なのに……この国には教会がないの。神殿は神父を派遣してくれない」

			　神殿が派遣しないの？　国が受け入れを拒否していたわけじゃなくて……。

			「今でこそ皆が食べていけるくらいに豊かにはなったけれど、それまでは本当に貧しくて。国民が貧しかったわけじゃない。国ごと貧しかったのよ。だから、神殿はこの国を見捨てた」

			　見捨てた……？

			「役に、立たない、か、ら……？」

			　まさか、神の教えを説く神殿が？

			「そう、お金にならないから。役に立たない。だから、見捨てられた」

			　ふっとツイーナさんが自嘲の笑みを漏らす。

			「もし、神父がいて、強い回復魔法を使ってくれたら、手足を失うことはなかったのに、親を失うことがなかったのに、正気を失うことはなかったのに、命を失うことはなかったのに……という人はたくさんいた」

			　ツイーナさんの話を聞いて、こぶしを握る。ぎゅっと握る手に力が入る。

			　もしかしてツイーナさんの動かない右手も……。

			　ユーリオル王国の街での出来事を思い出す。

			　少年が父親に回復魔法をかけてもらうために教会に訪れていた。お金は働いて必ず払うと言っていた。今手元にお金がなくても、何とかしてかき集めて命を助けてもらおうという、そんな希望すら神殿はこの国から奪っているんだ……。

			　空っぽの豪華な部屋。

			　これこそ神殿だと思った。いくらお金があって豪華に飾り立てても、心の中が空っぽ。

			「だから、ジョセフィーヌ様のお父上である先王は、神殿に掛け合ったの。国に来てくださる神父には、娘と結婚し王になってくれ……と」

			「王に？」

			「そう。貧しい国なので、王といっても苦労ばかりで贅沢ができるわけではないの。それでも、ただの神父の一人であるよりも、一国の王という肩書を求める人間がいるのではないかと……」

			　レイナさんを思い出す。

			　女王になったって、命を狙われたり大変なことばかりだ。……命を狙われるっていうことはそこまでして王になりたい人間がいるってことで。次に自分が命を狙われるかもしれないとか考えるよりも、王座という響きが勝るのだろうか。

			「そして、数人の神父候補がこの国に来たのよ。ジョセフィーヌ様が十六歳のときだった。数カ月候補たちと過ごした後、ジョセフィーヌ様がお選びになったのが、ヴィドルク様だった」

			　ヴィドルク様？

			「二人は婚約したのよ……。ヴィドルク様にとっては王座を手に入れるため、ジョセフィーヌ様は、国に神殿から神父を派遣してもらうための、完全な政略結婚だった」

			　政略結婚。

			　王族や貴族であれば、よくある話だと聞く。

			「だけど、ジョセフィーヌ様は、ヴィドルク様を愛したの。十六歳の娘にとって、容姿のよい優しい年上の男性はとても魅力的だったのよね」

			　政略結婚でも、愛せる人に巡り合えたなら幸せだよね？

			「だけど、結婚直前になって、ヴィドルク様は婚約を破棄して帰ってしまった」

			「え？　どうして？」

			　ツイーナさんが、ふっと小さく息を吐き出す。

			「魔欠落者が原因だと……詳しくは、私からは……言えないけれど」

			　魔欠落者が原因？　それで、婚約が破棄された？

			　魔欠落者のせいで愛する人を失った？

			「だから、ジョセフィーヌ様は、魔欠落者が憎いと言っているんですね」

			　ツイーナさんは私の言葉に困った表情を見せ、是とも非とも言わない。

			　ふぅっと小さく息を吐き出して、私の頭をなでた。

			「まぁ、とにかくね、ジョセフィーヌ様の前で、魔欠落者が憎い云々の話題と、神殿とか神父とかそういう話題は禁句だと思っておいて」

			「はい」

			　今、ジョセフィーヌ様は何歳なのだろうか。何年前の話なのだろうか。

			　今もジョセフィーヌ様が独身であるならば、まだヴィドルク様のことが忘れられないということなのだろうか。

			「あと、ジョセフィーヌ様が、魔欠落者のことをひどく言うときがあるけど、気にしないで。というか、許してっていうのも変だけれど……」

			「はい」

			　好きな人と別れる原因を魔欠落者が作ったのだとしたら、憎いのもわかる。

			　……何もしていないのに「魔欠落者だから」という理由でひどく言うわけじゃないとわかっただけでも、少しホッとする。

			「本当は……憎いというよりは……」

			　ツイーナさんが聞こえるか聞こえないかの声でふと何かをつぶやいた。

			「え？」

			　聞き返してみたけれど、首を小さく横に振り、答えは返ってこなかった。

			　窓から街……いや、国を見渡す。小さな国。だけど、皆が幸せに暮らせる国。

			　それは、お金があるからだと……。

			　魔獣の森の村にはお金はない。だけど、皆幸せだ。でも、お金があればもっと幸せに暮らせるのだろうか。風雨を防ぐだけの小屋がもう少し丈夫な家になれば……。甘いものがもう少し食べられるようになれば……。

			　必要以上のお金はいらないけど、皆が幸せになるためのお金はあるといい。安心して暮らしていくためのお金。

			「ツイーナさん、どうしたらお金を手に入れられるんでしょう」

			　魔獣の森にはこの国のように鉱山があるわけではない。ヤンさんのように手に職がある人ばかりではない。外に売れるものと言えば、獣の皮や干しきのこや木の実くらいで……。

			　ツイーナさんが複雑な顔をする。

			「お金が欲しいの？」

			　買われてきた私が、お金を求めていると勘違いされたかなと思って慌てて否定する。

			「私がじゃなくて、貧しい村がこの国のようになるにはって……」

			　ツイーナさんが間を置かずに答えた。

			「難しいと思うわ」

			　そんな。

			「金持ちはね、金を搾取するから金持ちなの。搾(さく)取(しゆ)する人間がいるかぎりは貧しい人間も生まれる」

			「搾取？」

			「そう。ここには幸い、昔から搾取できるような富がなかったからね、搾取する人間もいなかった。だから、夢のような国ができたのね」

			　ツイーナさんの言葉に、いつの間に来たのか、ドアの入口に立っていた宰相が答えた。

			「豊かになりすぎた国は、他国に狙われ搾取される。だから、我が国も必要以上に金を持つようなことはしないでいるんだよ。だが、いつかは隣国から攻め込まれるだろう」

			　そうか。金を奪おうとする人がいたら、国単位だと戦争になる。戦争が起きれば、庶民はより苦しむことになる。

			　自分たちだけが幸せに暮らせればいいというわけにはいかないのか。人の欲があるかぎり……。

			　でも、レイナさんが作り上げるガルパ王国ならそんな愚かなことはしないはずだ。

			　ジョセフィーヌ様のこの国も……力をつけて国土を広げようとしないように。

			「助け合えればいいのに。国同士も争いあうんじゃなくて、助け合えればいいのに……」

			　ツイーナさんは私の顔を見てから、もう一度窓の外を見た。

			「無理ね。お金があっても、国に縛られてなくても、人々を救うというのは名ばかりの組織もあるから」

			「ツイーナ。無理だと言って諦めては外交の意味がないみたいじゃないか」

			　宰相が苦笑いをする。

			「助け合うところまでは無理かもしれないが、同盟を組んで争わないようにはできる。隣国である、ガルパ王国とユーリオル王国には使者を立てて話し合いの場を作れないかお願いしているところだ」

			　ガルパ王国に使者を？

			　レイナさんなら、きっとこの国の素晴らしさはわかってくれる。レイナさんに教えたい。この目で見た、この国のことを！

			「ツイーナさん、私をガルパ王国に帰してください！」

			「何を言っているの？　エイル、もしかしてジョセフィーヌ様に言われたことを気にしてるの？」

			　ツイーナさんが驚いた顔をする。

			　私、売られてきたんだった。帰してって言える立場じゃないのかもしれない。だけど、言わずにはいられない。

			「そうじゃ。帰ってもガルパ王国では魔特化者は生きにくいじゃろう。この国にいればいい。ジョセフィーヌ様と顔を合わせなくて済む職場に配属してやるからな」

			　宰相の言う通りだ。この国はどこまでも魔欠落者には過ごしやすいだろう。

			　だからこそ、今、他の場所で苦労している人たちのことを放っておくわけにはいかない。

			　殴られた記憶、罵られた記憶。

			「ガルパ王国は変わります。変わると私は信じてます」

			　レイナさんが、ファーズさんが、それから今はまだ少ないけれど、二人の味方が頑張っている。

			　そう、私も。私にも、きっとできる。

			「私たちが、変えます。変えてみせます」

			　ツイーナさんと宰相が首を傾げた。

			「私たちが、変える？」

			　おかしなことを言っていると思われた。そりゃそうだ。スラムでさらわれ人買いに売られた小汚い魔欠落者の少女が、一国の女王と知り合いだなんて思うわけないもの。

			　説明しようと、そう思ったとき、階段を駆け上がる人の足音が聞こえた。

		

	
		
			　

			第四章　赤と青

			　

			「宰相殿！」

			　息を切らした男が、廊下側の窓の外を指さした。

			　部屋の窓からは、国が見える。

			　廊下の窓からは、国の外へと延びる唯一の道が見えた。

			　宰相が窓辺に駆け寄り外をのぞく。ツイーナさんもそれに続いた。

			「あれは、まさか……」

			　宰相の驚愕の声。

			「どうして……」

			　ツイーナさんも困惑している。

			「目的はわからぬが出迎えねばならぬ。ツイーナはジョセフィーヌ様と城で働く者への連絡を。それから」

			「わかっています。魔特化者は鉱山へ向かわせます。あそこには毒を恐れて彼らも近づかないでしょうから」

			　魔特化者は鉱山へ？

			「【風】客人が来ます。城の者は接客準備を【風】魔特化者は全員急いで鉱山へ向かいなさい」

			　慌ただしく風魔法で指示を出しながらツイーナさんが階段を下りる。

			　何が起きているのかわからずにいた私の肩に、宰相が手を置いた。

			「エイルも、嫌な思いをしたくなければ、すぐに鉱山へ行きなさい。【風】将軍、すぐに兵をまとめて城の警護」

			　兵に城の警護？

			　何が起きているの？　誰が来たというの？

			　少し高い位置にある窓。背伸びをして窓の外を見る。

			　二十名ほどの帯剣して馬にまたがっている人と、二台の馬車が見えた。

			　馬車に刻まれた印、あれは……。

			「神殿の？」

			「そうだ。エイルも早く行きなさい。神殿の人間は魔特化者を毛嫌いしている。会わないほうがいい」

			　宰相に背を押されるようにして階段を駆け下りる。

			　建物を出て、そのまま鉱山へと走り出す。

			　その途中、カートに人を乗せて押しているジャッカさんと会った。

			　カートに乗っていた男性は、片足を足首から失っている。そして、腰には赤い布。

			　火魔法の使い手。だから鉱山では働いていなかったんだ。

			「手伝います！」

			　ジャッカさんに声をかける。

			「いや、大丈夫。それよりも早く鉱山へ」

			「収納魔法で」

			　カートを押すよりも早いと言おうとして途中で言葉を止めた。人を収納できることは言っていない。

			　それに、説明なく収納される人間は驚くだろう。

			　……中にはブルーもいるんだから。

			「そうか、エイルは収魔特化者だったな、それに、作業場の位置も知ってるな。頼む、作業場や製鉄所を回って、宝石や鉱石を収納に隠してくれるか？　収納した後の指示はツイーナに確認してくれ！」

			「はい、わかりました！」

			　私にできること、いいえ、収魔特化者の私にだからできること。ここではあたり前にその人その人に役割が振られる。

			　午前中に回った作業場や製鉄所、その他の宝石や鉱石などが置かれている場所をめぐって次々大量の宝石や鉱石を収納していく。

			　総額いくらあるのかもわからないほどだ。そして、これはこの国の人たちが食べていくための大切な財産。皆で協力して鉱山から取り出し、加工した大切な財産。

			　またカラフルな布を身に着けている人を見かけたら、魔特化者は鉱山へ行くように指示が出ていることを伝える。

			　急なことで風魔法の連絡が届いていない人もいるようだ。

			　収納し終わって城へ向かう途中に、医務局へ駆け込むテラの姿を見つけた。

			「テラ！　鉱山へ向かわないと！」

			「ああ、エイル。よかった。何が起きてるかわかる？」

			「神殿の人間が来たみたいなの。鉱山の毒を嫌って神殿の人は近づかないから、魔欠落者は嫌な思いをしないように鉱山へ隠れるようにっていうことみたい」

			　テラは私の言葉を聞いてほっと息を吐いた。

			「よかった。魔物が現れたんじゃなくて。相手が人間なら、僕は残るよ。ここにいる人たちが急に容体が悪くなるといけないし」

			　テラが、医務局の二階に視線を向ける。

			「わかった。気を付けてね」

			　テラが頷くのを確認してから城へ向かって駆けだした。

			　ツイーナさんに指示を仰げと言われたけれど、どこにいるのだろう？　城に向かったのは確かだと思うけど。

			「あの、ツイーナさんがどこにいるのかご存じありませんか？」

			　城の入口で、慌ただしく動き回る侍女の一人に声をかける。

			「ツイーナさんは、ジョセフィーヌ様の身支度を手伝っていると思います」

			　ただの屋敷ではない。城だ。城の中だというのに自由に歩き回れるのは、ツイーナさんについてあちこち回って顔を覚えてもらえたからだろう。

			　……だけれど、こういうときばかりはできれば「ここで待っていなさい、ツイーナさんを呼んできますから」と言ってほしいなぁと思ってしまう。

			　ジョセフィーヌ様の身支度か……。ちょっと顔を合わせたくないな。

			　どこにいるのだろう。食事をとった部屋かその隣か、他の場所か……。とりあえず、二階に上がり食事をとった部屋に向かう。

			　ちょうど、向かいの部屋からツイーナさんが出てきた。よかった。

			「ツイーナさん」

			「エイル、どうしてここへ？　早く鉱山へ行きなさい」

			　ツイーナさんは両手に書類を山積みにしている。

			「【収納】どこへ運ぶんですか？　他にも運ぶものがあれば手伝います。移動中に話をさせてください」

			　ツイーナさんは一瞬戸惑ったものの、すぐに部屋の中に戻っていく。

			「エイル、じゃあ、ここに並んでいるものすべて収納してちょうだい。これは鉱山や宝石の採掘資料なの。他国の者には見られたくないから念のため移動させるつもりで」

			　そうか。

			　お金のある国だと知られないためにということなんだ。

			「ツイーナさん、ジャッカさんに頼まれて、作業場などに置かれていた宝石や鉱石など収納しました。どうしたらいいですか？」

			「書類だけではなく現物を見られるのもまずかったわね。特に現物は、そのまま持ち去られる危険もあるわけだし……」

			　ツイーナさんが、食事をした部屋をノックして返事を待たずにドアを開いた。

			「将軍、警護態勢が整っている場所はどこですか？」

			　部屋の中には将軍の他に十名ほどの兵がいて何やら打ち合わせをしていた。

			「ここだ」

			　将軍が指で床を指し示す。

			「他には？　エイルの安全を確保できる場所は他にありませんか？」

			　将軍がドアの前で立っている私を見た。

			「魔特化者は鉱山に向かわせたはずじゃないのか？」

			　首を傾げた将軍にツイーナさんが早口で答える。

			「宝石や鉱石、もろもろの書類など見られたくないものをすべてエイルが収納しています」

			　将軍が首を左右に曲げ、コキコキと音を立てた。

			「そりゃ、ここにいるべきだな」

			　将軍は表情を引き締め、ツイーナさんに答えた。

			「急いでエイルを着替えさせろ。使用人の服からそこそこのお嬢様の服装に。確か、あそこに子供サイズの服があっただろう」

			「あの服は……でも」

			　ツイーナさんが一瞬言葉を詰まらせ、そして首を横に振った。

			「ジョセフィーヌ様には俺から事情は説明する。何もなければいいが、神殿のやつらがここに来るなんてよっぽどのことだ。つまり、緊急事態だ。事前に何も準備を整えることもできなかったんだ。ジョセフィーヌ様も一国の主として理解できないはずはない」

			　ツイーナさんは、少し顔色を悪くしながらも将軍の言葉に頷く。

			「エイル、いらっしゃい」

			　ツイーナさんに連れられ、廊下を奥へと進んでいく。

			　奥から三番目の部屋。開かれた扉の中は、薄いピンクの天蓋付きのベッドが置かれたかわいらしい部屋だった。

			　ジョセフィーヌ様の部屋？　それにしては、生活の匂いがしないとでもいうのだろうか。とても使われている部屋とは思えない。客間なのだろうか？

			　ツイーナさんはクローゼットを開き、並んでいる服をかき分けてその奥に置かれたタンスの引き出しの中から、薄黄色のドレスを一枚出してきた。

			「さぁエイル、着替えて」

			　見ただけでわかる。よい布を使って、丁寧に仕上げられた高価なドレスだ。細かなレースや刺繍もふんだんに使われている。

			「私、こんな立派なドレスを着るなんて、あの、使用人の服装じゃダメだというなら、収納に自分の服がありますから」

			　クローゼットの隣の鏡台の引き出しを開け、何かを探しながらツイーナさんが振り返る。

			「もう、誰も着ることのないドレスよ。汚すこととか気にしなくていいから、早く着替えて。髪も結わなければ。エイル、ただの小娘ではないと思わせることであなたの安全を守るの。幸いにして、エイルの立ち振る舞いは貴族だと言われても納得できるものだわ」

			「は、はい。すいません」

			　そうか。私は今、この国の秘密や財産を収納に抱え込んでいる。いわば歩く国家秘密であり、国庫でもある。

			　守られるのが私の仕事だ。

			　急いで使用人の服を脱いで、出されたドレスに袖を通す。ツイーナさんは後ろのボタンを手早く止めてくれた。それから鏡台の前に座らされ、ブラシで髪を梳(と)かれる。

			「凝(こ)った髪形を作る時間はないから、リボンでごまかすわ」

			　サイドの髪の毛をとってみつあみを作り、左右のそれを後ろで一つにまとめてドレスと同じ色のリボンをつける。それから、黄色い小さな花のモチーフが付いたピンで前髪をあげて頭のてっぺんで止める。
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			「顔かたちが似ているわけじゃないのに……」

			　ツイーナさんが鏡に映る私の姿を見て口を押さえた。

			「エイルの人を大切にする優しい雰囲気が似てるのかしら……」

			　誰に？　もしかして、このドレスを着ていた人？　小さなころのジョセフィーヌ様？

			「さぁ、戻りましょう」

			　ツイーナさんに連れられて将軍と合流する。

			「謁(えつ)見(けん)の間に移動するか。ジョセフィーヌ様の準備が整ったようだからな」

			　移動中に将軍が、ジョセフィーヌ様に事情を説明したこと、一緒に警護したほうがいいと判断を下したことや、ドレスの着用の許可もとったことなどを順に話してくれた。

			「それから、何かぼろが出るといけないから何もしゃべるなと、ジョセフィーヌ様からの命だ」

			　うんと頷く。

			　謁見の間。入って正面に数段高い檀が設けられ、その中央に豪奢な椅子が置かれている。

			　そこが王の座でジョセフィーヌ様が座る場所なのだろう。

			　その斜め後ろに宰相と将軍が立つ。

			　檀のすぐ下には、左右に分かれて兵たちが十名ずつ並ぶ。

			　そして、ツイーナさんや他の使用人は立ち並ぶ兵たちよりも後ろの壁際に五名ほど立った。

			　私は一番守りやすい場所ということで、ジョセフィーヌ様の隣に立つように言われた。

			　王の椅子の隣に立ってジョセフィーヌ様が来るのを待つ。

			　カラカラと拍子木が鳴るのを合図に、将軍が椅子の後ろの壁のカーテンを持ち上げた。

			　そこから、ドレス姿のジョセフィーヌ様が姿を現す。

			　色はやはり黒だ。だけれど、布には光沢があり、スカートのふくらみも大きくなっている。ドレープが豊かに波打つ絢(けん)爛(らん)なものだ。そして、顔を覆っていた黒いレースは、顔の中央までを隠すものに変わっている。

			　目元は見えないけれど、細くて整ったラインの顎(あご)や、つややかな口元は見える。

			　その口が、小刻みに震えているのが見えた。

			「アン……ジェリー……ナ……」

			　ゆらりと力なく持ち上げられた手が私に向けられる。

			　アンジェリーナ？　もしかして、このドレスの持ち主の名前？

			　ふらりと立ちくらむように体を傾けたジョセフィーヌ様を、将軍が慌てて支えた。支えられたまま椅子に腰かけたジョセフィーヌ様は、フルフルと震える両手をぐっと握りしめて小さな声でつぶやいている。

			「そうじゃ、アンジェリーナは妾が殺したのじゃ……生きているはずがないのじゃ……」

			　殺した？　どういうこと？

			「お待ちください、許可をいただいてからでないと困ります」

			　部屋の入口から声が聞こえてきた。

			「私を誰だと思っている、許可など必要ない」

			　バンッと乱暴に開かれたドアから、三十歳ほどの整った顔の男が現れた。服装は上から下まで真っ白で、神職者であることを示す金刺繍が施された腰ベルトをしていた。

			「久しぶりだね、婚約者殿」

			　男はずんずんと部屋を進み、檀も上がりジョセフィーヌ様のすぐ目の前までやってきた。

			　その後ろから入ってきた神官五名は檀の下で立ち止まる。

			「婚約者？　何を言っているのかわからぬ」

			「おやおやつれないねぇ。五年も待たせてしまったから、拗(す)ねているのか？」

			　男がジョセフィーヌ様の手に触れる。

			「何を言っておるのか、妾にはわからぬ。婚約を破棄すると言ったのは、ヴィドルクであろう……」

			　ヴィドルク……ジョセフィーヌ様の元婚約者、この男が？

			「そうだったかな？　何か思い違いをしているのではないか？」

			　ジョセフィーヌ様は、小さく下唇を噛みしめてから口を開いた。

			「勘違いなどではない。結婚式を目前に、言ったではないか。忘れるはずなどない……。魔欠落者の妹がいる女と結婚などできるかと……」

			　魔欠落者の妹？

			　ヴィドルクは口の端をふっと上げた。

			「ああ、そうだったね。私も若かったんだよ。許しておくれジョセフィーヌ。家族に魔欠落者がいるというのを知って動揺してしまったんだ。気持ちの整理をつけるのに五年かかったよ。待たせてすまなかった、さぁ結婚しよう」

			　ジョセフィーヌ様は、ヴィドルクの手を振り払い立ち上がった。

			「では改めてこちらから婚約破棄を告げさせてもらう。話がそれだけならすぐに立ち去れ」

			　立ち上がり背を向けたジョセフィーヌ様にヴィドルクが声をかけた。

			「私はそれでもかまわないけれど、いいのか？　妹の、アンジェリーナの気持ちを無駄にして」

			「アンジェリー……ナ……？」

			　ジョセフィーヌ様の顔が真っ青になる。

			「な、なぜ、妾が、はぁ、はぁ……なぜ、妾が、魔欠落者の……妹の気持ちなど、憎い妹の気持ちを、はぁ、はぁ……」

			　息が苦しそうだ。

			　過呼吸？　そう、うまく呼吸ができなくなることがあるって聞いたことがある。

			「ジョセフィーヌ様！」

			　将軍が慌ててハンカチを取り出してジョセフィーヌ様の口に押し当てた。

			「はぁ、はぁ……」

			「おや？　妹を憎んでいるの？　ふぅーん」

			「そうじゃ……、魔欠落者さえいなければ、はぁ、はぁ、妾は幸せになれたのじゃ……はぁ、はぁ」

			　ジョセフィーヌ様の顔色は真っ青を通り越して真っ白だ。息ぐるしさも一向に治まるように見えない。

			「なんだ。憎いなら問題ないよね。婚約破棄を言い渡した日に来たんだよねぇ。私はどうなってもいいから、どんなことでもするからお姉さまと結婚してくれと懇願するわけ」

			　ジョセフィーヌ様が、口に押し当てていたハンカチを取り落とす。

			「アンジェ……リーナ……が……？」

			　ヴィドルクがくくくと何かを思い出して笑い出す。

			「魔欠落者の女ができることなど娼婦くらいだ、何でもするといったって、男の慰み者になるくらいしかできないだろう？」

			　ヴィドルクが檀の下にいた男たちに問いかけた。

			「あのとき慰めてもらった者は今日はおらぬか？」

			　ジョセフィーヌ様が、床にばたんとうつぶせに倒れた。

			「はぁ、はぁ、はぁ……」

			　かぶっていたベールが床に落ち、束ねていた髪が広がる。

			　そして、ゆっくりとあげられた真っ白な顔には、涙が浮かんでいた。

			「ひ、ひどい……、アンジェリーナはまだ十三歳だったのに……。なんで、なんで、そんなひどいこと……」

			　ヴィドルクは、倒れたジョセフィーヌ様に手を差し伸べることもせず口端を持ち上げる。

			「憎いんだろう？　ならなぜそんな顔をする？」

			「に、くい……。憎くてたまらない……あのとき……あのとき……」

			　ジョセフィーヌ様が、上半身を起こし、息も絶え絶えにヴィドルクのズボンにしがみついた。

			「妾は、憎い！　……あのとき、お前さえいなければ私は幸せになれたのにと、妹を罵倒した妾が……妾があんなことを言わなければ、アンジェリーナは……崖から飛び降りることもなかったのに……」

			　宰相がジョセフィーヌ様の両肩に手を置いた。

			　まさか……、このドレスの持ち主だったアンジェリーナ様は……。

			　ジョセフィーヌ様の妹は、魔欠落者で「お前さえいなければ」とジョセフィーヌ様が言ったから、いなくなったの？　崖から飛び降りたと？

			　ああ、ジョセフィーヌ様は魔欠落者が憎いんじゃない。妹を死に追いやってしまった自分が憎かったんだ。

			　だけど、自分のせいで妹が死んだという事実を受け入れることが辛すぎて、魔欠落者が憎いと口にしてなんとか耐えていた……。そういうことなの？

			　ツイーナさんも他の人もわかっているんだよね。

			　黄色のドレスを見下ろす。

			　本当に憎いのであれば、ドレスを、部屋をあんなに綺麗なままとっておいたりしない。

			「違いますぞ、違います。やっと謎が解けました。ジョセフィーヌ様のせいではございませぬ」

			　宰相が大きな声を出してジョセフィーヌ様の気を引く。

			「そうだ、聞いただろう、死ぬほど苦しめたのは、あいつらだ」

			　将軍も、ジョセフィーヌ様に必死に話しかけている。

			　だけれど、ジョセフィーヌ様の意識はもはやこことは別のところにあるのか、声が届いていないように見える。

			　声が届かなかったとしても、それでも私も、言いたい。

			　口を開くなと言われていた。だけど、だけど、これは言わなくてはいけない。

			「ジョセフィーヌ様、前に言いましたよね？　なぜ、私は生きているのかって。魔欠落者のくせに、どうして生きているのかって……」

			　ジョセフィーヌ様の手を取る。

			「知ってたから。私のこと、母様が愛してくれていることを知っていたから。私が死んだら、母様が苦しむと知っていたから……。」

			　ジョセフィーヌ様が顔をあげて私を見た。

			「アンジェ……」

			　アンジェリーナ様の服を着ている私に、妹の面影を重ねているのだろうか。

			「アンジェリーナ様だって、ジョセフィーヌ様が自分のこと愛してくれてるって知っていましたよ。だから、きっと、お前さえいなければって言われたあと、死ぬ選択じゃなくて、婚約破棄を撤回してほしいって頼みに行くことを選んだんですよ？　死ぬ気なんてなかった。生きていようと思ってたはずです」

			「妾が、いなくなればいいと言ったから崖から身を投げたのではないと……？」

			　しっかりと頷く。

			「違います。違う。愛してくれた人を悲しませる選択なんてしない。私は、私が死んだら母様がもっと悲しむことを知っていたから、死なない。死にたいとも……言わない。死んだほうがよかったなんて、言わない！　きっと、アンジェリーナ様だって死にたくなんてなかった」

			　私の言葉に、少しだけジョセフィーヌ様の呼吸が落ち着いた。

			「なぜ……死んでしまったのじゃ……妾はひどいことを言った。謝りたかったのじゃ……」

			　ポロリとジョセフィーヌ様の目から涙が零れ落ちる。

			「なぜだろうなぁ？　何があったんだろうなぁ。これでお姉さまと結婚してくれますねと言っていたが、冗談だろう、魔欠落者の上に穢(けが)れた妹がいる女と誰が結婚するかと言ったら飛び出していったけれど」

			　ヴィドルクがくくっと喉の奥で笑った。

			　ひどい……。

			　ジョセフィーヌ様はショックのあまり再び呼吸を荒くする。

			「はぁ、はぁ、はぁ……何しに……何しに来た……出ていくがよい、妾の……国から！」

			「何しにって、結婚するためだって言ったよね？」

			　それまでヴィドルクの言葉へ受け答えをしていなかった将軍が声を荒らげた。

			「ふざけるなっ！　今すぐ出ていけ！　これ以上顔を見せるな！」

			　今にもつかみかかりそうな勢いで、将軍がヴィドルクを睨みつける。

			「あのときは貧乏国でも王だからと話に飛びついたんだよね。まさか身内に魔欠落者がいるなんて思わずにね。身内に魔欠落者なんて悪魔の子がいたら、いくら王とはいえ神殿での地位は地に落ちる。下手すれば追放だよ？　仕方がなかったんだ」

			　なぜか、ヴィドルクは飄(ひよう)々(ひよう)と過去の話をし始めた。

			「だけどさ、ここ数年、どんどん金持ちになってるでしょこの国。金持ちの国の王ならさ、神殿での地位も保障されるからね。だから、来たのさ。王になるために」

			　ヴィドルクがジョセフィーヌ様の手首をつかんで立ち上がらせた。

			「せぬ、はぁ、はぁ、結婚など、せぬっ」

			　息も絶え絶えになりながら、ジョセフィーヌ様はヴィドルクの胸を突いた。

			　一歩よろめいたヴィドルクは、ジョセフィーヌ様をつかんでいた手を乱暴に突き放す。

			「ジョセフィーヌ様！」

			　後ろに倒れそうになったところを将軍が支えた。

			「せっかく平和的に結婚という方法を取ろうとしてあげたのになぁ、残念だ」

			　ヴィドルクが残忍な笑みを浮かべ私を見た。

			「おまえ、魔欠落者、だって？」

			　髪の毛をつかまれて引っ張られる。

			　痛っ。

			「ジョセフィーヌ、このように魔欠落者をそばに置くなど、悪魔に魂を奪われたに違いない」

			「ちっ、違っ」

			　私をそばに置いているわけじゃない。今だけのことだ。

			　それに、悪魔なんて関係ないっ！

			「【風】悪魔に魂を奪われた女王よりこの国を救う。今より第四位聖司教ヴィドルクが国を統治する。神聖軍は抵抗する者をとらえよ」

			　宰相が息をのんだ。

			「勝手は……許さぬ、……妾の、国じゃ……」

			「とらえよ」

			　ヴィドルクがジョセフィーヌ様を見下ろし、神官に命じた。

			「さすがに、お前はまだ幼すぎるか」

			　髪を引き上げられ、顔をのぞかれる。

			「離して！」

			　つかんでいる手を引き離そうと手を伸ばす。

			「触るな、薄汚い魔欠落者め。【火】」

			　熱っ。

			　伸ばした手に熱を感じて手を引く。そのあとに、髪の毛の焼けた臭いが鼻に届く。

			　ヴィドルクがゆっくりと手の平を開くと、つかんでいた私の髪の毛がパラパラと床に散らばった。

			「なんてことをっ」

			　将軍が私を背後にかばうように立った。

			　髪の毛……燃やされたんだ……。

			　母様がいつも触れてくれた髪が……。ヤンさんがなでてくれた髪が……。レイナさんがといてくれた髪が……。ツイーナさんが結ってくれた髪が！

			　ルークがシルバーグレーだと教えてくれた髪が……。

			「逆らうつもりか？　神聖軍が本気で動けば、こんな小さな国など一たまりもないぞ？　神聖軍だけではない。神殿が声をかければ動く国がいくつあるのか知っているか？」

			　ヴィドルクは、ジョセフィーヌ様が座っていた王の椅子にどかりと腰かけた。そして持ち上げた靴で将軍の足をガンガンと蹴っている。

			「くっ」

			　将軍は悔しそうに奥歯を噛みしめている。

			「さっさとすることしたら？」

			　ヴィドルクの言葉に、将軍は口を開いた。

			「【風】兵は国民を守るため神聖軍の指示に従え」

			「そうそう、おとなしく我らに従ってもらおう。とりあえず、お前ら、この女とそいつとあいつを牢屋に入れておけ」

			　檀の下に立ち並んでいた兵たちが戸惑いを見せたが、将軍が小さく頷いて見せると、のろのろとした動きでヴィドルクに従った。

			　ジョセフィーヌ様と将軍と宰相を連れて出ていく。

			　そんな……。どうしたらいいの？

			　どうすれば……。

			　壇上に残された私は、ただ連れていかれる三人を見送った。壁際に立つツイーナさんや侍女たちも不安そうな顔で見ている。ジョセフィーヌ様たちの姿が見えなくなってすぐに風魔法で声が届く。

			「ヴィドルク様、城の中を探しましたが宝石も鉱石も金も見つけることができません」

			「【風】地下に蔵があったはずだ、探せ」

			　しばらくして声が届く。

			「ありません。あるのは古臭い武器や汚い彫刻などです」

			　ヴィドルクの顔がゆがむ。

			「どういうことだ？　たくさんの宝石や鉱石があるんじゃないのか？　金を貯めこんでいるんじゃないのか？」

			　びくっと肩が震える。

			　知られちゃだめだ。私が国の財産を収納していることは。知っているのは、ツイーナさんだけだ。どうしよう。

			「誰か知っている者はいないのか？」

			　ヴィドルクが部屋の中を見回す。

			「発言をお許しいただけますでしょうか？」

			　ツイーナさんが軽く手を上げた。

			「許す」

			　ツイーナさんが、ゆっくりと檀の下まで歩いてくる。

			　一瞬目が合った。

			「宝石も鉱石もありません」

			「ないだと？　嘘を言うな！　この国から輸出される宝石や鉱石の量が年々増えていることはわかっているんだ。どこかに隠し持っているんだろう？」

			　ツイーナさんが緊張した面持ちで、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

			「すべては鉱山に。採掘したものはすぐに輸出しております。でなければ我々は食糧を得ることができません。城にも街にも宝石や鉱石を隠し持つほどの余裕はありません。当然、お金も」

			　ツイーナさんの言葉は嘘だ。嘘がばれないように、私も必死で冷静を保つ。

			「そんなバカな……」

			「お疑いであれば、産出量や輸出量などを記載した記録がございます。ご覧になりますか？」

			「今すぐ持ってこい」

			　ツイーナさんはヴィドルクの言葉を受け、私の顔を見た。

			「では。エイル、いらっしゃい」

			「待て、なぜこの娘を連れていく」

			「資料は数冊にも上ります。その娘は収納魔法だけは得意ですから、重たくてかさばるものを運ぶのに重宝するのです。特に、私のような者は……」

			　ツイーナさんが動かない右手に左手を添えた。

			「なるほどな。……と、待てよ？　この娘が宝石や鉱石を隠し持っているんじゃあるまいな？」

			　ギクリと小さく肩が揺れる。いけない。動揺してはダメだ。

			「大量の鉱石が収納できるほど大きくはありませんし、高価な宝石を預けるほど信用してもおりません。財産を一度に失いかねない危険を冒すようなことをしたりはしません」

			　収納したものは、収納した人が死ぬと二度と取り出せない。それはヴィドルクも知っているようで、ツイーナさんの言葉に小さく頷く。しかしまだ疑いの消えない目をしている。

			「魔欠落者の娘にドレスを着せている理由がヴィドルク様にならおわかりになると思いますけれど？」

			　今までに見たことのない表情をツイーナさんが見せる。媚びるような目だ。

			「ふっ。もちろんだ。収納したまま逃げないように餌(えさ)を与えているというわけだろう？　逃げればドレスもごちそうも失うと躾(しつ)けているということか」

			「さすがヴィドルク様ですわ。では、すぐに資料を取ってまいります」

			　餌、躾……。その言葉が心に突き刺さった。本心ではないとわかってはいても。

			　ツイーナさんが綺麗なお辞儀をして歩き出す。慌ててツイーナさんの後を追う。

			　謁見の間から十分離れたところで、ツイーナさんが小さな声で話しかけてきた。

			「エイル、何とかしてあなたを城から出られるようにするから、鉱山に向かったみんなに伝えてちょうだい。第一鉱山へ集まるように。あそこが一番見つかりにくい。神殿の者たちは第三か第五鉱山に目が向くようにするから」

			　餌でも躾でもない。ツイーナさんは皆をそんな風に見たりしてない。大切な仲間だと思ってる。少しでも言葉にショックを受けた自分が悔しい。

			　執務室に到着すると、ツイーナさんに言われ、先ほど収納しなかった書類を収納した。

			「偽帳簿よ。この国が儲かっていないことを示すための帳簿」

			　ツイーナさんは部屋の隅にあった丸めた大きな羊皮紙を抱えた。

			「それから、これが鉱山の地図。〝本物〟は鉱山の責任者が持っている。責任者に会えたら収納して」

			　本物は、折りたたんでポケットに入れていたあれだろうか。最新情報を常に書き込んでいた。

			「さぁ、行きましょう。私はできるだけ彼らと行動を共にできるように動きます」

			　うんと頷く。

			「だけれど、この先どうなるかわかりません。私の力では何もできないかもしれない……」

			　ツイーナさんが辛そうな顔を見せる。

			「ごめんね。第一鉱山に集まった皆だけで、何とか逃げて」

			「ツイーナさんは？　ジョセフィーヌ様や他の人たちは？」

			　魔欠落者に対してだけじゃない。ヴィドルクという男は、平気で人を傷つけられる人だと思う。元婚約者が苦しんでいる様子を笑ってみていた。将軍を理由もなく蹴りつけていた。

			「大丈夫よ」

			「嘘っ！」

			　大丈夫なわけない。

			「エイル、これはこの国の問題なの。あなたたちは、この国に売られてきた。国民じゃないの。だから、逃げなさい」

			「私……私ならっ！」

			　みんなを収納してブルーに乗って逃げられる。みんな一緒に逃げられる！　と、言おうとして口をふさがれた。

			「話はおしまい。あまり遅いと疑われるわ」

			　ツイーナさんの言葉とほぼ同時に足音が響く。

			「おいっ、まだか！」

			　神殿の人間が様子を見に来た。

			「申し訳ありません。鉱山の……坑道の地図も必要かと思い、ご用意していたもので遅くなりました」

			　謁見の間に戻ると、壁際に立っていた侍女たちの姿はなかった。

			「エイル、さぁお出しして」

			「【取出】」

			　どさどさと大量の偽資料を取り出す。

			「ヴィドルク様、詳細はじっくりご覧いただくとして、簡単にご説明させていただいてもよろしいですか？」

			　ヴィドルクの許しを待って、ツイーナさんが続ける。

			「こちらが一番新しい資料です。産出した宝石や鉱石の種類が書いてあります。こちらの鉱山の地図をご覧いただくと産出場所がわかりますわ。毒ガスが濃い場所での採掘作業になりますので、なかなか産出量が増えませんの」

			　ツイーナさんの口から語られる言葉は、嘘か本当か私にもわからない。何も知らないヴィドルクからすれば疑うこともないかもしれない。

			　資料を手にヴィドルクが神殿関係者を集めて話し合いを始めた。

			　ツイーナさんは壁際に控えていた私に強い口調で命じる。

			「あら、エイル何をしているの？　もうあなたに用はないわ！　さっさと出ていきなさい！」

			　話し合いをしていた神殿関係者の目がこちらに向く。

			「失礼いたしました。いつまでも汚らわしい魔欠落者をお目に触れさせるようなことをいたしまして……」

			　ツイーナさんは深く頭を下げた。

			「ほら、さっさと出ていきなさい。部屋をじゃないわよ、わかっているわね？　ヴィドルク様のお目に触れぬよう、城から出ていきなさい！」

			　腕をつかまれ乱暴に出口へと押された。

			　演技だ。ツイーナさんが怪しまれず私を外に出すために演技をしている。演技だけれど、とても強い力で、必死さが伝わってきた。

			　私たちを逃がすために……ツイーナさん自身が助かるためでもないのに、必死に、こんなに必死になってくれている。

			　強く押されてバランスを崩し膝をつく。

			「痛っ」

			　痛い。痛い。

			　心が痛い。

			　後ろも振り返らずに部屋を小走りに出ていく。

			　ツイーナさん、私、皆にちゃんと伝える。伝えて皆を逃がしたら、そうしたらツイーナさんたちを助けに戻る！

			　……どうしたら助けられるのか、ただこの国から出さえすればいいのか、国の統治権を奪い返さなければ助けたことにならないのか……。神聖軍がどの程度のものなのか、神殿を敵に回すと他の国からも攻め込まれるというのは本当のことなのか……。

			　知らないことが多くて、今私がどうすればいいのかというのもわからない。

			　でも、でも、きっとルークなら考えてくれる。レイナさんやファーズさんが協力してくれる。

			　きっと、きっと。

			　慣れないドレスに足を取られ、何度も転びながらも必死に走り続ける。

			　膝や手の平は擦り傷だらけだ。痛い。でも、この心の痛みに比べれば、どうってことない。

			　場所は覚えている。まさか、ツイーナさんについていろいろなところを回ったことが役に立つなんて……。

			「エイルちゃん、早く」

			　第五鉱山へ向かうと入口でカインさんが手招きしてくれた。

			「カインさん、ツイーナさんからの伝言です、皆に知らせてください。第一鉱山へ見つからないように向かってください。ここには神殿関係者が来る可能性があります」

			「なんだって？　わかった。すぐに移動する。おい、このことを他の鉱山の人間にも伝えてくれ」

			　すぐに話を聞いていた数名の男たちが動いた。

			「待って、たぶん彼らが目の敵にするのは魔……特化者。だから」

			　だからの先が続かない。だからどうすればいいのか

			「わかった。魔特化者は人目に付かないように第一鉱山へ移動。それ以外の者は、ここか、第三鉱山へ集まろう。誰も鉱山で働いていなければ怪しまれるかもしれない、さぁ連絡を頼む」

			　男たちが別の鉱山へと向けて散っていく。

			「連絡ありがとう。傷だらけだな、おーい、頼む」

			　リーダーが白い布をつけた回魔特化者を呼ぶ。

			「【回復】」

			「ありがとうございます」

			「さあ、行こうエイルちゃんっ！　あとは大人たちが連絡してくれるから」

			　カイルさんが私の手を取った。

			「行ってください。私は大丈夫です」

			　私はヴィドルクに姿を見られている。だから、もし、第一鉱山に隠れてしまえば、どこにいるか探されたときにまずいことになる。ツイーナさんは第三鉱山か第五鉱山に目が向くようにすると言っていた。だったら、私はこの第五鉱山の近くに隠れて様子を見ていたほうがいいはずだ。皆が移動を終えるまでは。

			「ツイーナさんからの伝言です。皆で話し合って国から脱出してくださいと」

			　リーダーが顔色を変える。

			「俺たちだけで逃げろと？」

			「自分たちは大丈夫だけれど、魔特化者はどのように扱われるかわからないから見つかる前に逃げて……と」

			　全然大丈夫じゃない。ジョセフィーヌ様も宰相も将軍も牢屋に入れられてしまった。ツイーナさんもどうなるかわからないと言っていた。

			　だけど、嘘をつくしかない。

			　だって、もし魔特化者の皆が傷つけられることがあれば、ツイーナさんもジョセフィーヌ様も、きっと皆、苦しむ。

			「嬢ちゃんは嘘が下手だな……」

			　リーダーが私の頭をなでる。

			「う、嘘じゃないです」

			「そんな辛そうな顔してたらすぐにばれるよ。今は俺たちがいることが不利になるということなんだろう？　わかったよ。第一鉱山へ集合して、国を出る。そのあとのことはそれから考える、それでいいんだよな？」

			　私の嘘はすぐにばれた。でも、気持ちは伝わった。

			　……みんな、ジョセフィーヌ様たちのことを見捨てて我先に逃げたいわけじゃないんだ。だけど、とどまることが最良でないとも知っている。だから逃げてくれるはず。

			「エイルちゃんはどうするの？」

			　カインさんが私を心配そうな目で見た。

			　どうしよう。どう伝えればいいのかな。

			「私には役割があります。ここでの役割……【取出】」

			　作業場で収納した大量の宝石類を取り出して見せる。

			「人質じゃないですが、人質代わりにこれがあるので大丈夫です。【収納】」

			　カインさんはまだ何か言いたそうだったけれど言葉を飲み込んだ。

			「わかった。でも無理しないで」

			「はい。気を付けてください」

			　魔特化者の皆が鉱山を離れていく。そのタイミングを待っていたかのように、ツイーナさんの声が風魔法で届いた。

			「ヴィドルク様が鉱山をご視察されます。第五鉱山前に鉱夫たちは集まり出迎えよ」

			　ああ、これはツイーナさんからのメッセージだ。第五鉱山に神殿関係者が来るから早急に魔特化者は移動するようにという。ツイーナさんはうまく第五鉱山へ誘導することに成功したのだ。

			　第五鉱山、坑道の入口に残った者たちが集まり一列に並んだ。

			　人数にして十名ほどだ。まだ他の鉱山から人は集まっていない。

			　何かあったら、すぐに収納や取出ができるようにと、皆の様子が見える場所に隠れることにする。

			　採掘した鉱石の一時置き場があり、積み上げられた鉱石の山と山の間に身を潜める。

			　すぐに、ヴィドルクを先頭に十名ほどの人間が姿を現した。護衛役だろうか。帯剣した神官服の三人の男がヴィドルクの横と後ろについている。

			　ヴィドルクの数歩後ろにツイーナさんの姿もある。

			　他に、資料の一部や地図などの荷物を持った人間が続く。

			「見てこい。お前らは案内だ」

			　ヴィドルクは地図を神官の一人に手渡すと、鉱夫たちに命令する。

			　荷物持ちの一人が折りたたみ式の椅子を広げ、別の人間が折りたたみ式の机を広げた。

			　神官二名と鉱夫たちが鉱山へと入っていく。

			　風魔法の使い手が外の空気を送り込まないのに、毒ガスは大丈夫なのだろうか……。

			　ツイーナさんは何も言わない。

			　調査に向かった人間から風魔法で報告が届く。

			「ヴィドルク様、地図に記載されている通り、入口付近にはめぼしい鉱石は見つかりません」

			「【風】もっと奥へ行ってみろ。左側の道だ」

			　ヴィドルクは、簡単に書き写された坑道の地図を見ながら指示を出す。

			「ありました！　地図には書いてありませんが、何かが光ったので、光魔法で奥を照らしてみたら、キラキラと無数に輝くものが見えます」

			　ヴィドルクがニヤリと口元をゆがませる。

			「【風】持ってこい。掘らせろ」

			　すぐに魔法で声が返ってくる。

			「鉱夫たちは言うことを聞きません。赤く光る場所は危険だと言っています」

			「【風】貴重な宝石を隠そうとしてるんじゃないのか？　掘れ。言うことを聞かぬのであれば、ジョセフィーヌの命はないぞ」

			　赤く光る場所？

			　赤い壁を掘ると大地が揺れる。輝きが強ければ強いほど危険……。

			　ダメだ！

			　がくんっと、すぐに足元が揺れた。ああ！　話は本当だったのだ。

			「やめさせてください。鉱夫たちの言っていることは本当です。今のように赤に触れれば大地が揺れます。坑道が崩れれば、中にいる者が危険です」

			　ツイーナさんの言葉に、ヴィドルクは笑った。

			「中の者？　運が悪ければ死ぬ程度のことだろう？　一人や二人犠牲になろうが、神のご意志だ」

			　神のご意志？

			「神官様もご一緒に入られているのですよね？」

			「いくらでも替えの利く下級神官がどうしたと？」

			　ひどい。

			　ぐらりと、また揺れた。

			「ヴィドルク様、壁に亀裂が入って、これ以上続けるのは……」

			　悲(ひ)愴(そう)な声が飛んできた。

			「【風】私がやめろと言うまで続けろ」

			「お願いします、やめさせてくださいっ！　私の父は坑道で生き埋めになって亡くなりました。これ以上不幸な人を増やさないでください」

			　ツイーナさんがヴィドルクにすがるように手を伸ばす。

			「目ざわりだ。私に意見するとは。連れていけ」

			　ツイーナさんは護衛の一人に腕をつかまれて、ヴィドルクから遠ざけられた。

			　ぐらり、ぐらりと、揺れはだんだんと大きくなっている。

			　ガラガラという何かが崩れる音が坑道から聞こえた。

			「やめさせて！　やめて！」

			「うるさい、黙れとヴィドルク様が言っている！」

			　ツイーナさんを黙らせるために、護衛がツイーナさんを投げ飛ばした。激しく背中を打ち付け、ごふっとツイーナさんが変な声を漏らす。口から一筋の血が伝うのが見える。

			「ツイーナさんっ！」

			　思わず鉱石の山の間から飛び出した。

			「エイ……ル、なぜ、あなたが……」

			「薄汚い魔欠落者、やはり、お前は魔欠落者をかばっていたんだな」

			　護衛がツイーナさんの腹を踏みつけた。

			「やめてっ！」

			　グラグラと揺れは一段とひどくなり、鉱石の山も不安定な場所からガラガラと石を落とし始めた。

			「薄汚い魔欠落者が、私に偉そうな口をきくな。【火】」

			　小さな火魔法の玉が飛んできて、頬をかする。

			「【収納】」

			　鉱石の山を収納する。見えている鉱石が一度に収納される。

			「【収納】【収納】」

			　三度の呪文で、鉱石の山はなくなった。

			「【取出】」

			　ドスンと、鉱石の山をヴィドルクの後ろに作る。

			「なんのつもりだ」

			「【取出】【取出】」

			　ヴィドルクの右側と左側にも、同じように巨大な鉱石の山を取り出した。

			「なっ、何をする！」

			　ぐらりと大地が揺れ、コロコロと鉱石の山からバランスを崩した石が落ちてくる。

			　ヴィドルクは、鉱石の山から離れるため足早にこちらに向かって歩いてきた。

			「【収納】【取出】」

			　鉱山の山三つを収納してヴィドルクの移動に合わせて取り出し直す。

			　ツイーナさんと私と護衛の目の前に、ヴィドルクが来た。

			「【取出】」

			　私の背後にも鉱石の山を取り出す。

			　私たち四人は鉱石の山に囲まれて逃げ場のない状態になった。

			　ぐらりと再び大地が揺れる。ガラガラと、鉱石の山から石が転がり落ちる。

			　グラグラと揺れるたびに、高く積みあがった鉱石が一つ、また一つと落ちてくる。

			　もし、一斉に崩れ落ちたら間違いなく生き埋めになるだろう。

			「悪魔の子が！　どかせ！　今すぐこの山を消せ！」

			　護衛は茫然と山を眺めていた。その間に、ツイーナさんの様子を見る。

			「ツイーナさんっ！」

			　意識はない。息はあるけれど、弱い。どうしようっ。

			「そんな女のことなどどうでもいいだろう、早く山を消せとヴィドルク様が言っている！」

			　護衛がハッとして私の胸倉をつかむ。

			「回復魔法をかけて……神官なら、回復魔法が得意なんでしょう？　ツイーナさんを助けて！」

			　護衛の手をつかんで懇願する。

			「この山をどけたら回復してやる」

			　護衛が鼻で笑う。

			　自分が優位な立場に立ったと思ったのだろうか。

			「赤い壁の採掘をやめさせてくれたら、山をどかしてあげる」

			　頭の中でぐるぐるといろいろな思いが回る。

			　ツイーナさんをいち早く助けたい。だけど、鉱山に入った人たちだって助けたい。ぎりぎりまでツイーナさんには頑張ってもらう。ごめんなさい。赤い壁の採掘が止まったら、すぐにテラにお願いして回復魔法をかけてもらうよ。

			　テラの回復魔法ならきっとすぐに全部よくなる。

			「馬鹿な。うまく交渉しているつもりかもしれないが、山が崩れればお前たちも一緒に生き埋めになるんだぞ？　どうせ、危険が迫ればどかさざるを得ない」

			　ヴィドルクが額に汗の玉を浮かべながら拒否の言葉を口にする。

			「ヴィドルク様、揺れがどんどんひどくなります。続けますか？」

			　風魔法の声に、ヴィドルクが怒りのこもった声を出す。

			「【風】ああ、続けろ。思いっきり掘り進め！」

			　なんてことを！

			　次の瞬間、ドーンと激しく下から突き上げられるように大地が揺れた。大きな鉱石がばらばらと雨のように落ちてくる。

			「【収納】」

			　私とツイーナさんに当たるはずの鉱石を収納する。

			「ぐあぁ！」

			　人の頭ほどもある角張った鉱石がヴィドルクの足に直撃した。護衛も肩を押さえている。

			「か、【回復】そら、元通りだ。悪あがきしても無駄だ。おい、剣を寄越せ」

			　護衛から剣を受け取ると、ヴィドルクは剣先を私の鼻先に向けた。

			「ここから出せ。言うことを聞かねば、命はない」

			「【収納】」

			　剣を収納する。

			　そして、小さな子に言い聞かせるようにゆっくりと言葉を発する。

			「神のご意志というものがあって、それで人が一人二人生き埋めになるとしたら、その一人二人は誰なのか、まだわからないの？」

			　何が神のご意志だ！

			　ヴィドルクが赤い壁を採掘するように言わなければ大地は揺れない。だから誰も生き埋めにならない。

			　神じゃないよ。ひどいことをするのは人間だ！　いつだって、人が人を不幸にする！　神でも悪魔でもない！

			　そして、再び大地が揺れた。

			　とても一人じゃ持ち運べないような大きな鉱石が勢いよく転がってくる。高い位置からは無数の鉱石が噴石のようにばらばらと落ちてくる。

			「【収納】」

			　先ほどと同じように私とツイーナさんの身に降りかかる鉱石は収納。

			　このまま、ここでヴィドルクとやり取りしていても無駄なのかもしれない……。ツイーナさんを収納して連れて行こう。

			「うぐっ、【回復】、ぐあぁ、【回復】【回復】」

			「た、たすけて、くれ……【回復】」

			　何度も回復魔法を繰り返すヴィドルク。

			　そして、助けを請う護衛。

			　二人の体の上には巨大な鉱石が載っていた。

			　回復したとたんにまた鉱石につぶされて負傷する……繰り返す痛み。想像しただけで恐ろしい。

			　でも、死ぬことはなさそうだ。

			「【収納】」

			　四方を囲んでいた鉱石を収納する。

			　ツイーナさんを助けなくちゃ。

			「待て、待ってくれ、助けてくれ」

			　護衛が唯一動く腕を伸ばしてきた。

			「ごめんなさい。私、ツイーナさんを一刻も早く回復魔法の使い手のところへ連れて行かないといけないから。あなたたち神殿関係者は回復魔法を自分たちのためにしか使えないみたいなので」

			「待て、悪かった、俺がその女を回復させるから」

			「【収納】」

			　ツイーナさんを収納し、二人に背を向けて歩き出す。

			　グラグラと大地が揺れる。もうこれ以上鉱石が降ってくることはないが、揺れることで二人の上に載っている鉱石が位置を変え体を痛めつけるようだ。

			「ヴィドルク様、鉱夫の言うようにやはり赤い壁は掘らないほうが……」

			　弱気な声が風魔法で届く。

			「【風】やめろ、今すぐ掘るのをやめろ！　これ以上揺らすな！　私を殺す気か！」

			　ヴィドルクが悲鳴に近い声で叫ぶ。

			　そして、私に向かって怒鳴りつけた。

			「ほら、薄汚い魔欠落者、お前の要求通り採掘をとめたぞ、石をどけろ！」

			「私、山はどかしてあげました」

			　薄汚い魔欠落者。

			　この言葉に心臓がチクリと傷む。

			　目の前で苦しんでいる人を助けない私は非道。だから薄汚いと言われても仕方がない。

			　だけど、そうしてあなたたち神殿の人間はどれだけの人を見捨ててきたの？　これくらい何なの？

			　命まで取るわけじゃないでしょう？

			　命を失った人がたくさんいるのよ？

			　ふつふつと黒い感情が渦巻く。

			「頼む、助けてくれ！　もう魔力もつきそうだ」

			　護衛が苦しそうな声を出した。

			「わ、悪かった、だから、助けろ」

			　涙が伝う。

			　こんな奴ら助けたくないって。死んだって構うものかって、心の底に黒い感情が湧いて。

			「魔欠落者に助けてもらうと、血が穢れると……そう教えているんでしょう？」

			　兵の採用試験のときに魔欠落者による回復魔法を全力で拒否した男がいた。

			　体の機能を失うよりも、魔欠落者に治療されることを嫌った。それほど深く人の心に神殿の教えが刻みつけられている。なぜ、そんな理不尽な教えを広めるのか。

			「いや、それは……」

			　ぐらりぐらりと大地が再び揺れた。

			「【風】やめろと言っている、やめないか！」

			「ヴィドルク様、やめています。赤い壁には一切手を触れていません、ですが、もう、遅かったみたいです、あぁ、あああーっ」

			　風魔法で届いた声は、最後は悲鳴で終わっていた。

			　何？　何なの？

			　揺れは、下から突き上げるようなどーんとしたものに変わった。

			　ゴボボボボッという不気味な音が鳴り響く。

			　何？

			　ドーン、ドーンと大地は突き上げられ、揺れは収まらず、ブシュー、ブシューと、毒ガスが噴石とともに湧き上がる。

			「毒ガスが……」

			　あちこちから吹き上がる毒ガス。

			　何が起きているの？

			「魔欠落者に助けられたらあなたたちは血が穢れると思っているかもしれない……。私は……憎い人も嫌いな人も、死んでしまえばいいって思う人も……助ける……。そうすることで、きっと……この黒い感情が清められていくから……私の心は浄化されるから……」

			　ねぇ、そうだよね？

			　真っ黒に染まらない。どんどんこうして黒い感情を消し去っていけば……。

			　ルーク、逆差別の国を作らないのはきっととても難しいことだ。

			　二人から十分距離を取ってから収納魔法で鉱石をどけた。

			　何が起きているのかわからないけれど、まずはツイーナさんを助けなければ。テラは医務局の建物に残っているはずだ。

			　グラグラと止まることなく揺れ続ける大地。鉱山からはドドドと不気味な音が続いている。

			　時折腹の底から響くような大きな音も聞こえる。何度か激しく毒ガスが噴出し、吹き飛ばされた小石が街まで降り注いでいる。

			「エイルちゃん！」

			　医務局の外に出てテラは鉱山のほうを見ていた。すぐに私に気が付き駆け寄ってくる。

			「一体何が起きてるの？」

			　テラの質問に答えることができずに首を横に振る。

			「わからないの。ただ、神殿関係者が赤い壁に手を出して……テラ、それよりお願い！　ツイーナさんに回復魔法を！　【取出】」

			　ツイーナさんを取り出すと、すぐにテラは回復魔法をかけてくれた。

			「エイルちゃん、あなたの収納魔法って、人を……」

			「うん、人も収納できる」

			　今は詳しく説明をしている暇も聞いている余裕もないのは私もテラもわかっていた。

			「あら？　いったいどうなって……」

			　ツイーナさんが目を覚ました。

			「あれは……！」

			　途端にツイーナさんの両目が大きく見開かれ、空を指さした。

			　え？

			　指さした方向を振り返って、言葉を失う。

			　巨体の影が落ちる。

			　そして通り過ぎていった影の主が、教会の建物を砂山のように簡単に壊していく。

			「まさか、あれは……ドラゴン？」

			　方向を変え、街へと再び向かう巨体。

			　血のような真っ赤な体が日の光を受けてきらきらと光っている。大きな翼を広げ、長いしっぽで建物を壊しながら飛んでいた。

			　大きく開いた口からはよだれとも血とも見分けがつかぬ赤い液体をたらしている。

			「きゃっ」

			　ドラゴンの翼が触れた建物から屋根が飛ばされて足元に落ちる。

			　ツイーナさんがいち早くドラゴンの現れたショックから立ち直った。

			「避難させなくちゃ……皆を……」

			　医務局をテラが振り返った。

			「どうやって……あ……エイルちゃん、あなたなら」

			　テラの言葉に小さく頷く。

			「ツイーナさん、どこへ避難させればいいんですか？」

			　ツイーナさんが人差し指でこめかみをつつきながら考えこんだ。

			「地下……そう、地下牢に！　地下牢の奥に、いざというときの城からの脱出経路があると聞いたことが……。王家の者しか知らないけれど、ちょうどジョセフィーヌ様は地下牢にいるから、そこに」

			　ツイーナさんの言葉にうんと頷いた。

			「ツイーナさん、風魔法で皆に知らせてください。自分で移動できる人は自分で。城までの移動が困難な人はなるべく固まって待っていてほしい。どこにいるのか風魔法で知らせてほしい。それから、テラは中で治療が必要な人に魔法を」

			　ツイーナさんもテラもしっかり頷き返してくれた。

			　城の方向を見れば、赤い煙が上がっていた。

			　赤は危険の印。

			　赤い煙はモンスターが出た合図。

			　赤い壁は触ってはいけないもの。

			「それからツイーナさん……、赤は敵、青は味方だと……皆に伝えてください」

			　ツイーナさんは何のことかわからないまま、すぐに風魔法を使ってくれた。

			「【風】赤は敵、青は味方」

			「【取出】」

			　ツイーナさんが声を飛ばしたことを確認してから、ブルーを出す。

			　目の前に突然現れたブルーに、テラとツイーナさんは息をのんだが、悲鳴を上げるようなことはなかった。

			「青は……味方？」

			　テラの口からつぶやきが漏れる。

			「！」

			　ブルーはいつもなら、どうしたヌシよと話しかけてくるのに、今回ばかりは私に何か言う前に空を見上げた。

			『あやつは……まだ生きておったのか……』

			「ブルー、知ってるの？」

			　ブルーはドラゴンから視線を外さずに、私の問いに答える。

			『共ぐらいのドラゴン……。力を欲するあまり同族を食らった狂ったドラゴン……。先代たちの記憶、八万年前から姿を見せることはなかったから死んだものだと思っていたが』

			　共ぐらいのドラゴン……。

			「ブルー」

			　私が何かを言う前にブルーは体をプルリと一度震わせた。

			『はっ、我が武者震いをするとはな……』

			　武者震い？

			「強いの？」

			　ブルーよりも強いの？　という言葉を飲み込む。

			『ああ、奴は強い。ただのドラゴンなど我の敵ではないが、奴は……。奴とは楽しい戦いができそうだ！』

			　楽しい戦い？

			　それは、互角ということ？　どちらが勝つかわからないってこと？

			　勝てたとしても、ブルーがいっぱい傷つくかもしれないってこと？　やだ、そんなの……。

			　ブルーが私の顔を振り返った。

			　不安が顔に現れていたのだろう。しっぽのふさふさでほっぺをなでられる。

			『ヌシは我が守ると言ったであろう』

			「でも……」

			　ブルーに無理をさせたくない。

			『いざとなればヌシを連れて逃げるだけだ。ヌシは街の皆を何とかしたいのであろう？　我にはわかるぞ』

			「ブルー」

			『この街の人間も、魔獣の森のみんなと同じなのであろう？　ならば、我にとっても……』

			　大切な家族だと、言葉を残してブルーは地を蹴った。

			　上空の共ぐらいのドラゴンの羽根に食らいつく。羽の一部を食いちぎり、ブルーが降り立った。

			『共ぐらいのドラゴンよ、我が相手をする』

			　羽を食いちぎられたドラゴンは、怒りの咆哮を発する。

			『ふっ、言葉も忘れたか。共ぐらいのドラゴンよ』

			　ブルーが地を蹴り、崩れた建物を飛び越えて街道へと出た。

			　ドラゴンは空高く飛び上がり、ブルーめがけて降下。すぐさま口から激しく何かを吐き出す。薄い黄色い靄(もや)に見えるあれは……毒ガス？

			「青は味方……、ドラゴンを街からおびき出してくれた……」

			　テラが茫然とドラゴンとブルーの戦いを見ていた。

			「今のうちにっ！」

			　ツイーナさんの言葉にハッとする。そうだ。せっかくブルーがドラゴンの気を引いてくれている。今なら街に戻ってくる可能性も少ない。急いで避難しなければ。

			「【収納】」

			　テラを収納する。

			「エイルは人も収納できるの？　そういえば、あの青い……ブルーと言ったかしら？　あのモンスターを収納から出していたわよね？」

			「はい。隠していてすいません」

			「助かったわ。お願い。歩けない人たちを収納して運んでちょうだい」

			　ツイーナさんと医務局の階段を上がる。ベッドの上で何が起きたのかわからず不安な様子の老人たち。

			「大丈夫ですよ【収納】」

			　説明している暇はない。視界に入ったものをまとめて収納していく。

			「ベッドごと？　容量は大丈夫なの？」

			　ツイーナさんに、たぶんと答える。実際、私は自分の収納の中に入ったことがないから具体的な広さも、収納したらどういう感じで中に並ぶのかも何もわからないのだ。

			　でも、そんなことを話している暇はない。

			　ブルーに、いつものような余裕はなかった。ブルーが負けるなんて思ってない。でも、心配なのだ。

			　次々に部屋に入り収納していく。ツイーナさんが「安心してください、大丈夫です」と言えば、何が起きているのかわからなくても、皆の不安は少し解消されるようだ。

			　医務局を出る。

			「【風】街に残っている者は連絡を」

			　ツイーナさんの声に、いくつか声が届く。遠いところから順に回って、人々を収納していく。

			　街を移動しながら街の外に視線を向ける。

			　赤いドラゴンと青いブルー。

			　激しくぶつかりあっている。ときにブルーが足でドラゴンを攻撃し、ときにドラゴンがブルーをしっぽで攻撃する。

			　ツイーナさんが風魔法を飛ばしても声が返ってこなくなった。

			　そのまま城の地下へと急ぐ。地下牢には、何をどうしていいのかわからず身を寄せて話し合っている神官が二人いた。

			「なんだ、お前ら！」

			　神官が地下牢に姿を現した私とツイーナさんの前に立った。

			「どきなさい、牢のカギを渡しなさい」

			　ツイーナさんの言葉に、神官が腰ひもにぶら下げた鍵に手を置いた。

			「【収納】」

			「はっ、鍵が！　返しなさい！　私たちを敵に回すということは、神殿にたてつくことですよ？　どうなっても知りませんよ？」

			「外の騒ぎが聞こえませんか？　伝説級……いいえ、伝説以上のモンスターが現れました。もう、街の皆は避難を始めています。あなた方はなぜここにとどまっているんですか？」

			　ツイーナさんの言葉に、神官たちは表情を変える。

			「う、嘘をつくな。伝説級のモンスターなど、いったいどこから突然現れると言うのだ」

			　神官の言葉に思わず怒りがこみ上げる。

			「ヴィドルクが鉱山で眠っていた共ぐらいのドラゴンを起こしてしまったのよっ！　大地が揺れたのは知ってるでしょう？　何度も赤い壁は採掘してはいけないと言ったのに……」

			　私の言葉に、神官の一人が目を輝かした。

			「流石ヴィドルク様……ドラゴンを目覚めさせるとは」

			　何を言っているのだろう？

			「そ、そうだ！　これは神のご意志だ！　魔欠落者をそばに置くような女王が治めていた国への天罰なのだ！」

			　神のご意志。はっ。

			　神殿関係者は、人を殺そうが神のご意志だと言えば許される人の集まりなのか。

			「どいてちょうだい！」

			　ツイーナさんが天を仰いで神に祈り出した神官を手で押しのけようとする。

			「通さぬ。神は我らの味方だ。お前たちを逃がすわけにはい――」

			「【取出】」

			　収納の中からヴィドルクと護衛の上に載っていた鉱石を神官の上に取り出す。

			「ぐあぁ！　な、何をするっ！」

			「悪魔め！　どけろ！」

			　私とツイーナさんの邪魔をしないように足を鉱石で挟ませてもらった。足のほんの先だけだ。

			「【取出】ツイーナさん、鍵です」

			「ジョセフィーヌ様、ご無事でしたか」

			「どうなっておるのじゃ」

			　宰相や将軍の閉じ込められていた牢の鍵も開ける。

			「先ほどエイルが神官に言った通り、ドラゴンが現れました。街から避難を」

			「妾だけ逃げるわけにはいかぬ。国民も一緒じゃ」

			「地下牢に王家の者のみが知る抜け道があると聞きました。そこから皆を避難させることはできませんか？」

			　ツイーナさんの言葉にジョセフィーヌ様が頷いた。

			「ツイーナ、悪いが、通路が先ほどの揺れで崩落していないか確認をしてくれぬか、将軍は兵に国民の避難を邪魔する神殿関係者を抑えるように指揮を。宰相は避難先に必要なものの準備を。収魔特化者に運ばせよ。第一鉱山へ避難している者を呼び寄せるのじゃ。あそこにいる者たちも大切な妾の民じゃ」

			　ああ、やっぱり……。

			　魔欠落者をジョセフィーヌ様は憎んでいるわけではなかった……。

			「急ぐぞ」

			　宰相が将軍に声をかけて地上へと続く階段を上っていく。

			「さぁツイーナ、秘密の通路はこちらじゃ」

			　ジョセフィーヌ様が奥の牢屋へ入っていった。

			　階段の前で倒れている神官が、必死にあがいている。

			「【風】牢から脱走した。将軍と宰相をとらえてくれ」

			「【風】魔欠落者に襲われた、誰か救援を頼む」

			　ジョセフィーヌ様が戻ってきて、神官を見下ろした。

			「無駄じゃ。この地下牢は風魔法の声が届かぬ。逃走を企てられぬよう風が通らぬ作りになっておるのじゃ」

			　ジョセフィーヌ様の言葉にも神官は動揺を見せない。

			「こんなことをしてただで済むと思うな。神聖軍に攻め込まれてもいいのか！」

			「そうだ、明らかな反逆行為だ！　言い訳はできぬぞ！」

			　強気な発言に、ジョセフィーヌ様は無表情で返した。

			「こんなことというのはどんなことじゃ？　神殿に伝わらなければ、どんなことかわからぬであろう？」

			　ここで初めて神官が表情を変えた。

			「まさか、我らを帰さぬ気か？」

			「何をする気だ、我らが死んで帰らねば、神殿も容赦はしないぞ。王族だけでなく国民も皆殺しだ。それでもいいのか」

			　皆殺し？　罪のない人の命も奪うというの？　いいえ、そもそも誰も罪なんてないのに！

			「何をする気と言ったな？　何もせぬ。妾は国民を連れて逃げるだけじゃ。秘密の通路を使ってな。お前たちがドラゴンに食われようと知ったことではない」

			　ジョセフィーヌ様がもう言うことはないとばかりに、神官から視線を外して階段へ向かった。

			「さぁエイル、妾たちもすべきことをせねばならぬ」

			「はいっ！」

			　神官を無視して階段を上がる。

			「待て！　待ってくれ！　この石をどけてくれ！　風魔法が使えないなんて聞いてない！」

			「いいの？　私は魔欠落者よ？」

			　振り返って声をかける。

			「いいも悪いもあるか！　お前がやったんだろ！　早くどけろ！　くそが！」

			　首をかしげて二人を見る。

			「神殿の教えでしょう？　魔欠落者に助けられたら血が穢れるんでしょう？　血が穢れたら、あなたたちは神官ではいられなくなるけど、それでも、私が助けてしまってもいいの？」

			　二人が言葉を詰まらせた。

			「くそっ、俺は悪魔の誘惑になんか惑わされぬ、行け！　行ってしまえ！　いいさ、ヴィドルク様がきっと助けてくれる！」

			「そ、そうだ！　私たちが戻らねば、ヴィドルク様が変に思い、探しに来てくれるはずだ！」

			　首を傾げた。

			「変ね？　命を落とすのは神の思し召しなんですって。一人や二人の犠牲など構うものかと、坑道に入った神官のことは言っていたけれど、あなたたちは特別なの？」

			　助ける神官と助けない神官がいるのだろうか？　何を基準にして？

			「なっ！」

			　神官の一人が青ざめた。

			「ああ、それから、ヴィドルクも私に助けを求めたから助けてあげたので、穢れていると思うわ。神殿での発言力がどうなるのか私にはわからないけれど……」

			　階段を急いで上がる。ジョセフィーヌ様はすでにずいぶん先まで進んでいた。

			「待ってくれ！」

			　声が聞こえてきた。

			　今しばらくはあのままでいてもらおう。隠し通路のことが神殿側にばれないほうがいいだろうから。載っている鉱石は、大人が数人集まればどかせるだろう。私じゃなくても。将軍が兵を使って必要に応じて対処してくれるはずだ。

			　一階に出るとすぐに風魔法の声がいくつも耳に飛び込んできた。

			「魔特化者は城へ戻れ」

			「兵は国民の安全を脅かす者を排除せよ」

			「動けない者は声を上げろ、助けに行く」

			「何が起きているのか教えてほしい」

			「揺れは収まったのに避難が必要なの？」

			　城の一階大広間にはすでにたくさんの人間が避難してきている。

			「通路の安全が確認されたら順に案内する。落ち着いてここで待機していてくれ」

			　宰相が落ち着くように声をかける。

			「助けてくれ！　第五鉱山の中にいる！　坑道が崩れてふさがれ通れない！」

			　飛び交う声に混じって、助けを求める声が聞こえてきた。

			　第五鉱山……！　ヴィドルクに言われて入っていった鉱夫たちだ！

			「【風】今救援部隊を向かわせる、状況を説明してくれ」

			　将軍の言葉に他の声がやむ。

			「大地が揺れたことで坑道が次々と崩落し、我々は散り散りに逃げた。何か所も大きな岩がふさいでいる隙間からどうなっているのかのぞくのがやっとで、とても人が通れない。場所は赤の四番あたりから奥」

			　広間に集まった人が息をのむのが聞こえた。

			「かなり奥じゃないか……」

			「大きな岩を一つどかすだけでも大変な作業だ、それがいくつもとなると……どれだけかかるか」

			　私なら！

			　大きな岩だろうが、収納してしまえば呪文一つで取り除ける。

			　再び声が届いた。

			「毒ガスがひどい。それから……怪我をして意識がない者もいる」

			　毒ガス……私一人じゃ、無理だ……。怪我も私には治してあげられない。

			　将軍が自分の頭をガツンと叩いた。

			「畜生っ！　毒ガスかっ！　濃度が濃くなれば岩を砕くときの火花で爆発する恐れもある！　どうしたらいい……」

			　宰相が将軍に声をかける。

			「落ち着きなさい。やれるだけのことをやるだけですよ」

			「落ち着いていられるわけないだろう、一刻を争う！」

			　やれるだけのことをやる……！

			「ジョセフィーヌ様っ！　こちらにっ！」

			　ジョセフィーヌ様の手を引いて二階へ上がる。

			「【取出】」

			　空いているところに、医務局の人たちをベッドごと取り出していく。

			　ぎっちりといくつかの部屋が埋まった。

			「エイル……どういうことじゃ」

			「本当は、私が収納したまま隠し通路を通っていければいいんだろうけれど……みんなをお願いします。私、第五鉱山へ行ってきます！」

			　ぴょこんと頭を下げて駆けだそうとしたら、後ろから手をつかまれた。

			「待て、エイル」

			　振り返ると、ふわりとジョセフィーヌ様の体が私の身を包んだ。

			「死ぬでないぞ、決して死ぬでない……妾は……人が死ぬのを見とうないのじゃ。たくさんの者たちが鉱山で命を落としてきた。この国に神父がいないことで失わなくてもよい命が失われていくのを見てきた。もうたくさんじゃ」

			　人が一人二人死のうが知ったことではないと言うヴィドルク。

			　誰も死なせたくないと言うジョセフィーヌ様。なんて、違うんだろう。

			「エイル、すまぬが頼んだぞ。だが、無理をするのではないぞ」

			　はいと、深く頷く。

			　二階から一階へ降り、城の外へ出る。

			「エイル、第五鉱山の人たちを助けに行くんでしょ？　僕も行くよ！」

			「テラ？」

			　テラが私の後を追ってきた。

			　そういえば、医務局の人たちと一緒に取り出したんだ。

			「エイル、テラ、第一鉱山に二人とも姿が見えないから心配した。無事だったんだ」

			　ハーグ君が駆けてきた。

			「さっきの話、第五鉱山の人たちを助けるって？」

			　カインさんも来た。

			「さっきの声は僕たちも聞いていた。魔特化者同士で話をしたんだ。僕たちの力が必要なら貸そうって」

			「カインさん……」

			　カインさんとハーグ君の後ろに立っていた多くの魔特化者の目がこちらを向いている。

			「毒ガスがひどいなら、僕たち風魔特化者が外の空気を送り込まないといけない。通り道がいくらふさがれていても、隙間から風は通るはずだ」

			　カインさんの言葉に、緑の布をつけた者たちが一歩前に出た。

			「光魔法だっているだろう？　手探りでなんて行けやしないんだから！」

			　ハーグ君が人差し指で鼻の下をこすった。

			「ありがとうみんな……あの、でも……」

			　迷ってる暇なんてない。

			「秘密の地下通路を通って皆が避難します。通路も暗いはずなので光魔特化者の皆さんの力が必要だと思います。それから、避難先の食糧など収魔特化者の皆さんに運んでもらわないといけないものもあります。回魔特化者の皆さんも、避難中に具合が悪くなる人たちのために協力をお願いします。だから……」

			　言葉を切ってから、鉱石の山を取り出した。

			「坑道をふさいだ岩を取り除くのは私の収納魔法で十分です。回復魔法はテラ、光魔法はハーグ君、あと水魔法が仕える人一人と連絡用の風魔法が使える人を一人第五鉱山にお願いします。それから風魔特化者の皆さんには、鉱山の外から風を送り込むのをお願いします」

			「わかった。水と風なら僕が使える。急ごう！」

			　カインさんに緑の布の男が一人話しかけた。

			「あれ？　おまえ水魔法も使えたの？」

			「ああ、まぁ一応。風魔法ほどじゃないけどな。って、いいから急ごう！」

			　第五鉱山の入口付近にはすでに神殿関係者の姿はなかった。ヴィドルクも護衛たちもどこかへ行ってしまったようだ。鉱山の中にはヴィドルクの命令で入った神官がいるはずなのに。

			「ここから空気を送り込むのは俺たちに任せて。行ってこい」

			　五名ほどの緑の布を身につけた風魔特化者が呪文を唱える。二、三人ずつのローテーションで途切れることなく風を送り込んでくれるようだ。

			「行こう！」

			　カインさんの言葉に、私とハーグ君とテラが頷き返す。

			「【光】」

			　ハーグ君の声にすぐに坑道の中が明るくなる。十メートルほど進めばすぐにわかれ道だ。

			　しまった。地図がない。

			「【風】入口から進んですぐのわかれ道は向かってどちらに進めばいい？」

			　カインさんの声に、すぐに「右だ」と返ってくる。

			　そうか、風魔法はこうして使うこともできるんだ。

			　右側通路を進んでいくと、すぐに大きな岩が目に入る。見上げれば天井がすっぽりと穴をあけている。

			　どうやら上から岩が落ちてきて坑道をふさいだようだ。

			「【収納】」

			　大きな岩を呪文一つで片づける。

			「すげー、なぁエイル、エイルがいれば、鉱夫が鉱石を掘り出す必要なんてないんじゃないのか？」

			「だめですよ。つながっているもの全体を収納することしかできないので、鉱山全部収納することになっちゃいます」

			「山全部？　さすがにそんな大きなものは無理だよな」

			　ハーグ君が笑う。

			「あながち無理じゃないかもしれないよ？　すごく広かったからね」

			　テラの言葉にハーグ君が首を傾げる。

			「は？　広かった？」

			　急ぎ足でどんどん坑道を進んでいきわかれ道になると、カインさんが道を尋ね、光が届かなくなればハーグ君が光で照らす。道をふさぐ岩は私が排除。疲れてくればテラが回復してくれる。

			　どんどんと進んでいくことができた。

			　会話をする余裕もあり、私の収納魔法のことやブルーのことなど簡単に説明もした。

			「【収納】」

			「ああ、助かった！　ありがとう！」

			　一人目の鉱夫は額から血を流して倒れていた。

			「【回復】他の皆がどこにいるのかわかりますか？」

			　テラの言葉に、鉱夫がわかれ道の右奥を指さした。

			「あっちだ。あっちから俺は逃げてきた。その先の赤い壁のところから」

			「【収納】【収納】」

			　鉱夫の案内でしばらく進み、大きな岩を五つほど収納した先に、数人が倒れていた。

			「大丈夫ですか？　【回復】」

			　テラが駆け寄り話しかける。

			「これで全員ですか？」

			　カインさんの言葉に、一番初めに助けた鉱夫が人数を数えた。

			「ああ、全員だ。神殿のやつらを除いてな」

			「神殿の人はどちらですか？」

			　尋ねると、鉱夫が顔を見合わせた。

			「さぁ？　俺たちが採掘しているのを距離をとって見ていたからなぁ。あっちのほうか？」

			　誰も真剣な顔をしていない。

			「助けるのか？　あいつらも？」

			「見殺しにするような悪魔みたいな行動はできません」

			　私の答えにぷっとテラが笑った。

			「うん、まぁ、ついでだ」

			「【風】救出に来た。どこにいる？　声は位置が特定しにくい。壁を叩いて合図してくれ」

			　カインさんの言葉にすぐにカツーンカツーンと壁を叩く音が聞こえてきた。

			「皆さんはここで待っていてください。ちょっと行ってきます」

			「オイラも行くよ。光は必要だろう」

			　カインさんとハーグ君と私の三人で音のほうへ向かうことにした。少し戻ってわかれ道でもう一方の道を進んでいく。

			「あそこ、隙間から光が見える。そこじゃないか？」

			　ハーグ君の指さした場所に近づいて声をかける。

			「すいません、この奥に誰かいますか？　神官ですか？」

			「ああ、そうだ！　助けてくれ！」

			　光が漏れる程度の隙間しかない。人の力でこの岩をどかせばどれくらい時間がかかるのだろうか。

			「私は、あなた方を助けたいと思っています。でも、あなた方はどうですか？　私に助けられても大丈夫ですか？」

			「何を言っているんだ？」

			　中から戸惑いの声が聞こえてきた。

			「私たちは魔欠落者です。魔欠落者に助けられたら穢れるのでしょう？　神殿ではそう教えていると聞いています。神官の地位ははく奪されるかもしれませんが、それでもいいですか？」

			　私の問いに、答えはすぐには返ってこなかった。

			「なー、早くしてくれよ、助けなくていいならオイラたちもう行くから！」

			　ハーグ君が返事をせかすと、聞き取るのがやっとの小さな声が聞こえてきた。

			「本当なのか……助けたいというのは……」

			「はい。だからここに来ました」

			「どうして？　死んでしまえばいいと思わないのか……？」

			　ハーグ君は頭の後ろに手を回して壁にもたれかかった。

			「そりゃ、神殿は好きじゃないさ。オイラだって。けどなぁ……。死んでしまえばいいっていうのと、実際に死んじゃうのじゃ違うだろう？　オイラが死んでしまえばいいって思ったせいで死んじゃったら絶対嫌な気持ちになるじゃん」

			　ハーグ君の言葉には同意だ。

			「それともさ、神殿の人間は違うの？　死ねよと思った相手が死ぬと気持ちいいの？　死んでほしくて殺したくてたまらないの？　殺して回るの？」

			　中から静かに笑う声が聞こえてくる。

			「あはは。それじゃあ殺人鬼だね。すまない。自分が死ぬかもしれないと、こんなときになって初めて気が付くなんて……」

			「そうだ、私も、助けたいって何度だって思ったんだ。それなのに……助ける人の選別をする教会に疑問だった。助けたって損をするわけじゃないのに。利益にならないから助けない……。いつから、神殿は、神官は、商人になってしまったんだろう……」

			「そうだ……。その疑問を神殿に告げた者は悪魔に魅入られたとして追放されていった。悪魔に魅入られたと言われるのが怖くて……こんな風に思っていることは言えなかった。言えなかったが、今なら言える……。金貨一枚払えない親を恨みなさいと……笑いながら子供に告げる教会は間違っている……」

			「ああ。助けてくれ。助かったら、私は神殿を出る。追放じゃない、私自身が神殿を捨てる」

			　ハーグ君がちっちゃな声でつぶやいた。

			「神殿にもいろんな人がいるんだな……みんな同じじゃないんだ……」

			　うんと頷く。

			　追放された人がいたなんて知らなかった。

			　神殿に疑問を持っている神官がいるなんて知らなかった。

			　どれくらいの人がいるのかわからないけど、もともと神父や神官をしていた人間だ。回復魔法の力が強いことは間違いない。

			　元神官……元神父たちが、レイナさんに協力してくれないだろうか。あとで話を聞いてもらおう。

			「【収納】」

			　目の前の神官が驚いた顔をしている。

			　なんで？

			「エイルっ！」

			　ハーグ君の叫ぶ声と、それから……背中に走る衝撃。

			　何？

			「やめろっ！　何をするっ！　エイル、エイル、大丈夫か！」

			「ふっ、はははははっ、さぁ、我が下僕たち、助けに来ましたよ」

			　口に温かいものが上がってきた……。何、これ。

			　口から流れ出たものを見て、血だと自覚する。私、背中を刺された？

			「ヴィドルク様、何を……助けるとは……？」

			「ふふふ、魔欠落者に助けを求めたら穢れますからね。けれど大丈夫。穢れの元さえ始末してしまえば、なかったことになります」

			　なんで……すって……。狂ってる。

			「【回復】」

			「【風】助けてくれ、魔欠落者の少女が命を狙われている！」

			　神官の声が聞こえる。

			「【回復】【回復】すまない、私の力ではこれだけしか治してあげられない……」

			　口に上がってくる血が止まった。それとともに、激しい痛みを感じ始める。

			「何をしているのです！　薄汚い悪魔の子は死なねばならぬのだと、わからぬのか！」

			「ヴィドルク様っ！」

			　ヴィドルクが剣を神官に向けて振り下ろしたのが見える。

			「【火】悪魔はあなたのほうだ！」

			　もう一人の神官が火魔法をヴィドルクに向けた。

			　だ、ダメ、もし毒ガスが残っていたら、危険……！

			「大丈夫か！　何をするっ！」

			　駆けつけた鉱夫たちが一斉にヴィドルクに飛びついて押さえつけた。

			　神父が腰に巻いていた神殿関係者の証のベルトを解き、ヴィドルクの腕を後ろ手に縛る。

			「エイル！　【回復】」

			「ゲホ、ゲホッ、ありがとう、テラ……」

			　口に残っていた血を吐き出す。痛みは引いた。

			「ありがとう、二人のおかげで助かりました」

			　神官に頭を下げると、

			「いや、こちらこそありがとう。そして、すまなかった」

			「くそっ【火】」

			　ヴィドルクはまだ抵抗を続けている。

			「やめろ！　坑道で火を使うなっ！」

			「うわぁ！　まずい！　毒ガスが残っていた！」

			　足元がたちまち燃え上がる。ハーグ君の服に火が移る。

			「うわぁ！」

			「【水】」

			　カインさんがすぐに水魔法で火を消し止めた。

			「【回復】」

			　神父が呪文を唱えるとすぐにハーグ君の火傷は消えたが、そうしてる間にまた足元から別の鉱夫の服に火が付いた。

			「テラ、ごめん、テラの回復魔法を信じる……」

			　テラの手を握る。

			「うん」

			　もう一方の手でカインさんの手を握った。

			「カインさん、水魔法で助けて」

			「ああ」

			　二人の返事を確認して呪文を唱える。

			「【収納】」

			　テラとカインさん以外の全員を収納し、走り出す。来た道はハーグ君の光魔法で明るいままだから迷うことはない。

			　順々に火が燃え移っていったのではきりがない。

			　私とテラとカインさんの三人だけなら……。燃える、水魔法で火を消す、回復魔法で回復する、熱い、痛い……。

			　テラごめんね、勝手に道づれにしちゃった。カインさんもごめんね、説明なく付き合わせちゃって。

			「【水】【水】――」

			「【回復】【回復】――」

			　走って、走って、走って……。

			「大丈夫か！　毒ガスに引火したんだな！」

			「【風】毒ガスを押し戻し続けるわけにいかない……どうすれば」

			「水魔特化者を【風】毒ガスに引火した。水魔特化者は第五鉱山に来てくれ」

			「それより坑道に閉じ込められていた人はどうなった」

			「【取出】」

			「ああ、よかった皆無事だったか……」

			　あとは他の人たちに任せよう。

			「エイルどこへ？」

			「ブルーのところへ」

			　テラに答えて、すぐに街道の方向へと走る。

			　どうなっているのだろう。向こうの空を見ても、ドラゴンが飛んでいるのが見えない。

			　ブルーが飛び上がる姿も見えない。どこか街から離れたところで戦っているのだろうか。

			　教会の建物のあったところへたどり着く。崩れたがれきを収納魔法でどかすと、街道が見えた。

			「！」

			　そ、そんなっ！　嘘だ！

			　横たわるブルーの前足をドラゴンが食いちぎっていた。
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			　し……死んだの？

			　ブルーの綺麗な青い毛が、真っ赤な血で汚れている。

			　ブルーの綺麗なピンクの気はまったく見えない……。

			「やめてーっ！」

			　ブルー！

			　私の、私の……私のせいで！

			『ヌシ、我もまだまだだったようだ……』

			「ブルーっ！」

			　ブルーがこちらを向いた。

			　生きてる！　生きてる！

			『ヌシ、逃げろ……ヌシを守るという約束……守れそうにな……』

			「やだ、やだ、ブルー、死なないで」

			　私と言葉を交わしているブルーの前足を食らいつくし、ドラゴンはブルーの後ろ足に食らいついた。

			『我は死ぬが、我の記憶は次代に引き継がれる……そう……悲しむ……な』

			「【収納】」

			　死なせない！　死なせない！

			　ドラゴンを収納する。

			　これ以上ブルーにひどいことなんてさせない！

			「エイルっ！　これは？」

			「テラ……」

			　テラが後ろに立っていた。

			「ブルーは、ドラゴンから街を護って戦ってくれていたの」

			　両目から涙が落ちる。ブルーに駆け寄る。

			『ヌシよ……早く、逃げよ……ドラゴンは、我を食らいつくすまでここに留まる、その間に……遠くへ……』

			「ほ、本当に、私たちのために……？」

			　テラが震える手でブルーに触れた。

			「【回復】……だめね、僕の魔法じゃほんの少ししか癒してあげられない。【回復】【回復】」

			「テラ、ありがとう、テラ……」

			　ブルー、お願い、死なないで！

			『娘は、ヌシの仲間か……ヌシと同じ温かい魔法を使う……』

			「【回復】【回復】ああ、これだけ魔法をかけて、やっと前足の血が止まった……温かいって言ってもらえたのに、これくらいしかできなくて……」

			　テラが必死に回復魔法を繰り返してくれた。

			「私たちも手伝おう【回復】」

			「【回復】焼け石に水かもしれないがな」

			　あ……。

			　第五鉱山で助けた神官がいた。

			「ありがとう、ありがとう、ブルー、皆ね、ブルーを助けようとしてくれて……うぐぅっ」

			　な、なにこれ。

			「く、くるし……」

			「どうしたのエイル！　【回復】」

			　苦しい、苦しい、苦しい……。

			　収納の中で……ドラゴンが暴れているの？

			　魔力が吸い取られるような感覚……壊れた収納を修復するために魔力が使われている？

			　まさか、収納の内側を食い破ってドラゴンが出てくる？

			　ああ、だめだ！　魔力がっ、尽きる！

			「【取出】」

			　なるべく遠くにドラゴンを取り出す。

			「はぁ、はぁ……」

			　体の奥が冷たい。

			　今まで魔力が尽きるなんてことがなかったけれど……魔力が尽きたらこんな感じなの？

			「エイル、大丈夫？　僕の魔法きかない？　【回復】」

			　テラが心配そうに私の背をさすってくれる。

			「これは、大量の魔力を一度に使ったときに起きるやつだろう。魔力が足りなくて生命力を削ってしまうことがまれにあると聞く……。神父の間でも時々患者を助けたいあまり無理をして魔力を絞り出してこうなる者が出ると聞いたことがある」

			　神官の一人が私の様子を見てそう言った。

			「大丈夫なの？」

			　テラに神官が答えた。

			「ああ。しばらく休んで魔力が回復すればすぐによくなる。お前も気を付けて魔法を使え」

			　テラはほっとした顔を見せた。

			　だけど、私はほっとなんてできない。

			　遠くに取り出したドラゴンは再びブルーに向かって飛んできている。

			　私……魔力が尽きてしまったんだって……。目の前でブルーがドラゴンに痛めつけられていても、何もしてあげることができないなんて……。

			「ああ、後ろ足の血もなんとか止まった。だが、我らの回復魔法では……」

			　神官の言葉にテラが言った。

			「少しでも体力が回復されてるなら続けよう」

			　ありがとうテラ……。ありがとう神官の二人……。

			「ブルー……」

			　ふらりと、ブルーに向かって歩き出す。

			「ごめんね、ごめんね、ブルー。私が、ドラゴンの相手を頼まなければ……。何で私、さっきはドラゴンじゃなくてブルーを収納しなかったんだろう」

			　ドラゴンが目の前に迫っていた。

			『ヌシ、早く逃げろ。ヌシの仲間の者たちよ、ヌシを連れていけ。もう魔法はいらぬ……痛みが引いた。もう大丈夫だ』

			　嘘だ、大丈夫なわけないっ！

			　このままじゃブルーは……ドラゴンに……。

			「いやぁーーーっ！」

			　ドラゴンが、ブルーに再び噛みつこうと大きく口を開いた。

			「ギャギグゴォ」

			　ドラゴンが声を上げて飛び上がった。

			　開いた口から矢がいくつも見えた。

			「【回復】」

			　瞬時に苦しみが消える。

			　ああ、魔力が回復したんだ。

			「エイル、また無茶を……。エイルが死んだら僕は許さないから！」

			「ルーク」

			　声のしたほうに目を向ければ、白髪の弓使いのロンさんとルークが立っていた。

			　ドラゴンに突き刺さった矢は彼が。

			「あぶないっ！」

			　テラの叫び。

			　ドラゴンがブルーではなく、矢を放ったロンさんへと標的を変えて下降してきた。

			「【収納】」

			「エイル、大丈夫なの？」

			　ドラゴンを収納した私にテラが心配そうに声をかける。

			「ルークが来たから大丈夫……、ルーク、ブルーをお願い」

			「ああ【回復】」
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			　テラもルークに続いて再びブルーに回復魔法をかける。神官二人も。

			　四人の回復魔法のおかげで、片足を失ったもののブルーはいつものように立ち上がった。

			『ヌシ、いつまでもドラゴンを収納できぬのであろう。今度こそ我が奴を遠くへとおびき寄せる』

			　やだ！

			　遠くにおびき寄せて、それからどうするの？

			　ブルー、私の知らない場所で、ブルーがドラゴンに殺されちゃうなんて、やだよ……。

			「【回復】」

			　ルークがテラと神官に回復魔法をかける。

			「あ、ああ、すまない。だが、回復魔法なら自分で」

			「僕の回復魔法は、魔力も回復できる。つまり、ブルーが傷ついたって、何度だって今みたいに回復してあげられるってこと」

			　ルークがにっと笑う。

			「ブルー、ドラゴンに少しずつでも傷を負わせることはできる？」

			　ブルーの代わりに私が答えた。

			「できるよ、ブルーは強いもんっ！　羽根がかけてるのだって、ブルーがやったんだよ！」

			　ルークが頷いた。

			「だったら、少しずつでもドラゴンの力をそげば勝てるんじゃない？　無限にブルーは回復できるんだからさ」

			　ブルーが首を横に振った。

			『ヌシを、ヌシの友を危険な目にあわせるわけにはいかぬ』

			　ルークが首を横に振る。

			「僕だってエイルを危険にさらしたくないよ。でもブルー、きっとブルーがいなくなったあと、ドラゴンはまた来るよ？　そして僕たち人間にはドラゴンを倒す力はない。それともブルーはエイルを守るって言っておきながら、何度も痛い思いするのはいやだから逃げるの？」

			　ルークの挑発したような言葉に、ブルーがドンッと地を踏んだ。

			『覚えておけ、痛みよりも辛い飢餓があるということを』

			　うぐぅっ、またドラゴンが収納の中で暴れて魔力が尽きそうになる。

			「【取出】」

			　少し距離を取ってドラゴンを取り出す。

			　私たち人間は、建物の陰へと避難した。

			『我、復活。さぁ、続けよう。共ぐらいのドラゴン』

			　ブルーが飛び上がり、ドラゴンの尾に噛みつく。

			　ドラゴンはブルーを振り落とそうと尾を激しく左右に振った。

			　食いついたまま離れないドラゴンは地に降り立って尾を振り上げ、ブルーを地にたたきつけた。

			「ブルーっ！」

			「【回復】」

			　すぐに回復魔法が唱えられる。

			　ブルーは残った前足でドラゴンの尾を押さえつけ、噛みついたところから食いちぎった。

			「ギャオゥヴォ」

			　ドラゴンがすぐに飛び上がる。

			　そうか……ドラゴンは飛べるから、ブルーは不利なんだ。高く飛び上がられると攻撃できない。

			　ブルーが食いちぎり肉がむき出しになっている尾に、たたたーんと、矢が飛び突き刺さる。

			　動き回るドラゴン相手にも、矢を正確に撃ち抜くことができるロンさんはすごい。

			　ドラゴンの目には、矢を放ったロンさんの姿が映り、突進してくる。

			　地面に近づいたところでブルーがドラゴンの右羽根の上に乗り、後ろ足で切り裂く。

			　すぐにドラゴンは首を曲げ、ブルーの首に噛みついた。ああ！　このまま首を噛みちぎられたらいくらなんでも……。

			「「「「【回復】」」」」

			　皆が同時に回復魔法を唱えている。そうだ！　魔法！

			「【収納】」

			　ドラゴンを収納する。

			　ブルーが回復したことを確認してからドラゴンを取り出す。

			　ドラゴンが高くに飛び上がったらロンさんが気を引き、ブルーの攻撃が届く範囲に降下させて少しずつドラゴンの力をそいでいく。

			　共ぐらいのドラゴンは狂っているとブルーは言っていた。ロンさんの挑発に策もなく何度も引っかかっている。これなら、ドラゴンをやっつけられる！

			　そう思ったときだった。

			　ドラゴンが鋭いかぎづめのついた足でブルーを地面に押さえつけると、口から毒ガスを吐き出した。

			「くっ」

			　黄色い靄みたいだったガスが、今ははっきりとした黄色で雲のように見える。

			　濃度が濃い？　ブルーが地を転げて苦しがる。

			「【収納】」

			「【回復】」

			「【風】」

			　神官たちが風魔法でこちらに流れてきた毒ガスを吹き飛ばしてくれた。

			「やばいね、せっかく勝てそうだったのに、毒ガスを撒き散らかされ続けたら、僕たちここにいられなくなるよ」

			　そうしたら、回復魔法を唱えることもできなくなる……。

			「風魔特化者を呼ぶ？」

			　テラが尋ねる。

			「何？　その風魔特化者って？」

			　ルークが怪(け)訝(げん)な顔をした。

			「後で教える。風魔法が得意な人を呼んで毒ガスを吹き飛ばしてもらいながら戦い続けるかってテラが聞いてるんだけど」

			　魔欠落者のことを、魔特化者って呼ぶんだよって教えてあげたら、ルークはどんな顔をするだろうか。

			「うん、僕たちはそれでガスを吸わなくなったとして、毒ガスを吹き飛ばした先は大丈夫だと思う？　いつまで戦いが続くかわからない、毒ガスがどれだけ出るかも……」

			「鉱山から出ている毒と同じだとすると、植物が毒に侵されて食べられなくなるって言っていた。それに、避難先がどこかわからないから、そこにガスが流れていくと皆が危険かな……」

			　考えられる可能性をルークに答える。

			「そうか……風魔法が得意な人間じゃなくて、火魔法の得意な人間はいないの？　ファーズみたいにさ。攻撃力が上がれば、もっと早く倒せるかもしれない」

			　ルークに首を横に振ってみせた。

			「鉱山と同じガスなら、引火性ガス……火が点くガスなの。だから、ガスのあるところで火魔法は使えない」

			　ルークががっかりした様子を見せた。

			「ラッキーじゃん？　だったら、火魔法の使えない俺にも火で攻撃できる」

			　ロンさんがうれしそうな声を上げる。

			「え？」

			　ルークが首を傾げた。

			「ドラゴンがガスを吐き出した瞬間に、口に火矢を打ち込めば燃えるんだろ？　うまくすれば火はドラゴンの体の中にも入り込むんじゃないか？」

			　ロンさんに続いて神官も口を開いた。

			「そうですね、火矢に使う程度の火魔法なら私たちが使えますし。毒ガスを吐き出したときになるべくガスをドラゴンの口の中に押し戻すように風魔法を使えば……」

			「ダメだよ」

			　テラが否定する。

			「いいアイデアだろ？　俺の弓の腕を疑ってるのか？」

			「そうじゃなくて、ドラゴンの口から吐き出された毒ガスは見えるけど、鉱山では毒ガスは見えなかった。見えなかったけど、火がついた」

			　そうだ。テラの言う通り。

			　ガスは濃度が濃くなければ、ほぼ透明で見えない。

			「今も足元にガスがたまっているかもしれない」

			　神官が思い出したように頷く。

			「そうだ、坑道の中で足元に火がついてあっという間に広がっていった。もしかすると口には入らないけれど足元には毒ガスがあるのかもしれない。火魔法を使って、ドラゴンの口に矢が入るまでに引火する危険もある」

			　ルークが首をひねる。

			「じゃぁ、ドラゴンの口に直接火魔法で火をつけるとか？」

			「無理ですよ、いつ毒ガスを吐き出すかわからないドラゴンの、しかも動き回る口に向かって火魔法を正確に素早く出すなんて」

			「そうです。距離もあるし、何より回復魔法のように火魔法はうまく扱えない……」

			　神官二人がフルフルと首を振った。

			「くっ……【取出】」

			　魔力がもたなくてドラゴンを取り出す。

			　話し合いは途中のまま、再び同じように攻撃を繰り返す。

			　初めに比べてドラゴンの動きは少し遅くなったような気はするけれど、まだまだ倒せそうにはなかった。

			「ああ！　俺にも火魔法が使えたらなっ！　くそっ！　矢を射るように、火魔法でドラゴンの口を射貫いてやるのにっ！」

			　ロンさんが悔しそうな声を出した。

			　火魔法が使えたら……か。やっぱりロンさんも魔欠落者だったんだ。

			　私もルークも火魔法が使えない。だけれど……あ！

			「そうだ、ルーク、教えてもらったよね！　ファーズさんに！　火魔法が使えなくても私やルークにも火を熾(おこ)せる方法！　【取出】」

			　手の上に火打石とアネクモの糸を取り出す。

			「そうだった、エイル！　ロン、これは火打石。衝撃を与えると火花が飛びでる。こっちはアネクモの糸だ。すぐに火がつく。……魔欠落者でも、この二つを使えば火を簡単に熾すことができる」

			　ロンさんがニヤリと笑った。

			「そうか、火魔法なんか使えなくても、魔欠落者の俺にも、火を操ることができるのか」

			　ロンさんが、矢の先に火打石をアネクモの糸でくくり付けた。

			「衝撃を与えるって、これをドラゴンの歯にぶち当てることで大丈夫か？　それとも、さらにそこに矢を当てたほうがいいか？」

			　ルークが答えた。

			「できるなら、念には念を」

			　ロンさんが再び笑った。

			「そうだな」

			「あの、当てられそうですか？　矢に他のものを括り付けてしまうと狙いにくいんじゃ……」

			　火打石はあと十ほどある。

			　失敗した矢を収納魔法で回収すればまた使える。だから何度失敗したって問題ない。それでもついロンさんに聞いてしまったのは……。

			　この作戦が成功してほしいって思ったから。それも、早く。

			　何度も何度も傷つくブルーを見ているのが辛くて、期待してしまったから。

			　ロンさんの手が私の頭をなでた。

			「嬢ちゃんは知らなかったかな？　俺の名前」

			　名前？　ロンさんでしょう？

			「魔欠落者のロンは、十歳のころに卒業した」

			　卒業？

			「十歳からは風読み弓使いのロンになった」

			　風読み弓使い……。

			「それから、今は、風読み弓名人のロンだ」

			「風読み……弓名人の、ロン」

			　ロンさんがうんと頷く。

			「魔欠落者を卒業するって面白い言い方だね」

			　ルークがふっと笑う。

			「周りが私を魔欠落者と呼ぶのと、自分で自分を魔欠落者だと言うのは別の話だって、父親が弓を仕込んでくれた。得意な風魔法を生かせる道を示してくれたんだ」

			「いい父親を持ったんだな……」

			　ルークが少し寂しそうな顔を見せる。ルークは命を狙われていたけれど、両親の話を聞いたことはない。その命を狙っているのが両親だとすると……。

			　母様は私のことを愛してくれた。だけれど、ロンさんの父親のように生きる道を示してはくれなかった。

			　ううん、違う。水魔法が使えなくても川に行けば水はあると教えてくれた。森にある食べ物を、たくさんのことを教えてくれた。ジョセフィーヌ様たちが感心するような綺麗な文字が書けるように教えてくれた。

			　魔欠落者を卒業して、自分ができることに自信を持つ生き方……。弓を使うことだったり文字を書くことだったり……。

			　それは、魔特化者として得意な魔法を生かす生き方ともまた違う……。

			　生まれながらに持っているものではなく、努力して自分の力で手に入れるもの……。

			　ふと、グリット商会で働くゴーシュさんを思い出した。「パン作りは得意だ」とおいしいパンをたくさんくれた。

			　ふっ、ふふふ……、そうか、うん。

			　魔欠落者でも、魔特化者でもなくって……魔力の大小や使える魔法で差別も逆差別もしない世の中……。

			　無理じゃないのかもしれない。

			「いいぞ、準備はできた」

			　ロンさんが火打石を巻いた矢を手に持つ。

			『弓使い、射程距離はどれくらいある？』

			　ブルーがロンさんに質問しながら、街から距離を取った。

			『届くか？　狙えるか？』

			「ああ、問題ない、任せてくれ」

			　ロンさんが頷くのを見てブルーが私たちを見た。

			『ヌシ、火が広がるといけない。なるべく離れていろ』

			「さぁ、エイル、そろそろまた魔力の限界だろう、行くよ」

			　ルークが私の手を引いてブルーからさらに遠くへ、ロンさんからも離れた場所に引っ張っていく。

			「ルーク、でも」

			「見えていれば収納できるでしょ？　もし、火が回ったら、収納すればいい」

			　そうか。ブルーが心配だからって近くにいても足手まといだ。ルークの言う通り。

			　もし火が上がったらロンさんやブルーを収納して火の届かないところに避難させられる。

			『ヌシ、出せ。我がドラゴンを押さえつける』

			　うん。

			「【取出】」

			　ルークは常に回復魔法を皆にかけ続けて魔力が尽きないようにしている。

			　そのため、肉体的な疲労は私もテラも神官の二人もルークも感じていない。ブルーもきっと。

			　だけど、いつまで続くかわからない戦闘に、精神的疲労はたまってきている。

			　お願い、この作戦、成功して！

			　共ぐらいの赤いドラゴンがブルーの目の前に出現する。

			　羽根はすでに穴だらけだ。しっぽもあちこちから血が流れている。だけれど、まだ力強く羽ばたき、尾を振り回すことができる。鋭い歯で、ブルーに噛みつくことも。

			　ドラゴンが大きな口を開いてブルーの後ろ足に噛みつこうと首を曲げる。

			　ブルーは軽く飛び上がりそれをかわすと、ドラゴンの首筋に噛みつき、後ろ足で羽根を踏みつけた。

			　首を振り、ブルーを払いのけようとするが、それがかなわないと知ると、ドラゴンが口を半開きにした。

			　口を大きく開けたときは噛みつこうとしているときだ。半開きのときは、ガスを吐く前。

			　吐く！

			　緊張が走る。

			　ひゅんっと、ロンさんが矢を射る。

			「【風】」

			　ロンさんが風魔法で矢の速度を上げ、軌道を修正した。

			　カッと、矢がドラゴンの歯に当たった音がした。いや、聞こえるはずがない距離なのに、音が聞こえた気がした。

			　その瞬間、すさまじい光景が目に飛び込んでくる。

			　爆発。

			　そう、爆発とはこういうものなのか！　と。

			　口から吐かれた毒ガスが一瞬にして真っ赤な炎と化し、すさまじい爆風と爆音が響き渡る。

			「【収納】」

			　すぐにロンさんを収納して安全なところに取り出す。

			　立っていられないほどの爆風。

			　膝をつき飛ばされないように踏ん張る。

			　ブルーは、大丈夫なの？　収納しなくちゃ！

			　爆心へと視線を戻す。

			「！」

			　激しく燃え上がる炎。そして立ち上るすさまじい量の黒い煙。

			「ブルー！」

			　見えていれば距離があっても収納できる。見えなければ……収納できない！

			「ブルー、ブルー！」

			　飛び出して煙の中に突っ込もうとしたところをルークとテラに止められる。

			「エイル！　危険だ！」

			「でも、ブルーが！」

			　どうなっているの？

			　炎と煙の中から、ドラゴンが飛び上がった。

			「そんな……」

			　あのすさまじい爆発でもまだ飛び上がれるなんて……！

			　あたりは火の海だ。爆発は収まったけれど、炎はあたりに漂っていたガスを次々と燃やして広がっていく。

			　ブルーはどこ？　見えない、見えない！

			「「「【水】」」」

			　突然、大量の水が火の海をかき消した。

			「カイン！」

			　テラの声に振り返れば、カインさんと、青い布をつけた人が二人立っていた。

			「なぜここに？　避難は？」

			　テラの言葉にカインさんがふっと笑う。

			「もう、僕にとってここは大切な故郷だからね。守るのは当然だよ」

			　あっという間に水魔法で火が消えた。

			「【風】」

			　残った煙を、カインさんは風魔法で吹き飛ばす。

			　全身真っ黒になったブルーが横たわっていた。

			　そんな……。

			　ルークやテラたちが必死に回復魔法をかけてくれている。だけど、ブルーは動きを見せない。

			　まさか？

			「【回復】」

			「【回復】」

			「や、やだよ……ブルー……やだよ……」

			　高く飛び上がっていたドラゴンが降りてきた。

			「ちっ、打つ手なしか！」

			　ルークの言葉に、神官の一人が口を開いた。

			「そうでもないみたいですよ。もう、飛べないらしい」

			　下降してきたのではない、共ぐらいのドラゴンは、落下してきたのだ。

			　地面に叩きつけられると、苦しそうにのたうち回りだした。

			「あれ、息を吐くたびに、口から火が出ている」

			　テラがドラゴンを指さした。

			「本当だ……、体の中でガスが燃え続けているのか……内部からドラゴンは焼かれている」

			　ルークが地面を転がり続けるドラゴンを見た。

			「ブルーっ！」

			　ドラゴンの注意がこちらに向いてないなら！

			　ブルーに向かって駆けだした。途中、ぬかるんだ地面に足を取られて何度も転ぶ。

			　服は泥だらけ、きっと顔も手も泥まみれだ。

			「【回復】」

			　転んでぶつけた足や手の痛みは、誰かの回復魔法ですぐに引いた。

			「ブルー！」

			　泥だらけの手を、ブルーの真っ黒になってしまった鼻先に伸ばす。

			『ぶはーっ！』

			「きゃっ！」

			　ブルーの勢いよく吐き出された鼻息に吹き飛ばされ、しりもちをつく。

			「ブルー！」

			　しりもちをついたまま、ブルーの顔を見上げる。

			『ヌシよ、泥だらけではないか？』

			「よかった……生きて……生きてた……」

			『あたり前だ。我はあれくらいの炎では死なぬ。ただ毒ガスとともに火を吸い込むとまずいからな。息を止めていただけだ。耳もふさいでいた』

			　ブルーの寝ていた耳がピーンと立った。

			　自分でふさいだりできるんだ……。

			「なんだ、息を止めてただけか！　びっくりした。回復魔法が効かないかと思ったよ」

			　ルークが来た。

			『坊主。回復魔法はしっかり効いておるぞ。体は何ともない』

			　ブルーが立ち上がった。

			「しっかりか……それは治せなかったけど……」

			　ルークが、失われたブルーの前足を沈痛な面持ちで見た。

			『ああ、大丈夫だ。一年もすればまた生えてくるだろう』

			「「え？」」

			　私とルークの声が重なる。

			「生えて、くるんだ……」

			「よかった。よかったぁ、ブルーっ！」

			　ブルーの残った前足にしがみつく。

			　顔は、泥と涙と、そしてブルーにつけられた煤(すす)でぐちゃぐちゃだ。

			「あーあ、二人とも汚いなぁ、頼める？」

			　ルークが振り返ると、カインさんが頷いた。

			「【水】」

			　雨のように優しく水が降ってくる。

			　ブルーの体をこすると、黒い煤が落ちて、綺麗な青い毛が見えた。

			「手伝うよ！」

			　テラが一緒にブルーの煤を綺麗にしてくれる。

		

	
		
			　

			エピローグ

			　

			「あ、そういえばドラゴンは？」

			　振り返るとドラゴンは動きを止めていた。神官の一人が手を振っている。

			「息はありません」

			　その言葉に、皆一斉に歓喜の声を上げた。

			「やった！」

			「やったぞ！」

			「すごいよ、ブルー！　やっぱりブルーは強いよ！　ありがとう！」

			　ぎゅっとブルーの足にしがみつく。

			『ヌシ、我の力ではない。悔しいが、我一人では共ぐらいのドラゴンには勝てなかった……』

			「でも、ブルー殿がいなければ勝てなかった」

			　ロンさんがブルーの背中の煤を洗いながら言った。

			「そうだよ。ブルーがいなければ、今頃みんな死んでたよ。ありがとう」

			　テラがお礼を述べる。

			『ヌシの友よ、我が生きているのは嬢ちゃんの温かな回復魔法のおかげだ』

			「それから、僕の魔法のおかげだよね？」

			　ルークがブルーに笑いかける。

			「これで、貸し借りなしだから」

			　ルークが人差し指をブルーに向けて突き出した。

			「もう坊主って呼ばないでちゃんとルークって呼んでよっ！」

			　ブルーが楽しそうに笑う。

			『そうか。悪かった』

			「テラ、嬢ちゃんって、女に間違えられてるね」

			　カインさんが不思議な顔をしてテラを見た。

			「テラは女の子だよ？　身を守るために男の子のふりをしてるだけで」

			「え？」

			『なんだ、人間は男女の違いもわからぬのか？』

			　ブルーがふんっと鼻を鳴らす。

			「なんでブルーはわかるの？」

			　尋ねたら、ブルーが首を傾げた。

			『わからぬというのがわからぬ。わかるであろう？』

			「皆の避難は完了しました。今からそちらへ向かいます」

			　ツイーナさんの声が届く。

			「【風】ドラゴンは倒しました。これから僕たちも城へ向かいます」

			　カインさんが風魔法で声を返す。

			「ところで、これ、どうする？」

			　ルークがドラゴンを指さした。

			「ブルー食べる？」

			『冗談ではない。毒まみれでとても食えたもんじゃない。だが人間どもには貴重な素材が取れるであろう？　肉や骨に残ったドラゴンの気が魔物除けの効果も持つはずだぞ？』

			　魔除けの効果？

			「欲しい。魔除けの効果が骨にあるなら、骨が欲しい」

			　ブルーの耳がピクリと動いた。

			『ヌシが何かを欲しいというのは珍しいな』

			　え？

			「そういえば、そうだね。エイルが何かを欲しがるのって珍しい」

			　ルークが笑う。

			「私……、うん。そうかも。魔欠落者だから何かを望むなんてしちゃダメだって思っていたから……。欲しいなんて言葉、自然に出てくるなんてびっくりした」

			「まぁでも、自分のために欲しいわけじゃないよね。魔獣の村のために欲しいって言ったんでしょう？」

			　ルークの言葉に頷く。

			　滝以外でも魔物除けができれば、村を少しでも広げることができる。安心して村で過ごすことができるようになる。

			「エイルらしい」

			　私らしい？　ルークから見た私ってどんな人間なんだろう？

			「さぁ、綺麗になった」

			　テラがすっかり煤が落ちて青い毛並みが見えたブルーを見上げている。

			「ブルーは綺麗になったけれど、みんな真っ黒だね」

			　ルークの言葉にテラやロンさん、それにいつの間にかブルーの体を一緒に洗ってくれていた神官やカインさんを見る。

			　確かに皆、服も手も顔も真っ黒になってる。

			「本当だ。ははははっ」

			　テラが声を上げて笑った。

			「ちょうどいい。こんな服、もう脱ぎ捨てようと思っていたのだから」

			「ああ、その通りだ。中の黒さを隠すために表面だけ白く見せてる悪魔の装束などもう必要ない」

			　神官二人が、煤で汚れたかつては白かった神官の服を脱ぎ捨てた。

			「いいんですか？」

			　心配になって尋ねる。

			「神殿に逆らったら、困るんじゃないか？」

			　ルークも心配そうに神官を見た。

			「皆さん、どうしたんですか？　城に来るのが遅いから……って、真っ黒じゃないですか！」

			　ツイーナさんが息を切らしてこちらに駆けてきた。

			「あなたたちは……」

			　ツイーナさんは、脱ぎ捨てられた神官服に視線を落としてから、神官の顔を見た。

			「勝手なことを言うようだが……。この国で働かせてくれないだろうか？」

			　神官の一人が口を開く。

			「もう、神殿から出る。神官はやめる」

			　もう一人の神官が言葉を続けた。

			「私もだ。あの子たちに比べたら回復魔法では役に立たないかもしれないが、鉱山の採掘でも荷運びでもなんでも手伝います」

			　ツイーナさんが困った表情を浮かべた。

			「私の一存では何とも言えません。ジョセフィーヌ様が、やめたとはいえ、神殿関係者を受け入れるかどうかは……」

			　ああそうか。妹さんは神殿の人間に殺されたようなものだもの。

			　神殿関係者がいれば、辛いことを思い出してしまうかもしれない。

			「ねぇ、それよりも、ガルパ王国に行かない？　行ってさ、新しい神殿作ろうよ」

			「新しい神殿？」

			「神殿っていうか、新しい教えを広める宗教っていうか。そもそもさ、神殿が力をつけたのって、病気や怪我を治してくれるからでしょ。だったら、病気や怪我を治してくれる新しいところがあれば、神殿の教えなんて守らなくなるんじゃない？　命を盾にされなくなればさ」

			　ルークの言葉をよく考えてみる。

			「レイナさんが言っていた、教会の代わりをまず作るっていうことと同じ？」

			「まぁ、それはそうなんだけど、いきなり魔欠落者に治療してもらうのってハードルが高いだろうなぁとは考えてたんだよね。だからさ、元神殿関係者の神官が新しい神殿を作ったというのであれば、みんなも受け入れやすいのかなぁって。で、そこで魔欠落者とかかわったからって、それは罪でもないし、穢れることもないって教えていくとか、どうかな？」

			　信仰には信仰？

			「いいですね」

			「仲間を集めます。神殿をやめさせられたり、やめていった者に声をかけてみます」

			　ルークと神官が手を取り合おうとしたときに、ツイーナさんが口を開いた。

			「神殿と敵対するようなことをしたら、神聖軍が動きますよ？　ガルパ王国が他国に攻め込まれる可能性もありますよ？」

			　ルークが口元を引き締める。

			「ガルパ王国とユーリオル王国が手を組めば、神聖軍も他国も簡単には手を出せない」

			　ツイーナさんが首を傾げた。

			「ガルパ王国とユーリオル王国が手を結ぶことなど、ありえないのでは？　今もあまり関係はよくなかったはず。大国が睨み合っているからこそ、むしろ戦争が起きずにいるはずで……」

			　ルークが唾を飲み込む。

			「五年だ。五年でレイナとファーズは国を掌握し安定させる。そして、その五年で僕は知恵と力と仲間を手に入れ、取り戻す」

			　取り戻す？

			　何を？

			　ルークがシャツの胸元を開いて、鎖骨の下をあらわにした。

			　そこをぎゅっと手で圧迫してから手をどける。

			　圧迫したことで白くなった肌に、赤い模様が浮かび上がり、すぐに消えた。

			「今のは……」

			　ツイーナさんが口元を押さえる。

			「僕はユーリオル王国の第一王位継承者。魔欠落者だからと排斥しようとした人間に命を狙われ国を追われている」

			　え？

			「五年で、僕は、僕の地位を取り戻し、ユーリオル王国を手に入れる。そして、ガルパ王国と手を取り、神殿と戦う。この世を変えるために」

		

	
		
			[image: p_343.jpg]
		

	
		
			　まさか、ルークが……。ルークが王位継承者？

			「だから、新しい神殿を作る準備を五年で進めてほしい」

			　ルークが神官の目を見た。

			　子供の夢物語だと一笑するのは簡単だ。だが、笑わない。

			　それどころか、神官二人は片膝をついた。

			「殿下……わかりました。信じて五年、新しい神殿の、神官、神父となれる人物を集めます。白い神官服を脱ぎ捨てる人物を……」

			　泥と煤まみれの神官服を見下ろす。

			「小さな国じゃが、仲間に入れてくれぬか？　必要な資金の援助や仲間をかくまうくらいのことはできるはずじゃ」

			「ジョセフィーヌ様！」

			　いつの間に来たのか、ジョセフィーヌ様が宰相と将軍と立っていた。

			「赤は敵、青は味方という声が飛んできたが、青というのは貴殿のことであろう」

			　ジョセフィーヌ様がブルーを見上げる。

			「我が国を救ってくださり、感謝申し上げる。何をもって貴殿の恩に報いればよいのか妾どもは知らぬゆえ、教えていただけぬか？」

			　頭を下げるジョセフィーヌ様に、ブルーはそっぽを向いた。

			『我は国を救ってなどおらぬ。ヌシを守ったまでだ』

			　ブルーのしっぽがゆらゆらと揺れている。

			　お礼を言われることに不快な思いをしているわけではないようだ。

			『どうしても礼をしたいというならば、ヌシの望むものを与えよ』

			「えっ、ブルー、私の望むものって」

			「エイル、ブルー殿の恩に報いねばならぬ。どうか望みを言ってはもらえぬか」

			　ジョセフィーヌ様だけじゃなくて、宰相や将軍、それからツイーナさんの目が私に向いている。

			　望み？

			　でも、私は別に欲しいものなんて……。

			「ほらエイル、さっきさドラゴンの骨が欲しいって言ったみたいに、欲しいもの言いなよ」

			　欲しいもの？

			「じゃ、じゃあ、あの……モンスターを」

			「なんじゃと？」

			　私の答えに、ジョセフィーヌ様が驚きの表情を浮かべた。

			「えっと、今じゃなくていいんです。ブルーが来たら、モンスターをごちそうしてあげてください。スライムとか弱いモンスターで構わないので……。あの、ブルーにとってスライムは、ぷるるんとのど越しがよくておいしいそうなんです。それから蛇型のモンスターが好物で、クモはまずいって言ってました。だから……」

			　今度はブルーが驚きの声を上げる。

			『ヌシよ、ヌシの欲しいものを望めばよいと言っておるのに、何を言うのだ！』

			「これが、私の望みだよ、ブルー。私がいなくなっても、ブルーがお腹を空かさないように……」

			　ブルーが腰を落として頭を下げて私に鼻先を寄せた。

			『ヌシがいなくなるなど……』

			　そっと手を伸ばしてブルーの目元に触れる。

			「本当、エイルらしいね。ブルー、素直にお礼を言えばいいよ」

			　ルークが私の隣に並び、ブルーの鼻をぽんぽんとたたいた。

			「救世主青き守護神ブルー殿が姿を現したときモンスターを捧げるべしと、法典に明記する。それでよいか？」

			　今度はルークが目を丸くした。

			「守護神……だって！」

			　神官が手を叩いた。

			「そうだ。新しい神殿の神官服は青にしましょう。今ある教会が白の教会なら、我らが作るのは青の教会」

			　神官の言葉に、皆の口が動いた。

			「青の教会」

			　きっと皆の気持ちは同じものだろう。

			　そう、素晴らしい！

			　とても素敵だ。

			　

			　青の教会が広がって、魔欠落者が悪魔と呼ばれなくなる。

			　そして、ブルーがずっと食べ物に困らずに幸せに生きていける世界を想像する。

			　

			　ああ――。

			　

			　そんな世界になればどれほど幸せだろう。
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